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道
元
禅
師
に
お
け
る
時
の
把
握
―
増
永
霊
鳳
氏
の
分
類
か
ら
―
　
　
　
　

　

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
主
任
研
究
員　
　

下
室
　
覚
道

　
　
　
は
じ
め
に

　

朝
起
き
て
、
食
事
を
し
て
、
夜
寝
る
。
日
々
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
太
陽
の
一
回
の
昇
沈
が
一
日
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り

我
々
の
行
動
が
決
ま
っ
て
く
る
。
一
日
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
我
々
の
身
心
に
徐
々
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
す
な

わ
ち
、
老
い
て
死
ぬ
。
釈
尊
は
「
諸
行
無
常
」
を
説
か
れ
た
。

　

さ
ら
に
大
き
な
視
点
に
立
て
ば
輪
廻
が
あ
る
。
六
道
を
自
己
の
業
に
よ
っ
て
経
巡
る
と
い
う
。
こ
れ
も
、
変
化
は
あ
る
が
、
生
死
の
繰

り
返
し
で
あ
る
。
諸
行
は
無
常
で
あ
り
変
化
が
あ
る
故
に
、
我
々
は
時
間
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
計
の
針
も
時
を
刻
む
、
変
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
今
何
時
で
あ
る
」
と
か
「
何
時
間
経
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
時
間
と
は
何
か
と
問
え
ば
、
よ
く
分
か
ら
な
い
し
、
立
場
に
よ
っ
て
様
々
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
「
時
は
全

て
を
忘
却
さ
せ
て
く
れ
る
」
と
い
う
答
え
も
あ
ろ
う
。
西
洋
で
は
時
間
は
基
本
的
に
一
本
の
直
線
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
と
い

う（１
）。

そ
し
て
こ
の
直
線
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
進
歩
」
と
い
う
概
念
を
生
ん
だ
。

「
進
歩
」
と
い
う
観
念
の
背
後
に
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
へ
と
突
き
進
む
直
線
的
な
時
間
の
意
識
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

西
洋
で
、
こ
の
直
線
的
な
時
間
の
観
念
を
明
瞭
に
生
み
だ
し
た
も
の
は
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
（
２
）。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
に
よ
る
世
界
の
創
造
と
最
後
の
審
判
と
い
う
思
想
や
、
啓
蒙
の
時
代
に
広
く
唱
え
ら
れ
た
進
歩
史
観
や
、
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ニ
ュ
ー
ト
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
自
然
科
学
的
な
時
間
理
解
な
ど
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
で
は
時
間
は
基
本
的
に
一
本
の

直
線
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
洋
の
時
間
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
自
然
の
も
つ
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
よ
う
に

時
間
は
反
復
す
る
と
い
う
感
覚
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

　

八
木
誠
一
氏
は
、
旧
約
聖
書
の
時
間
理
解
、
ギ
リ
シ
ア
的
存
在
理
解
、
新
約
聖
書
の
時
間
理
解
、
仏
教
的
思
考
に
関
し
て
考
察
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
（
ギ
リ
シ
ア
的
存
在
理
解
は
外
す
）
を
抜
粋
す
る
。

旧
約
聖
書
の
時
間
理
解

だ
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
自
覚
（
自
己
理
解
）
と
し
て
の
旧
約
聖
書
の
内
容
は
、
歴
史
と
預
言
を
二
本
の
柱
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
時
間
と
は
、
神
が
人
間
―
そ
の
中
心
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
で
あ
る
―
の
行
為
を
通
じ
て
実
現
し
て
ゆ
く
地
平
な
の
で
あ
る
（
３
）。

新
約
聖
書
の
時
間
理
解

独
立
の
主
体
同
士
の
間
に
愛
の
関
係
が
成
り
立
ち
、
人
格
は
愛
の
関
係
の
中
で
独
立
の
主
体
だ
と
い
う
逆
説
で
あ
る
。
こ
れ
を
連
続

即
非
連
続
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
時
間
に
お
け
る
連
続
即
非
連
続
と
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
が
連
続
即
非
連
続
で
あ
る
か

ら
こ
そ
人
格
の
自
由
が
成
り
立
ち
（
過
去
か
ら
の
自
由
）
、
常
に
新
し
い
愛
の
関
係
が
成
り
立
つ
の
だ
（
４
）。

仏
教
的
思
考

一
般
に
生
成
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
Ａ
が
Ｂ
に
な
る
と
い
う
場
合
、
Ａ
と
Ｂ
は
一
面
同
一
で
あ
り
な
が
ら
他
面
で
相
異

な
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
は
Ａ
は
い
つ
ま
で
も
Ａ
の
ま
ま
か
、
あ
る
い
は
Ｂ
は
Ａ
と
全
く
異
な
る
も
の
で

あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
生
成
が
成
り
立
た
な
い
。
ゆ
え
に
生
成
の
時
の
構
造
は
不
断
不
定
で
あ
る
（
竜
樹
）
。
そ
し
て
仏
教
の

場
合
、
不
断
不
常
は
縁
起
と
い
う
生
成
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
相
依
相
関
に
お
い
て
成
り
立
つ
も
の
の
絶
え
ず
新
し

い
生
成
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
縁
起
の
時
は
一
面
で
過
去
か
ら
の
連
続
で
あ
り
な
が
ら
常
に
新
し
い
の
で
あ
る
（
５
）。

各
宗
教
は
時
間
の
把
握
の
相
違
は
あ
る
が
、
過
去
を
引
き
ず
り
な
が
ら
（
連
続
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
理
想
に
向
か
っ
て
新
し
く
世
界
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を
開
い
て
い
く
（
非
連
続
）
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

西
洋
の
「
進
歩
」
に
対
し
て
道
元
禅
師
は
「
回
光
返
照
の
退
歩
」
を
説
き
、
ま
た
、
「
こ
の
一
日
の
身
命
は
尊
ぶ
べ
き
身
命
な
り
」
と

示
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
教
え
の
背
景
と
な
る
時
間
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

増
永
霊
鳳
氏
に
よ
る
時
間
論
の
分
類

  

道
元
禅
師
の
時
間
論
に
関
し
て
は
多
く
の
論
文
が
見
出
さ
れ
る
が
（
６
）、

中
で
も
筆
者
は
増
永
霊
鳳
氏
の
論
文
に
注
目
し
て
い
る
。
拙
稿
に

お
い
て
「
道
元
禅
師
の
仏
性
」
に
関
し
て
論
じ
た
時
も
増
永
氏
の
仏
性
分
類
に
依
拠
し
た
が
、
時
間
論
に
関
し
て
も
ベ
ー
ス
と
し
た
い
（
７
）。

何
故
な
ら
、
大
変
要
領
よ
く
ま
た
代
表
的
な
理
解
に
基
づ
き
簡
潔
に
分
類
し
て
い
る
と
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

禅
師
の
時
間
論
に
つ
い
て
、
予
は
有
時
の
巻
を
中
心
と
し
て
、
他
の
関
係
諸
文
献
を
参
考
に
次
の
如
く
整
理
し
て
見
た
。
禅
師
の

時
間
論
は
、
（
１
）
存
在
即
時
間
（self-identity of existence and tim

e

）
の
問
題
、
（
２
）
個
別
的
時
間
（specific tim

e

）

の
問
題
、
（
３
）
根
源
的
時
間
（basic tim

e
）
の
問
題
、
（
４
）
連
続
的
原
理
（principle of continuity in tim

e

）
の
問
題
、

（
５
）
絶
対
現
在
（the absolute present

）
の
問
題
、
（
６
）
実
践
的
時
間
（applied tim

e or tim
e in practice

）
の
問
題
の

六
つ
に
分
類
し
得
る
で
あ
ら
う
（
８
）。

こ
れ
を
列
挙
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
存
在
即
時
間
の
問
題

（
２
）
個
別
的
時
間
の
問
題

（
３
）
根
源
的
時
間
の
問
題

（
４
）
連
続
的
時
間
の
問
題
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（
５
）
絶
対
現
在
の
原
理

（
６
）
実
践
的
時
間
の
問
題 

  

増
永
氏
に
は
、
他
に
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
道
元
禅
師
の
す
ぐ
れ
た
点
を
三
点
に
要
約
し
挙
げ

て
い
る
。

第
一
に
は
、
そ
の
思
想
が
き
わ
め
て
深
遠
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
第
二
に
は
、
そ
の
行
持
が
す
こ
ぶ
る
綿
密
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
第
三
に
は
、
そ
の
人
格
が
き
わ
め
て
高
潔
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
（
９
）。

時
間
に
関
し
て
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
行
動
を
離
れ
て
時
間
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」
、
「
実
践
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
時
間
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
（
（1
（

」
と
述
べ
、
時
間
と
実
践
と
の
深
い
結
び
つ
き
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
書
で
も
、
道
元
禅
師
の
時
間
論
を
六
つ
に
分

類
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

角
田
泰
隆
氏
に
も
道
元
禅
師
の
時
間
論
に
関
す
る
論
攷
が
あ
り
、
角
田
氏
は
高
橋
賢
陳
氏
の
五
つ
の
分
類
（
（1
（

を
評
価
し
な
が
ら
四
つ
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。

道
元
禅
師
の
時
間
論
を
禅
師
の
言
葉
に
よ
っ
て
「
有
時
」
「
経
歴
」
「
刹
那
生
滅
」
「
吾
有
時
」
の
四
つ
に
分
類
す
る
。
高
橋
氏
の

分
類
と
関
連
づ
け
る
な
ら
ば
、
①
を
「
有
時
」
に
含
め
、
②
と
③
を
併
せ
た
上
で
「
経
歴
」
と
「
刹
那
生
滅
」
と
に
分
け
、
④
と
⑤

を
併
せ
て
「
吾
有
時
」
と
し
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。

角
田
氏
の
分
類
を
列
挙
す
れ
ば
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
「
有
時
」

Ｂ
「
経
歴
」

Ｃ
「
刹
那
生
滅
」

Ｄ
「
吾
有
時
」
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三
番
に
は
「
刹
那
生
滅
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は
「
前
後
際
断
」
で
あ
る
。
増
永
氏
と
角
田
氏
の
分
類
を
比
較
す
れ
ば
、
増

永
氏
の
（
１
）
（
２
）
（
３
）
が
角
田
氏
の
Ａ
、
（
４
）
が
Ｂ
、
（
５
）
が
Ｃ
、
（
６
）
が
Ｄ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
増
永
氏
の
分
類
に
従
っ
て
道
元
禅
師
の
時
の
把
握
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
の
時
間
論
は
大
凡
『
正
法
眼

蔵
』
有
時
の
巻
を
中
心
と
す
る
の
で
、
最
初
に
全
文
示
し
て
お
く
。

　

古
仏
言
、
有
時
高
高
峰
頂
立
、
有
時
深
深
海
底
行
、
有
時
三
頭
八
臂
、
有
時
丈
六
八
尺
、
有
時
拄
杖
払
子
、
有
時
露
柱
燈
籠
、
有

時
張
三
李
四
、
有
時
大
地
虚
空
。

　

い
は
ゆ
る
有
時
は
、
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
。
丈
六
金
身
、
こ
れ
時
な
り
、
時
な
る
が
ゆ
え
に
時
の
荘
厳
光

明
あ
り
、
い
ま
の
十
二
時
に
習
学
す
べ
し
。
三
頭
八
臂
、
こ
れ
時
な
り
、
時
な
る
が
ゆ
え
に
、
い
ま
の
十
二
時
に
一
如
な
る
べ
し
。

十
二
時
の
長
遠
・
短
促
、
い
ま
だ
度
量
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
十
二
時
と
い
ふ
。
去
来
の
方
跡
あ
き
ら
か
な
る
に
よ
り
て
、

人
、
こ
れ
を
疑
著
せ
ず
、
疑
著
せ
ざ
れ
ど
も
、
し
れ
る
に
あ
ら
ず
。
衆
生
も
と
よ
り
、
し
ら
ざ
る
毎
物
毎
事
を
疑
著
す
る
こ
と
一
定

せ
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
疑
著
す
る
前
程
、
か
な
ら
ず
し
も
い
ま
の
疑
著
に
符
合
す
る
こ
と
な
し
。
た
だ
疑
著
し
ば
ら
く
時
な
る
の
み
な

り
。

　

わ
れ
を
排
列
し
を
き
て
尽
界
と
せ
り
、
こ
の
尽
界
の
頭
頭
物
物
を
、
時
時
な
り
と
覰
見
す
べ
し
。
物
物
の
相
礙
せ
ざ
る
は
、
時
時

の
相
礙
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
こ
の
ゆ
え
に
、
同
時
発
心
あ
り
、
同
心
発
時
な
り
。
お
よ
び
修
行
・
成
道
も
か
く
の
ご
と
し
。
わ
れ
を

排
列
し
て
わ
れ
こ
れ
を
み
る
な
り
。
自
己
の
時
な
る
道
理
、
そ
れ
か
く
の
ご
と
し
。

　

恁
麼
の
道
理
な
る
ゆ
え
に
、
尽
地
に
万
象
・
百
草
あ
り
、
一
草
・
一
象
お
の
お
の
尽
地
に
あ
る
こ
と
を
参
学
す
べ
し
。
か
く
の
ご

と
く
の
往
来
は
、
修
行
の
発
足
な
り
。
到
恁
麼
の
田
地
の
と
き
、
す
な
は
ち
一
草
・
一
象
な
り
、
会
象
・
不
会
象
な
り
、
会
草
・
不

会
草
な
り
。
正
当
恁
麼
時
の
み
な
る
が
ゆ
え
に
、
有
時
み
な
尽
時
な
り
、
有
草
・
有
象
と
も
に
時
な
り
。
時
時
の
時
に
尽
有
・
尽
界

あ
る
な
り
。
し
ば
ら
く
、
い
ま
の
時
に
も
れ
た
る
尽
有
・
尽
界
あ
り
や
、
な
し
や
、
と
観
想
す
べ
し
。
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し
か
あ
る
を
、
仏
法
を
な
ら
は
ざ
る
凡
夫
の
時
節
に
、
あ
ら
ゆ
る
見
解
は
、
有
時
の
こ
と
ば
を
き
く
に
お
も
は
く
、
あ
る
と
き
は

三
頭
八
臂
と
な
れ
り
き
、
あ
る
と
き
は
丈
六
八
尺
と
な
れ
り
き
、
た
と
へ
ば
、
河
を
す
ぎ
、
山
を
す
ぎ
し
が
ご
と
く
な
り
、
と
。
い

ま
は
、
そ
の
山
河
た
と
ひ
あ
る
ら
め
ど
も
、
わ
れ
す
ぎ
き
た
り
て
、
い
ま
は
玉
殿
朱
楼
に
処
せ
り
、
山
河
と
わ
れ
と
、
天
と
地
と
な

り
、
と
お
も
ふ
。

　

し
か
あ
れ
ど
も
、
道
理
こ
の
一
條
の
み
に
あ
ら
ず
。
い
は
ゆ
る
、
山
を
の
ぼ
り
、
河
を
わ
た
り
し
時
に
、
わ
れ
あ
り
き
、
わ
れ
に

時
あ
る
べ
し
。
わ
れ
す
で
に
あ
り
、
時
、
さ
る
べ
か
ら
ず
。
時
、
も
し
去
来
の
相
に
あ
ら
ず
ば
、
上
山
の
時
は
有
時
の
而
今
な
り
。

時
、
も
し
去
来
の
相
を
保
任
せ
ば
、
わ
れ
に
有
時
の
而
今
あ
る
、
こ
れ
有
時
な
り
。
か
の
上
山
・
度
河
の
時
、
こ
の
玉
殿
朱
楼
の
時

を
呑
却
せ
ざ
ら
ん
や
、
吐
却
せ
ざ
ら
ん
や
。
三
頭
八
臂
は
、
き
の
ふ
の
時
な
り
、
丈
六
八
尺
は
、
け
ふ
の
時
な
り
。
し
か
あ
れ
ど

も
、
そ
の
昨
今
の
道
理
、
た
だ
こ
れ
山
の
な
か
に
直
入
し
て
、
千
峰
万
峰
を
み
わ
た
す
時
節
な
り
、
す
ぎ
ぬ
る
に
あ
ら
ず
。
三
頭
八

臂
も
、
す
な
は
ち
わ
が
有
時
に
て
一
経
す
、
彼
方
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
。
丈
六
八
尺
も
、
す
な
は
ち
わ
が
有
時
に
て
一

経
す
、
彼
処
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
。

　

し
か
あ
れ
ば
、
松
も
時
な
り
、
竹
も
時
な
り
。
時
は
飛
去
す
る
と
の
み
解
会
す
べ
か
ら
ず
、
飛
去
は
時
の
能
と
の
み
は
学
す
べ
か

ら
ず
。
時
、
も
し
飛
去
に
一
任
せ
ば
、
間
隙
あ
り
ぬ
べ
し
。
有
時
の
道
を
経
聞
せ
ざ
る
は
、
す
ぎ
ぬ
る
と
の
み
学
す
る
に
よ
り
て
な

り
。
要
を
と
り
て
い
は
ば
、
尽
界
に
あ
ら
ゆ
る
尽
有
は
、
つ
ら
な
り
な
が
ら
時
時
な
り
、
有
時
な
る
に
よ
り
て
吾
有
時
な
り
。

　

有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
、
い
は
ゆ
る
、
今
日
よ
り
明
日
へ
経
歴
す
、
今
日
よ
り
昨
日
に
経
歴
す
、
昨
日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
、

今
日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
、
明
日
よ
り
明
日
に
経
歴
す
、
経
歴
は
、
そ
れ
時
の
功
徳
な
る
が
ゆ
え
に
。
古
今
の
時
、
か
さ
な
れ
る
に

あ
ら
ず
、
な
ら
び
つ
も
れ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
青
原
も
時
な
り
、
黄
檗
も
時
な
り
、
江
西
も
石
頭
も
時
な
り
。
自
他
す
で
に
時
な

る
が
ゆ
え
に
、
修
証
は
諸
時
な
り
。
入
泥
入
水
、
お
な
じ
く
時
な
り
。
い
ま
の
凡
夫
の
見
、
お
よ
び
見
の
因
縁
、
こ
れ
凡
夫
の
み
る

と
こ
ろ
な
り
と
い
へ
ど
も
、
凡
夫
の
法
に
あ
ら
ず
、
法
、
し
ば
ら
く
凡
夫
を
因
縁
せ
る
の
み
な
り
。
こ
の
時
・
こ
の
有
は
、
法
に
あ
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ら
ず
と
学
す
る
が
ゆ
え
に
、
丈
六
金
身
は
わ
れ
に
あ
ら
ず
と
認
ず
る
な
り
。
わ
れ
を
丈
六
金
身
に
あ
ら
ず
と
の
が
れ
ん
と
す
る
、
ま

た
す
な
は
ち
有
時
の
片
片
な
り
、
未
証
拠
者
の
看
看
な
り
。

　

い
ま
世
界
に
排
列
せ
る
む
ま
・
ひ
つ
じ
を
あ
ら
し
む
る
も
、
住
法
位
の
恁
麼
な
る
昇
降
・
上
下
な
り
。
ね
ず
み
も
時
な
り
、
と
ら

も
時
な
り
。
生
も
時
な
り
、
仏
も
時
な
り
。
こ
の
時
、
三
頭
八
臂
に
て
尽
界
を
証
し
、
丈
六
金
身
に
て
尽
界
を
証
す
。
そ
れ
尽
界
を

も
て
尽
界
を
界
尽
す
る
を
、
究
尽
す
る
と
は
い
ふ
な
り
。
丈
六
金
身
を
も
て
丈
六
金
身
す
る
を
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
と
現

成
す
る
、
す
な
は
ち
有
な
り
、
時
な
り
。
尽
時
を
尽
有
と
究
尽
す
る
の
み
、
さ
ら
に
剰
法
な
し
、
剰
法
こ
れ
剰
法
な
る
が
ゆ
え
に
。

た
と
ひ
半
究
尽
の
有
時
も
、
半
有
時
の
究
尽
な
り
。
た
と
ひ
蹉
過
す
と
み
ゆ
る
形
段
も
、
有
な
り
。
さ
ら
に
か
れ
に
ま
か
す
れ
ば
、

蹉
過
の
現
成
す
る
前
後
な
が
ら
、
有
時
の
住
位
な
り
。
住
法
位
の
活
魚發
魚發
地
な
る
、
こ
れ
有
時
な
り
。
無
と
動
著
す
べ
か
ら
ず
、
有

と
強
為
す
べ
か
ら
ず
。

　

時
は
一
向
に
す
ぐ
る
と
の
み
計
功
し
て
、
未
到
と
解
会
せ
ず
。
解
会
は
時
な
り
と
い
へ
ど
も
、
他
に
ひ
か
る
る
縁
な
し
。
去
来
と

認
じ
て
、
住
位
の
有
時
と
見
徹
せ
る
皮
袋
な
し
。
い
は
ん
や
透
関
の
時
あ
ら
ん
や
。
た
と
ひ
住
位
を
認
ず
と
も
、
た
れ
か
既
得
恁
麼

の
保
任
を
道
得
せ
ん
。
た
と
ひ
恁
麼
と
道
得
せ
る
こ
と
ひ
さ
し
き
を
、
い
ま
だ
面
目
現
前
を
摸
扌索
せ
ざ
る
な
し
。
凡
夫
の
有
時
な
る

に
一
任
す
れ
ば
、
菩
提
・
涅
槃
も
わ
づ
か
に
去
来
の
相
の
み
な
る
有
時
な
り
。

　

お
ほ
よ
そ
、
羅
籠
と
ど
ま
ら
ず
有
時
現
成
な
り
。
い
ま
右
界
に
現
成
し
、
左
方
に
現
成
す
る
天
王
天
衆
、
い
ま
も
わ
が
尽
力
す
る

有
時
な
り
。
そ
の
余
外
に
あ
る
水
陸
の
衆
有
時
、
こ
れ
わ
が
い
ま
尽
力
し
て
現
成
す
る
な
り
。
冥
陽
に
有
時
な
る
諸
類
・
諸
頭
、
み

な
わ
が
尽
力
現
成
な
り
、
尽
力
経
歴
な
り
。
わ
が
い
ま
尽
力
経
歴
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
法
・
一
物
も
現
成
す
る
こ
と
な
し
、
経
歴
す

る
こ
と
な
し
、
と
参
学
す
べ
し
。

　

経
歴
と
い
ふ
は
、
風
雨
の
東
西
す
る
が
ご
と
く
学
し
き
た
る
べ
か
ら
ず
。
尽
界
は
不
動
転
な
る
に
あ
ら
ず
、
不
進
退
な
る
に
あ
ら

ず
、
経
歴
な
り
。
経
歴
は
、
た
と
へ
ば
春
の
ご
と
し
、
春
に
許
多
般
の
様
子
あ
り
、
こ
れ
を
経
歴
と
い
ふ
。
外
物
な
き
に
経
歴
す
る
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と
参
学
す
べ
し
。
た
と
へ
ば
、
春
の
経
歴
は
か
な
ら
ず
春
を
経
歴
す
る
な
り
。
経
歴
は
春
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
春
の
経
歴
な
る
が
ゆ

え
に
、
経
歴
い
ま
春
の
時
に
成
道
せ
り
。
審
細
に
参
来
・
参
去
す
べ
し
。
経
歴
を
い
ふ
に
、
境
は
外
頭
に
し
て
、
能
経
歴
の
法
は
、

東
に
む
き
て
百
千
世
界
を
ゆ
き
す
ぎ
て
、
百
千
万
劫
を
ふ
る
、
と
お
も
ふ
は
、
仏
道
の
参
学
、
こ
れ
の
み
を
専
一
に
せ
ざ
る
な
り
。

　

薬
山
弘
道
大
師
、
ち
な
み
に
無
際
大
師
の
指
示
に
よ
り
て
、
江
西
大
寂
禅
師
に
参
問
す
、
三
乗
十
二
分
教
、
某
甲
ほ
ぼ
そ
の
宗
旨

を
あ
き
ら
む
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
か
く
の
ご
と
く
と
ふ
に
、
大
寂
禅
師
い
は
く
、
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
不
教
伊
揚
眉
瞬

目
。
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
者
是
、
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
者
不
是
。
薬
山
、
き
き
て
大
悟
し
、
大
寂
に
ま
う
す
、
某
甲
か
つ
て
石
頭
に

あ
り
し
、
蚊
子
の
鉄
牛
に
の
ぼ
れ
る
が
ご
と
し
。

　

大
寂
の
道
取
す
る
と
こ
ろ
、
余
者
と
お
な
じ
か
ら
ず
。
眉
目
は
山
海
な
る
べ
し
、
山
海
は
眉
目
な
る
ゆ
え
に
。
そ
の
教
伊
揚
は
山

を
み
る
べ
し
、
そ
の
教
伊
瞬
は
海
を
宗
す
べ
し
。
是
は
伊
に
慣
習
せ
り
、
伊
は
教
に
誘
引
せ
ら
る
。
不
是
は
不
教
伊
に
あ
ら
ず
、
不

教
伊
は
不
是
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
ら
と
も
に
有
時
な
り
。
山
も
時
な
り
、
海
も
時
な
り
。
時
に
あ
ら
ざ
れ
ば
山
海
あ
る
べ
か
ら
ず
、
山

海
の
而
今
に
時
あ
ら
ず
と
す
べ
か
ら
ず
。
時
も
し
壊
す
れ
ば
、
山
海
も
壊
す
、
時
も
し
不
壊
な
れ
ば
、
山
海
も
不
壊
な
り
。
こ
の
道

理
に
明
星
出
現
す
、
如
来
出
現
す
、
眼
睛
出
現
す
、
拈
華
出
現
す
。
こ
れ
時
な
り
、
時
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
恁
麼
な
り
。

　

葉
県
の
帰
省
禅
師
は
、
臨
済
の
法
孫
な
り
、
首
山
の
嫡
嗣
な
り
。
あ
る
と
き
、
大
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、
有
時
意
到
、
句
不

到
、
有
時
句
到
、
意
不
到
、
有
時
意
句
両
倶
到
、
有
時
意
句
倶
不
到
。

　

意
・
句
と
も
に
有
時
な
り
、
到
・
不
到
と
も
に
有
時
な
り
。
到
時
未
了
な
り
と
い
へ
ど
も
不
到
時
来
な
り
。
意
は
驢
な
り
、
句
は

馬
な
り
。
馬
を
句
と
し
、
驢
を
意
と
せ
り
。
到
そ
れ
来
に
あ
ら
ず
、
不
到
こ
れ
未
に
あ
ら
ず
、
有
時
か
く
の
ご
と
く
な
り
。
到
は
到

に
罣
礙
せ
ら
れ
て
不
到
に
罣
礙
せ
ら
れ
ず
、
不
到
は
不
到
に
罣
礙
せ
ら
れ
て
到
に
罣
礙
せ
ら
れ
ず
。
意
は
意
を
さ
へ
、
意
を
み
る
。

句
は
句
を
さ
へ
、
句
を
み
る
。
礙
は
礙
を
さ
へ
、
礙
を
み
る
。
礙
は
礙
を
礙
す
る
な
り
、
こ
れ
時
な
り
。
礙
は
他
法
に
使
得
せ
ら
る

と
い
へ
ど
も
、
他
法
を
礙
す
る
礙
い
ま
だ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
我
逢
人
な
り
、
人
逢
人
な
り
、
我
逢
我
な
り
、
出
逢
出
な
り
。
こ
れ
ら
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も
し
時
を
え
ざ
る
に
は
、
恁
麼
な
ら
ざ
る
な
り
。
又
、
意
は
現
成
公
案
の
時
な
り
、
句
は
向
上
閑
木戾
の
時
な
り
、
到
は
脱
体
の
時
な

り
、
不
到
は
即
此
離
此
の
時
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
辨
肯
す
べ
し
、
有
時
す
べ
し
。

　

向
来
の
尊
宿
、
と
も
に
恁
麼
い
ふ
と
も
、
さ
ら
に
道
取
す
べ
き
と
こ
ろ
な
か
ら
ん
や
。
い
ふ
べ
し
、

意
句
半
到
也
有
時
、
意
句
半
不
到
也
有
時
。
か
く
の
ご
と
く
の
参
究
あ
る
べ
き
な
り
。

　

教
伊
揚
眉
瞬
目
也
半
有
時
、
教
伊
揚
眉
瞬
目
也
錯
有
時
、
不
教
伊
揚
眉
瞬
目
也
錯
錯
有
時
。

　

恁
麼
の
ご
と
く
参
来
・
参
去
、
参
到
・
参
不
到
す
る
、
有
時
の
時
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
〇
―
二
四
六
頁
）

有
時
の
巻
は
奧
書
に
は
、
「
仁
治
元
年
庚
子
開
冬
日
、
書
于
興
聖
宝
林
寺
」
と
あ
っ
て
一
二
四
〇
年
の
陰
暦
十
月
一
日
に
興
聖
寺
で
書
か

れ
た
た
と
い
う
。
示
衆
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
木
村
清
孝
氏
は
「
道
元
が
こ
の
草
稿
を
完
成
し
て
さ
ほ
ど
時
日
を
経

な
い
頃
に
示
衆
も
お
こ
な
わ
れ
た
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

「
有
時
」
の
巻
に
は
左
記
の
三
つ
の
古
則
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
古
仏
言
、
有
時
高
高
峰
頂
立
、
有
時
深
深
海
底
行
、
有
時
三
頭
八
臂
、
有
時
丈
六
八
尺
、
有
時
拄
杖
払
子
、
有
時
露
柱
燈
籠
、
有

時
張
三
李
四
、
有
時
大
地
虚
空
。

②
薬
山
弘
道
大
師
、
ち
な
み
に
無
際
大
師
の
指
示
に
よ
り
て
、
江
西
大
寂
禅
師
に
参
問
す
、
三
乗
十
二
分
教
、
某
甲
ほ
ぼ
そ
の
宗
旨

を
あ
き
ら
む
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
か
く
の
ご
と
く
と
ふ
に
、
大
寂
禅
師
い
は
く
、
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
不
教
伊
揚
眉
瞬

目
。
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
者
是
、
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
者
不
是
。
薬
山
、
き
き
て
大
悟
し
、
大
寂
に
ま
う
す
、
某
甲
か
つ
て
石
頭
に

あ
り
し
、
蚊
子
の
鉄
牛
に
の
ぼ
れ
る
が
ご
と
し
。
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③
有
時
意
到
、
句
不
到
、
有
時
句
到
、
意
不
到
、
有
時
意
句
両
倶
到
、
有
時
意
句
倶
不
到
。

①
は
薬
山
惟
儼
（
七
四
五
―
八
二
八
）
の
説
法
で
あ
る
（
（1
（

。
『
伝
燈
録
』
二
八
。

②
は
薬
山
に
対
す
る
馬
祖
道
一
（
七
九
九
―
七
八
八
）
の
説
法
（
（1
（

。
『
聨
燈
会
要
』
一
九
。
真
字
一
五
〇
則
。

③
は
帰
省
（
生
没
年
不
詳
）
の
示
衆
。
『
聨
燈
会
要
』
一
二
。

　

有
時
の
巻
の
最
後
に
示
さ
れ
た
「
意
句
半
到
也
有
時
、
意
句
半
不
到
也
有
時
」
と
「
教
伊
揚
眉
瞬
目
也
半
有
時
、
教
伊
揚
眉
瞬
目
也
錯

有
時
、
不
教
伊
揚
眉
瞬
目
也
錯
錯
有
時
」
は
③
①
を
ベ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
道
元
禅
師
御
自
身
が
参
究
さ
れ
た
境
地
を
示
す
句
で
あ
る
。

　
　
　
一
　
存
在
即
時
間
の
問
題

　

増
永
氏
が
第
一
に
挙
げ
て
い
る
の
が
「
存
在
即
時
間
の
問
題
」
で
あ
る
。
増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
１
）
道
元
禅
師
は
時
間
を
単
に
無
内
容
な
形
式
と
見
る
こ
と
な
く
、
時
間
と
存
在
と
の
一
体
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
を
空

華
の
巻
は
「
諸
時
ま
た
青
黄
赤
白
等
の
色
あ
る
な
り
。
春
は
花
を
ひ
く
、
華
は
春
を
ひ
く
も
の
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
諸
時
と
青

黄
赤
白
等
の
色
と
は
決
し
て
別
も
の
で
は
な
い
。
春
と
い
ふ
時
間
は
た
だ
ち
に
花
と
い
ふ
存
在
と
し
て
咲
き
出
し
、
華
と
い
ふ
も
の

は
や
が
て
春
と
い
ふ
時
を
現
は
す
の
で
あ
る
。
時
間
の
中
の
存
在
で
は
な
く
し
て
、
存
在
が
そ
れ
自
身
時
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ

の
や
う
な
時
間
的
存
在
論
は
有
時
の
巻
に
、
「
い
は
ゆ
る
有
時
は
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
と
あ
り
、
「
こ
の

尽
界
の
頭
々
物
々
を
時
々
な
り
と
覰
見
す
べ
し
」
と
あ
る
文
に
よ
つ
て
、
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
で
あ
ら
う
。
尽
界
の
頭
々
物
々
す
な

は
ち
一
一
の
存
在
は
、
そ
の
ま
ま
個
々
の
時
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
「
別
に
別
体
な
く
、
法
に
よ
っ
て
立
つ
」
と
仏
教

の
基
本
的
な
規
定
が
よ
く
生
か
さ
れ
、
し
か
も
空
間
化
と
し
て
、
却
っ
て
真
の
時
間
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

禅
師
の
こ
の
立
場
は
、
現
代
の
実
存
哲
学
特
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
（H

eidegger
）
の
「
存
在
と
時
間
」
（Sein und Zeit

）
の
思
想
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に
相
通
じ
て
い
る
（
（1
（

。

増
永
氏
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
空
華
」
と
「
有
時
」
の
箇
所
で
あ
る
。

華
は
か
な
ら
ず
諸
色
に
そ
め
た
る
が
ご
と
し
、
諸
色
か
な
ら
ず
し
も
華
に
か
ぎ
ら
ず
。
諸
時
ま
た
青
・
黄
・
赤
・
白
・
等
の
い
ろ
あ

る
な
り
。
春
は
花
を
ひ
く
、
華
は
春
を
ひ
く
も
の
な
り
。　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
空
華
」
（
一
巻
一
三
二
―
一
三
三
頁
）

い
は
ゆ
る
有
時
は
、
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
。
丈
六
金
身
、
こ
れ
時
な
り
、
時
な
る
が
ゆ
え
に
時
の
荘
厳
光
明

あ
り
、
い
ま
の
十
二
時
に
習
学
す
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
〇
頁
）

わ
れ
を
排
列
し
を
き
て
尽
界
と
せ
り
、
こ
の
尽
界
の
頭
頭
物
物
を
、
時
時
な
り
と
覰
見
す
べ
し
。
物
物
の
相
礙
せ
ざ
る
は
、
時
時
の

相
礙
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
一
頁
）

ま
た
、
増
永
氏
は
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

時
と
法
（
存
在
）
と
は
、
一
体
で
あ
る
、
二
つ
で
は
な
い
こ
と
を
い
わ
れ
ま
す
。
禅
師
は
、
「
悉
有
は
仏
性
な
り
」
と
も
、
「
有
は

こ
れ
時
な
り
。
時
は
有
な
り
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
時
は
法
に
依
っ
て
立
つ
」
と
い
う
仏
教
本
来
の
立
場
で
あ
り
ま
す
（
（1
（

。

時
と
法
（
存
在
）
と
は
一
体
で
あ
り
、
こ
の
見
解
は
仏
教
本
来
の
立
場
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
悉
有
は
仏
性
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
の
巻
で
あ
る
。

世
尊
道
の
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
は
、
そ
の
宗
旨
い
か
む
。
是
什
麼
物
恁
麼
来
の
道
、
転
法
輪
な
り
。
あ
る
ひ
は
衆
生
と
い
ひ
、
有
情

と
い
ひ
、
群
生
と
い
ひ
、
群
類
と
い
ふ
。
悉
有
の
言
は
、
衆
生
な
り
、
群
有
な
り
。
す
な
は
ち
悉
有
は
仏
性
な
り
、
悉
有
の
一
悉
を
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衆
生
と
い
ふ
。
正
当
恁
麼
時
は
、
衆
生
の
内
外
す
な
は
ち
仏
性
の
悉
有
な
り
。
単
伝
す
る
皮
肉
骨
髄
の
み
に
あ
ら
ず
、
汝
得
吾
皮
肉

骨
髄
な
る
が
ゆ
え
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
（
一
巻
一
四
―
一
五
頁
）

増
永
氏
は
有
を
「
法
、
存
在
」
と
見
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
法
は
「
時
は
法
に
依
っ
て
立
つ
と
い
う
仏
教
本
来
の
立
場
」
で
あ
る
と
さ

れ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
増
永
氏
は
註
に
お
い
て
、
『
婆
沙
論
』
巻
七
七
を
挙
げ
て
い
る
。
左
記
の
本
文
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

説
一
切
有
部
有
四
大
論
師
。
各
別
建
立
二
世
有
異
。
謂
尊
者
法
救
説
類
有
異
。
尊
者
妙
音
説
相
有
異
。
尊
者
世
友
説
位
有
異
。
尊
者

覺
天
説
待
有
異
。
説
類
異
者
。
彼
謂
諸
法
於
世
轉
時
。
由
類
有
異
非
體
有
異
。
如
破
金
器
等
。
作
餘
物
時
形
雖
有
異
而
顯
色
無
異
。

又
如
乳
等
變
成
酪
等
時
捨
味
勢
等
非
捨
顯
色
。
如
是
諸
法
從
未
來
世
至
現
在
世
時
。
雖
捨
未
來
類
得
現
在
類
。
而
彼
法
體
無
得
無

捨
。
復
從
現
在
世
至
過
去
世
時
。
雖
捨
現
在
類
得
過
去
類
。
而
彼
法
體
亦
無
得
無
捨
。
説
相
異
者
。
彼
謂
諸
法
於
世
轉
時
。
由
相
有

異
非
體
有
異
。
一
一
世
法
有
三
世
相
。
一
相
正
合
二
相
非
離
。
如
人
正
染
一
女
色
時
。
於
餘
女
色
不
名
離
染
。
如
是
諸
法
住
過
去
世

時
。
正
與
過
去
相
合
。
於
餘
二
世
相
不
名
爲
離
。
住
未
來
世
時
。
正
與
未
來
相
合
。
於
餘
二
世
相
不
名
爲
離
。
住
現
在
世
時
。
正
與

現
在
相
合
。
於
餘
二
世
相
不
名
爲
離
。
説
位
異
者
。
彼
謂
諸
法
於
世
轉
時
。
由
位
有
異
非
體
有
異
。
如
運
一
籌
。
置
一
位
名
一
。
置

十
位
名
十
。
置
百
位
名
百
。
雖
歴
位
有
異
而
籌
體
無
異
。
如
是
諸
法
經
三
世
位
。
雖
得
三
名
而
體
無
別
。
此
師
所
立
世
無
雜
亂
。
以

依
作
用
立
三
世
別
。
謂
有
爲
法
未
有
作
用
名
未
來
世
。
正
有
作
用
名
現
在
世
。
作
用
已
滅
名
過
去
世
。
説
待
異
者
。
彼
謂
諸
法
於
世

轉
時
前
後
相
待
立
名
有
異
。
如
一
女
人
待
母
名
女
待
女
名
母
。
體
雖
無
別
由
待
有
異
得
女
母
名
。
如
是
諸
法
待
後
名
過
去
。
待
前
名

未
來
。
倶
待
名
現
在
。
彼
師
所
立
世
有
雜
亂
。
所
以
者
何
。
前
後
相
待
一
一
世
中
有
三
世
故
。
謂
過
去
世
前
後
刹
那
名
過
去
未
來
。

中
間
名
現
在
未
來
。
三
世
類
亦
應
然
。
現
在
世
法
雖
一
刹
那
待
後
待
前
及
倶
待
故
應
成
三
世
。
豈
應
正
理
。
説
相
異
者
。
所
立
三
世

亦
有
雜
亂
。
一
一
世
法
彼
皆
許
有
三
世
相
故
。
説
類
異
者
。
離
法
自
性
説
何
爲
類
故
亦
非
理
。
諸
有
爲
法
從
未
來
世
至
現
在
時
前
類

應
滅
。
從
現
在
世
至
過
去
時
後
類
應
生
。
過
去
有
生
未
來
有
滅
豈
應
正
理
。
故
唯
第
三
立
世
爲
善
。
諸
行
容
有
作
用
時
故
。　
　
　

　
　
　
　
　

『
婆
沙
論
』
巻
七
七
（
大
正
二
七
・
三
九
六
上
―
中
）
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三
世
の
差
別
に
関
す
る
四
大
論
師
の
学
説
が
説
か
れ
て
い
る
。
尊
者
法
救
は
「
類
」
に
異
な
り
あ
り
と
、
尊
者
妙
音
は
「
相
」
に
異
な
り

あ
り
と
、
尊
者
世
友
は
「
位
」
に
異
な
り
あ
り
と
、
尊
者
覚
天
は
「
待
」
に
異
な
り
あ
り
と
説
い
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
五
位
七
十
五
法
の
中
に
は
時
間
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
佐
々
木
閑
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
法
に
は
ど
こ
に
も
「
時
間
」
と
い
う
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
時
間
が
法
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
時
間
と
は
実
体

の
な
い
仮
説
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（1
（

。

  

角
田
氏
は
「
有
」
を
「
存
在
」
と
見
な
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
有
」
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
こ
の
巻
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
置
き
換
え
る
と
す
れ
ば
、

「
尽
界
」
「
尽
地
」
「
万
象
百
草
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
え
る
。
い
わ
ゆ
る
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
有
時
」
と
は
、
存

在
は
時
間
で
あ
り
、
時
間
は
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
（2
（

。

角
田
氏
は
、
「
尽
界
」
「
尽
地
」
「
万
象
百
草
」
な
ど
を
有
と
見
な
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
記
し
て
い
る
の
が
次
の
箇
所
で
あ
る
。

恁
麼
の
道
理
な
る
ゆ
え
に
、
尽
地
に
万
象
・
百
草
あ
り
、
一
草
・
一
象
お
の
お
の
尽
地
に
あ
る
こ
と
を
参
学
す
べ
し
。             　

　
　
　
　

   　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
一
頁
）

有
時
の
「
有
」
に
関
し
て
辻
口
雄
一
郎
氏
は
「
諸
法
」
と
見
な
し
て
い
る
。

「
有
時
」
に
お
け
る
「
有
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
諸
法
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
、
な
い
し
超
越
的
な
有
の
意
味
で
は
な
い
。
た

だ
し
、
こ
れ
を
単
純
に
、
「
も
の
を
現
し
て
い
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
寺
田
透
氏
は
、
日
本
思
想
体
系
の
頭
注
に

お
い
て
、
「
『
有
』
は
行
為
・
状
態
で
は
な
く
、
も
の
を
現
し
て
い
る
。
」
と
注
釈
し
て
い
る
が
、
「
も
の
」
に
限
定
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
冒
頭
の
八
句
の
内
、
薬
山
の
語
か
ら
の
引
用
の
部
分
は
無
意
味
で
あ
る
こ
と
に
な
る
（
（2
（

。

有
と
は
抽
象
的
、
超
越
的
な
有
で
は
な
く
、
ま
た
、
単
な
る
「
も
の
を
現
し
て
い
る
」
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
有
時
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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今
ま
で
の
考
察
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
有
時
」
の
巻
に
お
け
る
「
有
」
と
「
時
」
は
、
「
諸
法
そ
れ
自
身
が
時
で
あ
る
」
と
い
う

意
味
に
お
い
て
等
価
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
「
す
べ
て
の
も
の
が
時
間
と
空
間
の
内
に
あ
る
」

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
時
は
諸
法
と
し
て
の
み
あ
る
の
だ
か
ら
（
（2
（

。

辻
口
氏
は
、
「
時
は
諸
法
と
し
て
の
み
あ
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

賴
住
光
子
氏
は
存
在
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
存
在
の
意
味
と
は
「
配
列
」
に
お
け
る
関
係
性
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
意
味
付
け
を
な
す
主
体

は
自
己
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
限
り
で
存
在
は
自
己
で
あ
る
と
い
う
表
現
が
正
当
性
を
持
つ
の
で
あ
る
（
（2
（

。

有
は
存
在
で
あ
り
、
存
在
と
は
「
自
己
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

八
木
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

す
る
と
縁
起
的
世
界
と
は
、
時
間
性
を
本
質
と
す
る
よ
う
な
存
在
な
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
不
断
不
常
な
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
だ

か
ら
道
元
は
「
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
と
言
う
。
有
は
縁
起
に
お
け
る
有
で
あ
り
、
時
は
縁
起
に
お
け
る
時

で
あ
る
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
エ
レ
ア
学
派
に
お
け
る
よ
う
に
、
有
が
無
時
間
的
実
体
で
、
時
は
非
本
質
的
な
単
な
る
現
象
に
す
ぎ
な

い
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
自
己
が
そ
の
実
存
に
お
い
て
縁
起
的
生
成
の
一
環
と
な
り
、
そ
こ
に
お
い
て
縁
起
が
さ
ま
た
げ

ら
れ
ず
如
実
に
縁
起
す
る
よ
う
な
実
存
と
な
る
の
が
仏
教
的
な
生
き
方
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
自
己
は
自
己
の
何
た
る
か
を
自
覚

す
る
（
（2
（

。

「
有
は
縁
起
に
お
け
る
有
で
あ
り
、
時
は
縁
起
に
お
け
る
時
で
あ
る
（
（2
（

」
と
し
、
縁
起
す
る
よ
う
な
実
存
と
な
る
の
が
仏
教
的
生
き
方
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

　

角
田
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
境
涯
に
到
っ
た
と
き
、
〈
私
が
〉
そ
の
ま
ま
一
本
の
草
や
一
つ
の
象
と
な
り
、
象
を
理
解
（
認
識
）
す
る
の
に
〈
単
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に
〉
象
と
理
解
（
認
識
）
す
る
こ
と
な
く
、
草
を
理
解
（
認
識
）
す
る
の
に
〈
単
に
〉
草
と
理
解
（
認
識
）
す
る
こ
と
が
な
い
の
で

あ
る
（
（2
（

。

「
有
」
の
範
囲
は
存
在
全
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
仏
性
や
時
間
と
一
つ
に
な
る
の
は
、
境
涯
に
至
っ
た
時
で
あ
る
と
す
る
。

　

因
み
に
、
先
に
挙
げ
た
「
有
時
」
の
巻
全
文
に
お
い
て
、
「
有
時
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
丈
六
金
身
、
三
頭
八
臂
、
自

己
、
尽
有
・
尽
界
、
松
、
竹
、
青
原
、
黄
蘗
、
江
西
、
石
頭
、
自
他
、
入
泥
入
水
、
ね
ず
み
、
と
ら
、
生
、
仏
、
春
、
山
、
海
…
で
あ

る
。

　

次
に
、
増
永
氏
は
道
元
禅
師
の
時
間
論
は
ド
イ
ツ
人
哲
学
者
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
（
一
八
八
九
―
一
九
七
六
）
の
思
想
と
相
通
ず
る
と
見
な
し

て
い
る
が
、
現
在
で
も
、
「
有
時
」
と
言
え
ば
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
と
対
比
さ
せ
て
解
説
す
る
者
は
多
い
。
例
え
ば
、

「
曹
洞
宗
東
海
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

そ
れ
を
「
時
す
で
に
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
と
一
語
で
簡
潔
に
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
道
元
さ
ま
の
時
間
論
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
年
西
洋
の
哲
学
者
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
い
う
人
が
存
在
即
時
間
と
定
義
つ
け
て
い
ま
す
が
、
道
元
さ
ま
は
す
で
に
七
百
余
年

ま
え
に
こ
の
こ
と
を
説
い
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
し
か
も
道
元
さ
ま
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
相
違
は
宗
教
と
哲
学
と
の
相
違
で
あ
り
ま

す
。
道
元
さ
ま
は
人
間
こ
の
時
間
と
空
間
を
如
何
に
生
き
る
か
と
い
う
宗
教
者
と
し
て
の
と
ら
え
方
で
あ
り
ま
す
（
（2
（

。

道
元
禅
師
の
時
間
論
と
、
西
洋
哲
学
者
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
を
対
比
さ
せ
、
又
、
宗
教
と
哲
学
と
の
相
違
を
説
い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
道
元
禅
師
の
思
想
を
対
比
す
る
試
み
に
先
鞭
を
付
け
た
の
は
、
所
謂
の
京
都
学
派
の
哲
学
者
で
あ
っ

た
。
辻
口
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
現
代
に
お
け
る
正
法
眼
蔵
の
世
俗
的
解
釈
は
和
辻
哲
郎
の
『
沙
門
道
元
』
に
始
ま
り
、
秋
山
範
二
の
『
道
元
の
研
究
』
、

田
辺
元
の
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
（
以
下
『
哲
学
私
観
』
と
略
記
）
に
い
た
っ
て
西
洋
哲
学
的
な
観
点
を
取
り
入
れ
た
本
格
的

な
論
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
『
哲
学
私
観
』
は
、
有
時
の
巻
を
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
と
対
比
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し
、
「
時
間
的
存
在
の
の
即
自
覚
存
在
な
る
を
明
示
し
、
時
の
成
立
が
心
上
の
媒
介
に
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
今
日
の
実
存
哲
学
、

自
覚
存
在
論
に
先
蹤
を
着
け
た
」
と
論
じ
て
、
今
日
の
、
主
体
と
し
て
の
自
己
に
定
位
す
る
「
有
時
」
解
釈
の
源
流
と
な
っ
た
（
（2
（

。

特
に
田
辺
元
氏
の
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
辻
口
氏
は
田
辺
氏
の
研
究
に
対
し

て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
道
元
禅
師
の
両
者
の
類
似
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

戦
後
の
今
日
に
お
い
て
も
、
「
有
時
」
の
巻
は
、
し
ば
し
ば
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
時
間
論
と
比
較
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
存
哲

学
と
正
法
眼
蔵
を
意
識
的
に
突
き
合
わ
せ
た
論
文
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
「
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
」
（
以
下
「
哲
学
私
観
」

と
略
称
す
る
）
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
の
こ
の
様
な
見
解
は
、
比
較
思
想
的
な
検
討
の
上
で
の
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
見

解
を
展
開
す
る
そ
の
途
上
に
お
い
て
、
両
者
の
類
似
を
指
摘
し
た
に
す
ぎ
な
い
（
（2
（

。

辻
口
氏
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

田
辺
に
よ
る
と
、
有
時
の
巻
に
お
け
る
時
間
論
は
「
時
間
的
存
在
の
即
自
覚
的
存
在
な
る
こ
と
を
明
示
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
有
時
の
巻
の
時
間
論
が"Sein und Zeit"

の
時
間
論
に
寛
元
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
明
示
さ

れ
る
べ
き
事
柄
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
「
時
間
」
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
ま
た
「
自
覚
」
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
両
者
の
間
に
は
、

か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
（3
（

。

「
有
時
」
の
巻
の
時
間
論
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
時
間
論
と
を
同
一
に
見
な
す
こ
と
を
否
定
さ
れ
、
か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
南

直
哉
氏
も
同
一
に
み
な
す
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
。

「
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
、
こ
の
鮮
烈
な
一
文
に
触
れ
た
人
は
、
た
い
て
い
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』

を
思
い
だ
す
。
道
元
禅
師
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
並
べ
て
論
ず
る
の
は
き
わ
め
て
誘
惑
的
で
、
百
家
争
鳴
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
一
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
両
者
の
決
定
的
な
違
い
は
、
見
て
の
と
お
り
、
「
と
」
が
有
る
か
無
い
か
で
あ
る
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
『
存
在
と
時
間
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
が
ゆ
え
に
、
「
存
在
」
概
念
と
「
時
間
」
概
念
を
別
物
と
し
て
、
あ
ら
た
め
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て
両
者
の
関
係
を
理
論
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
必
ず
挫
折
す
る
。
『
存
在
と
時
間
』
が
未
完
に
終
わ
っ
た
の
は
当

然
な
の
だ
。
概
念
と
し
て
分
け
て
始
め
た
話
が
、
概
念
で
つ
な
が
る
わ
け
が
な
い
。
両
者
の
一
致
は
、
体
験
さ
れ
る
だ
け
の
こ
と
で

あ
る
（
（3
（

。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
道
元
禅
師
の
時
間
論
は
「
と
」
が
有
る
か
無
い
か
で
決
定
的
に
異
な
る
と
い
わ
れ
る
。
南
氏
は
、
存
在
と
時
間
の
一
致

は
、
体
験
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
南
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

存
在
が
時
間
だ
と
い
う
こ
と
は
、
『
眼
蔵
』
に
お
い
て
は
、
日
常
の
生
活
時
間
の
中
で
簡
単
に
納
得
で
き
る
話
で
は
な
い
。
坐
禅
と

い
う
行
為
が
開
く
次
元
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
の
と
き
の
「
有
時
」
に
お
け
る
「
時
」
は
、
独
特
の
在
り
方
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
（
（3
（

。

存
在
と
時
間
の
一
致
は
日
常
生
活
で
は
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
坐
禅
と
い
う
「
行
為
が
開
く
次
元
」
に
お
い
て
体
験
で
き
る
と
見
な

し
て
い
る
。

  

と
こ
ろ
で
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
を
研
究
し
た
学
者
に
九
鬼
周
造
が
い
る
。

九
鬼
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
著
作
、
と
く
に
『
存
在
と
時
間
』
を
テ
ク
ス
ト
に
沿
っ
て
綿
密
に
理
解
し
、
解
釈
し
た
最
初
の
人
で
あ
る
（
（3
（

。

九
鬼
は
『
時
間
論
』
を
著
し
、
そ
の
冒
頭
で
時
間
は
「
意
志
」
に
属
す
と
述
べ
て
い
る
。

時
間
と
は
何
か
。
時
間
は
意
志
に
属
す
。
私
が
時
間
は
意
志
に
属
す
と
い
う
の
は
、
意
志
が
存
し
な
い
か
ぎ
り
時
間
は
存
在
し
な
い

か
ら
で
あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
に
は
時
間
は
存
し
な
い
。
も
し
そ
れ
ら
に
時
間
が
存
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
意
志
で
あ
る
か
ぎ

り
で
の
意
識
が
そ
れ
ら
に
時
間
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
（
（3
（

。

「
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
に
は
時
間
は
存
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
九
鬼
に
よ
れ
ば
「
も
の
」
に
は
意
志
が
存
在
し
な
い
故
に
時
間
は
存
在

し
な
い
と
い
う
。
道
元
禅
師
の
「
有
時
」
の
「
有
」
の
範
疇
を
探
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
「
仏
性
」
の
問
題
と
も
比
較
さ
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
仏
性
の
範
疇
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
、
仏
性
は
衆
生
に
属
す
か
、
人
間
に
属
す
か
、
狗
子
に
属
す
か
、
山
川
草
木
に
属
す
か
と
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い
う
議
論
が
あ
る
。
同
様
に
、
「
有
」
の
範
疇
は
「
人
間
」
か
、
或
い
は
「
も
の
」
に
ま
で
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
実
存
哲
学
者
に
分
類
さ
れ
る
が
、
実
存
と
は
岩
田
靖
夫
氏
に
よ
れ
ば
、

実
存
と
は
、
宇
宙
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
事
物
、
た
と
え
ば
、
森
や
山
や
石
こ
ろ
の
存
在
を
言
う
の
で
は
な
く
、
た
だ
人
間
の
存

在
を
言
う
。
だ
か
ら
、
実
存
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
人
間
の
存
在
が
な
ん
で
あ
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
人
間
は
自
由
な
個
体
で
あ
り
、
つ
ね
に
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
実
現
す
る
存
在
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
何
を

意
味
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（3
（

。

と
述
べ
、
森
や
山
や
石
こ
ろ
な
ど
の
存
在
で
は
な
く
、
「
人
間
存
在
」
を
指
す
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
天
野
貞
祐
氏
も
人
間
存
在
の
本
質
を
時
間
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

わ
た
く
し
達
は
時
間
の
中
に
生
き
て
い
る
。
時
間
の
中
に
生
れ
時
間
の
中
に
死
ん
で
行
く
。
時
間
が
人
生
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
有

つ
こ
と
は
何
人
と
い
え
ど
も
切
実
に
体
験
し
つ
つ
あ
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
頃
わ
た
く
し
達
の
ひ
ど
く
苦
し
み
つ
つ
あ
る
電
車
の
混
雑

も
結
局
は
一
定
の
時
間
内
に
目
的
地
に
到
着
し
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
時
間
の
束
縛
が
な
け
れ
ば
、
ひ
と
び
と
は
如
何
に
の
ん

び
り
と
し
た
心
も
ち
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
時
間
の
魔
力
は
つ
ね
に
人
間
を
お
び
や
か
し
て
い
る
。
し
か
も
わ
た
く
し

達
の
生
存
を
不
断
に
お
び
や
か
し
つ
つ
あ
る
時
間
そ
の
も
の
が
人
生
の
本
質
な
の
で
あ
る
。
物
質
の
重
さ
や
延
長
性
で
あ
り
、
精
神
の

本
質
が
自
由
だ
と
言
う
な
ら
ば
、
人
間
存
在
の
本
質
は
時
間
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
自
己
が
自
己
の
本
質
に
よ
っ
て
絶
え
ず
さ
い
な

ま
れ
、
お
び
や
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
処
に
人
生
苦
悩
の
源
泉
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
わ
た
く
し
達
は
時
々
刻
々
に
衰
え
つ
つ
あ
る
、
死
に

つ
つ
あ
る
。
こ
の
如
何
と
も
為
し
え
ざ
る
厳
粛
な
事
実
は
ひ
と
を
し
て
時
間
の
も
つ
底
知
れ
ぬ
深
さ
を
思
わ
し
め
る
（
（3
（

。

京
都
大
学
卒
業
の
医
師
日
野
原
重
明
氏
は
、

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
著
書
『
存
在
と
時
間
』
の
中
に
、
「
今
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
こ
の
今
こ
そ
が
、
そ
の

人
の
現
存
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
私
は
そ
の
と
き
、
「
君
た
ち
が
持
っ
て
い
る
『
時
間
』
が
、
き
み
た
ち
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の
『
い
の
ち
』
そ
の
も
の
な
ん
だ
よ
」
と
言
い
ま
す
（
（3
（

。

有
時
の
「
有
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
存
在
で
あ
る
。
そ
の
存
在
と
は
何
か
。
も
の
か
、
人
間
存
在
か
、
仏
か
…
。
学
者
に
よ
り
様
々
な
見

解
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
識
者
が
「
有
」
を
様
々
に
捉
え
て
い
る
が
、
一
致
す
る
点
は
「
有
」
を
「
存
在
」

と
見
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
山
口
瑞
鳳
氏
は
こ
れ
に
異
を
唱
え
て
い
る
。

で
す
か
ら
「
有
時
」
の
「
有
」
を
「
存
在
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
盛
ん
に
「
存
在
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
ど
こ
に
も
言
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
（
（3
（

。

山
口
氏
は
「
有
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

知
覚
に
「
現
成
す
る
」
空
間
的
な
在
り
方
が
「
有
時
」
の
「
有
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
決
し
て
私
ど
も
に
向
き
合
っ

て
い
る
対
象
的
な
変
わ
ら
ぬ
独
立
の
「
存
在
」
が
そ
こ
に
あ
る
と
の
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
基

本
的
な
大
事
さ
え
も
不
注
意
な
ま
ま
に
「
存
在
」
と
い
う
言
葉
で
安
易
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
驚
き
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
（
（3
（

。

さ
ら
に
、
山
口
氏
は
、
時
と
存
在
と
が
一
つ
で
あ
る
と
道
元
禅
師
は
述
べ
て
は
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
「
有
時
」
の
「
時
」
と
、
認
め
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
実
体
と
し
て
の
静
止
的
「
存
在
」
と
が
一
つ
の
も
の
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
ど
こ
に
も
な
い
（
（4
（

。

或
い
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
時
間
は
外
に
存
在
す
る
「
も
の
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
と
無
関
係
に
外
に
時
間
と
い
う
独
立
の
「
も
の
」
が
存
在
す

る
の
を
我
々
が
知
覚
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
（4
（

。

時
間
が
我
々
と
無
関
係
に
外
部
に
独
立
存
在
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
山
口
氏
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
な
ど
の
哲
学
者
と
道
元
禅

師
と
を
軽
率
に
比
較
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
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ベ
ル
グ
ソ
ン
、
カ
ン
ト
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
の
比
較
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
皆
、
言
語
表
現
の
上
で
の
み
も

の
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、
道
元
禅
師
が
考
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
な
経
験
に
先
立
つ
あ
り
方
と
経
験
さ
れ
て
い
る
あ
り
方
と
の

関
連
と
し
て
事
象
を
捉
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
仏
教
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か

を
探
索
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
論
じ
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
（
（4
（

。

ベ
ル
グ
ソ
ン
、
カ
ン
ト
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
な
ど
西
欧
哲
学
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
時
間
論
を
説
く
が
、
そ
れ
は
言
語
表
現
の
上
で
の
み
で
あ

り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
道
元
禅
師
は
経
験
に
先
立
つ
あ
り
方
と
経
験
さ
れ
て
い
る
あ
り
方
と
の
関
連
と
し
て
事
象
を
捉
え
て
い
る
か
ら
相

違
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

時
間
と
自
己
と
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
角
田
泰
隆
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
「
有
時
」
と
い
う
語
は
、
「
あ
る
時
は
」
ど
こ
に
い
て
、
「
あ
る
時
は
」
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
て
、
と
い
う

よ
う
な
、
時
間
の
経
過
の
中
に
お
け
る
一
時
を
言
う
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
一
時
に
お
け
る
存
在
の
仕
方
を
言
う
の
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
私
た
ち
は
過
去
を
振
り
返
っ
て
、
あ
の
と
き
は
北
海
道
に
い
た
と
か
、
あ
の
と
き
は
沖
縄
で
仕
事
を
し
て
い
た
と

か
、
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
あ
あ
、
あ
の
時
は
よ
か
っ
た
」
と
か
「
あ
の
時
は
つ
ら
い
時
期
だ
っ
た
と

か
」
、
そ
の
よ
う
に
思
い
出
し
て
、
「
時
」
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
。
あ
れ
は
十
年
前
の
こ
と
、
あ
れ
か
ら
も
う
十
年

も
経
っ
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
と
思
う
。
し
か
し
、
「
時
」
は
私
か
ら
去
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
く
、
今
に
移
っ
て
き
た
の
で
も
な
く
、

今
の
私
に
す
べ
て
の
「
時
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
過
去
を
思
い
出
し
て
い
る
今
の
私
も
「
時
」
で
あ
り
、
今
の
私
の
中
に
す

べ
て
の
「
時
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
（4
（

。

角
田
氏
は
「
今
の
私
の
中
に
す
べ
て
の
時
が
あ
る
」
と
い
う
。
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
に
お
い
て
も
、

し
か
し
、
「
時
」
は
私
か
ら
去
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
く
、
今
に
移
っ
て
き
た
の
で
も
な
く
、
今
の
私
に
す
べ
て
の
「
時
」
が
あ
る
と
い
う
（
（4
（

。
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と
同
様
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

精
神
科
医
の
木
村
敏
氏
は
、
医
学
の
方
面
か
ら
時
間
と
自
己
を
考
察
し
、

時
間
と
い
う
こ
と
と
自
己
と
い
う
こ
と
と
が
、
本
来
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
一
つ
の
事
態
に
属
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
自

己
が
自
己
自
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
そ
の
人
の
生
き
か
た
に
よ
っ
て
異
な
る
の
に
従
っ
て
、
時
間
の
意
味
も
違
っ
て
く
る

の
に
違
い
な
い
（
（4
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
自
己
と
時
間
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

時
間
が
時
間
と
し
て
流
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
と
、
自
分
が
自
分
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
と
は
、
実
は
同
じ
一
つ
の
こ

と
な
の
だ
と
私
に
明
確
に
意
識
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
（
（4
（

（
後
略
）
、

時
間
が
時
間
と
し
て
流
れ
て
い
る
観
じ
と
、
自
分
が
自
分
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
と
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
病
気
の
た
め

に
こ
の
感
覚
を
失
っ
た
精
神
病
患
者
は
違
っ
た
時
間
感
覚
を
持
つ
と
い
う
。

　

木
村
氏
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
時
間
と
は
、
い
つ
も
な
に
か
を
す
る
た
め
の
時
間
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
「
い
ま
」
と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
い

つ
も
「
い
ま
は
こ
れ
こ
れ
を
す
る
と
き
だ
」
、
「
い
ま
は
ま
だ
い
つ
い
つ
ま
で
も
時
間
が
あ
る
」
な
ど
の
意
味
で
の
い
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
い
ま
は
、
な
に
か
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
そ
の
つ
ど
の
私
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。
な
に
を
す
る
に
も

時
間
を
必
要
と
し
、
時
間
を
見
込
ん
で
い
る
わ
れ
わ
れ
の
現
存
在
自
身
が
、
「
い
ま
」
と
い
う
こ
と
ば
で
自
分
自
身
を
言
い
表
し
て

い
る
の
で
あ
る
（
（4
（

。

自
己
と
時
間
の
一
致
が
示
さ
れ
る
が
、
特
に
、
時
間
の
中
の
「
今
」
と
自
己
（
現
存
在
）
と
が
合
致
す
る
と
い
う
。

　

角
田
氏
は
「
今
の
私
に
す
べ
て
の
「
時
」
が
あ
る
」
と
道
元
禅
師
の
時
間
論
を
表
現
す
る
が
、
九
鬼
は
、
時
間
は
「
脱
自
」
、
「
自
己

の
外
に
あ
る
」
と
い
う
。
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最
近
、
時
間
の
存
在
・
現
象
学
的
（onto-phenom

enologique

）
構
造
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
「
エ
ク
ス
タ
シ
ス
」
（estase

）

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
時
間
は
「
エ
ク
ス
タ
シ
ス
」
、
す
な
わ
ち
「
脱
自
」
（
「
自
己
の
外
に
」
あ
る
こ
と:etre"hors 

de soi"
）
の
三
つ
の
様
態
を
も
つ
。
未
来
、
現
在
、
過
去
が
そ
れ
で
あ
る
。
時
間
の
特
徴
は
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
エ
ク
ス
タ
シ
ス
の

完
全
な
統
一
、
時
間
の
「
エ
ク
ス
タ
シ
ス
的
統
一
」
（son"unite extatique"

）
（
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
存
在
と
時

間
』
、
三
二
九
頁
）
に
存
す
る
。
こ
の
意
味
で
の
エ
ク
ス
タ
シ
ス
は
い
わ
ば
水
平
的
（horizontale

）
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
輪

廻
の
時
間
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
な
お
他
に
垂
直
的
（verticale

）
で
あ
る
よ
う
な
エ
ク
ス
タ
シ
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
各
々
の
現
在
は
、
一
方
に
未
来
に
、
他
方
に
は
過
去
に
、
同
一
の
今
を
無
数
に
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
無
限
に
深
い
厚
み
を

も
っ
た
瞬
間
で
あ
る
（
（4
（

。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
現
存
在
の
本
質
を
「
脱
自
」
と
言
い
、
実
存
と
は
「
脱
自
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
見
解
に
対
す
る
か
は
筆
者

の
理
解
を
超
え
て
い
る
が
、
山
口
氏
は
時
間
は
外
に
存
在
す
る
「
も
の
」
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
時
間
は
外
に
存
在
す
る
「
も
の
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
と
無
関
係
に
外
に
時
間
と
い
う
独
立
の
「
も
の
」
が
存
在
す

る
の
を
我
々
が
知
覚
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
（4
（

。

そ
れ
で
は
ど
こ
に
存
在
す
る
か
と
い
え
ば
、
観
念
と
し
て
仮
説
さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
。

つ
ま
り
、
（
時
間
と
は
）
外
界
に
存
在
す
る
「
も
の
」
で
は
な
く
、
観
念
と
し
て
仮
説
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
（
（5
（

。  

時
間
は
観
念
と
し
て
仮
説
さ
れ
た
も
の
と
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
体
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
「
空
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
観
念
と
し

て
仮
説
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
た
上
で
、
「
尽
有
・
尽
界
あ
り
や
、
な
し
や
」
と
観
想
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
二
　
個
別
的
時
間
の
問
題

　

増
永
氏
が
第
二
に
挙
げ
て
い
る
の
が
「
個
別
的
時
間
の
問
題
」
で
あ
る
。
増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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（
２
）
有
時
は
あ
る
時
と
読
ま
れ
る
や
う
に
、
無
限
連
続
中
の
各
時
間
を
と
ら
へ
て
、
こ
れ
を
た
だ
そ
の
も
の
と
し
て
限
定
し
た
個

別
時
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
時
、
か
の
時
と
は
い
は
れ
る
非
連
続
的
な
時
の
存
在
を
指
す
の
で
あ
る
。
有
時
の
巻
の
冒
頭
に
は
、
藥

山
の
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
高
高
峰
頂
立
も
一
時
、
深
深
海
底
行
も
一
時
、
張
三
李
四
も
一
時
、
大
地
虚
空
も
ま
た
一
時

と
し
て
制
約
さ
れ
た
独
立
無
伴
の
特
殊
的
時
間
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
禅
師
は
前
後
際
断
の
か
か
る
時
を
凡
夫
の
有
時
と
名
づ
け
て
、
さ
ら
に
根
源
的
な
時
に
對
せ
し
め
て
い
る
。
そ

の
特
殊
時
は
あ
た
か
も
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
日
常
性
（Alltäglichkeit

）
に
於
け
る
平
俗
的
時
間
（vulgäre Zeit

）
に
比
較
し
得
る

で
あ
ら
う
。
時
は
去
来
す
る
が
し
か
し
単
な
る
去
来
で
は
な
い
。
有
時
は
た
だ
個
々
の
特
殊
時
だ
け
で
盡
し
難
い
内
容
を
持
っ
て
い

る
。
有
時
を
ひ
と
り
有
る
時
と
解
し
、
去
来
す
る
時
の
一
部
と
見
る
は
凡
夫
の
有
時
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
禅
師
は
、
「
凡
夫
の
有

時
な
る
に
一
任
す
れ
ば
、
菩
提
涅
槃
も
わ
づ
か
に
去
来
の
相
の
み
な
る
有
時
な
り
」
と
い
ふ
。
時
は
無
去
来
の
去
来
で
あ
り
、
去
来

で
し
か
も
無
去
来
の
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
の
で
あ
ら
う
（
（5
（

。

　

増
永
氏
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、
「
有
時
」
巻
の
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。

古
仏
言
、
有
時
高
高
峰
頂
立
、
有
時
深
深
海
底
行
、
有
時
三
頭
八
臂
、
有
時
丈
六
八
尺
、
有
時
拄
杖
払
子
、
有
時
露
柱
燈
籠
、
有
時

張
三
李
四
、
有
時
大
地
虚
空
。                                                                 　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
〇
頁
）

凡
夫
の
有
時
な
る
に
一
任
す
れ
ば
、
菩
提
・
涅
槃
も
わ
づ
か
に
去
来
の
相
の
み
な
る
有
時
な
り
。
お
ほ
よ
そ
、
羅
籠
と
ど
ま
ら
ず
有

時
現
成
な
り
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
三
―
二
四
四
頁
）

　

ま
た
、
増
永
氏
は
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
有
時
と
い
う
の
は
、
あ
る
時
を
指
す
の
で
す
か
ら
、
こ
の
時
、
か
の
時
と
い
う
時
で
す
。
そ
れ
を
特
殊
時
と
申
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
（
（5
（

。
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「
個
別
的
時
間
の
問
題
」
に
お
い
て
は
「
あ
る
時
」
と
呼
ば
れ
る
「
有
時
」
で
あ
り
、
「
特
殊
時
」
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
非
連
続
性
の

特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
前
後
際
断
の
か
か
る
時
を
凡
夫
の
有
時
」
と
み
な
し
、
「
根
源
的
時
間
」
に
対
し
て
「
平
俗
的
時

間
」
と
見
な
し
て
い
る
。
「
根
源
的
時
間
」
に
関
し
て
は
次
項
の
「
根
源
的
時
間
の
問
題
」
に
お
い
て
述
べ
る
。

　

増
永
氏
は
「
個
別
的
時
間
の
問
題
」
に
お
い
て
も
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
比
較
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
も
二
種
の
時
間
を
記
し

て
い
る
。
竹
田
青
嗣
氏
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
時
間
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
こ
う
し
て
、
「
過
去
―
現
在
―
未
来
」
と
い
う
通
俗
的
時
間
概
念
を
実
存
論
的
に
編
み
換
え
る
と
、
「
既
在
―
現
在
（
現

成
化
）
―
到
来
」
と
い
う
概
念
に
な
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
い
方
で
は
、
「
時
間
」
と
は
存
在
者
で
は
な
い
。
つ
ま
り
客
観
的
な
事

物
で
は
な
い
。
そ
れ
は
紐
や
羊
羹
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
〝
流
れ
〟
の
よ
う
な
も
の
だ
と
も
言
え
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
時

熟
す
る
（sich zeitigen

）
の
で
あ
る
（
（5
（

。

こ
こ
に
「
時
熟
す
る
」
と
あ
る
が
、
仏
教
用
語
に
も
「
純
熟
」
「
成
熟
」
「
成
熟
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
多
く
は
善
根
が
熟
し
て
い
く
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
も
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
は
、
か
な
ら
ず
出
家
の
即
日
に
成
熟
す
る
な
り
」
（
「
出
家
功
徳
」
二

巻
二
七
九
頁
）
と
示
し
、
出
家
し
た
そ
の
日
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
が
成
熟
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
世
に
積
ん
だ
善
根

功
徳
が
熟
し
た
故
に
現
世
で
出
家
が
叶
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
時
が
熟
し
た
と
言
っ
て
よ
い
（
（5
（

。
こ
れ
は
時
節
と
も
絡
ん
で

く
る
が
次
章
に
譲
る
。

　

「
有
時
」
の
巻
以
外
に
お
け
る
「
有
時
」
の
語
句
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
列
挙
す
る
。
「
有
時
」
の
巻
で
は
多
く
見
出
さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
『
正
法
眼
蔵
』
、
或
い
は
『
永
平
広
録
』
に
お
い
て
多
く
は
見
出
さ
れ
な
い
。

１
266
上
堂
。
永
平
有
時
入
理
深
談
、
只
要
諸
人
田
地
穏
密
。
永
平
有
時
門
庭
施
設
、
只
要
諸
人
神
通
遊
戯
。
永
平
有
時
奔
逸
絶
塵
、
只

要
諸
人
身
心
脱
落
。
永
平
有
時
入
自
受
用
三
昧
、
只
要
諸
人
信
手
拈
得
。
忽
有
人
出
来
、
向
山
僧
道
、
向
上
又
作
麼
生
。
但
向
伊
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道
、
暁
風
摩
洗
昏
煙
浄
、
隠
隠
青
山
一
線
通
。                         　
　
　

  　

                

『
永
平
広
録
』
第
四
（
三
巻
一
七
八
頁
）

２
370
上
堂
。
挙
。
南
泉
有
時
示
衆
云
、
江
西
馬
祖
道
、
即
心
即
仏
。
王
老
師
不
恁
麼
道
。
不
是
心
、
不
是
物
、
不
是
仏
。
恁
麼
道
還
有

過
麼
。
趙
州
礼
拝
而
出
。
時
有
僧
、
随
問
趙
州
云
、
上
座
礼
拝
了
便
出
。
意
作
麼
生
。
趙
州
云
、
汝
却
問
取
和
尚
。

                                     　
　
　
　

    

『
永
平
広
録
』
第
五
（
三
巻
二
三
六
頁
）

３
150
江
西
大
寂
禅
師
、
示
薬
山
云
、
我
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
不
教
伊
揚
眉
瞬
目
。
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
者
是
、
有
時
教
伊
揚
眉

瞬
目
者
不
是
。
薬
山
忽
然
大
悟
。　
　
　
　
　

                                        　

 　

 　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
中
（
五
巻
二
〇
四
頁
）

４
こ
の
道
理
を
到
来
せ
し
め
て
、
春
秋
を
は
か
り
し
る
べ
し
。
た
だ
春
秋
に
華
果
あ
る
に
あ
ら
ず
、
有
時
か
な
ら
ず
華
果
あ
る
な
り
。

華
果
と
も
に
時
節
を
保
任
せ
り
、
時
節
と
も
に
華
果
を
保
任
せ
り
。
こ
の
ゆ
え
に
、
百
草
み
な
華
果
あ
り
、
諸
樹
み
な
華
果
あ
り
。

金
・
銀
・
銅
・
鐵
・
珊
瑚
・
頗
梨
樹
等
、
み
な
華
果
あ
り
。
地
・
水
・
火
・
風
・
空
樹
、
み
な
華
果
あ
り
。
人
樹
に
華
あ
り
、
人
華

に
華
あ
り
、
枯
木
に
華
あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
空
華
」
（
一
巻
一
二
八
頁
）

５
い
は
ゆ
る
運
水
と
は
、
水
を
運
載
し
き
た
る
な
り
。
自
作
自
為
あ
り
、
他
作
教
他
あ
り
て
水
を
運
載
せ
し
む
。
こ
れ
す
な
は
ち
神
通

仏
な
り
。
し
る
こ
と
は
有
時
な
り
と
い
へ
ど
も
、
神
通
は
こ
れ
神
通
な
り
。
人
の
し
ら
ざ
る
に
は
、
そ
の
法
の
廃
す
る
に
あ
ら
ず
、

そ
の
法
の
滅
す
る
に
あ
ら
ず
。
人
は
し
ら
ざ
れ
ど
も
、
法
は
法
爾
な
り
。　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
神
通
」
（
一
巻
三
九
五
頁
）           
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６
し
か
あ
れ
ば
、
乃
能
究
尽
の
正
当
恁
麼
時
と
、
乃
能
知
是
の
正
当
恁
麼
時
と
、
お
な
じ
く
こ
れ
面
面
の
有
時
な
り
。
我
も
し
十
方
仏

に
同
異
せ
ば
、
い
か
で
か
及
十
方
仏
の
道
取
を
現
成
せ
し
め
ん
。
遮
頭
に
十
方
な
き
が
ゆ
え
に
、
十
方
は
遮
頭
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
諸
法
実
相
」
（
一
巻
四
六
〇
頁
）

７
無
上
菩
提
の
人
に
て
有
を
り
、
是
を
仏
と
云
ふ
。
仏
の
無
上
菩
提
に
て
あ
る
と
き
、
是
を
無
上
菩
提
と
云
ふ
。
こ
の
道
に
有
時
の
面

目
、
し
ら
ざ
ら
ん
は
お
ろ
か
な
り
ぬ
べ
し
。
い
は
ゆ
る
其
の
面
目
は
、
不
染
汚
な
り
。
不
染
汚
と
は
、
趣
向
な
く
、
取
舎
な
か
ら
ん

と
、
し
ひ
て
い
と
な
み
、
趣
向
に
あ
ら
ざ
ら
ん
処
、
つ
く
ろ
ひ
す
る
に
は
あ
ら
ず
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
唯
仏
与
仏
」
（
二
巻
五
二
〇
頁
）

８
龍
牙
山
道
和
尚
い
は
く
、
無
中
得
悟
。

こ
の
道
よ
く
よ
く
七
通
八
達
あ
る
べ
し
。
無
中
の
道
取
す
る
、
む
し
ろ
、
こ
こ
ろ
な
か
ら
む
や
。
宗
旨
〈
あ
〉
る
べ
く
は
、
道
声
現

ず
べ
し
。
無
中
は
、
無
内
に
あ
ら
ず
、
無
外
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
中
、
か
な
ら
ず
し
も
当
な
ら
む
や
、
中
、
か
な
ら
ず
し
も
心
な
ら

む
や
。
三
際
、
断
ず
べ
し
、
万
根
、
枝
す
べ
し
。
こ
れ
を
、
偏
正
に
旋
拳
す
る
こ
と
な
か
れ
、
こ
れ
を
、
辺
表
に
錯
認
す
る
こ
と
な

か
れ
。
未
至
な
る
に
よ
り
て
無
と
い
ふ
、
と
い
は
ざ
る
、
無
遺
な
る
を
無
と
い
ふ
、
と
い
は
ざ
れ
。
万
根
、
と
も
に
抜
群
す
る
こ
と

あ
ら
ば
、
彼
彼
の
無
、
す
な
は
ち
待
悟
な
る
べ
し
、
三
際
、
を
な
じ
く
坐
断
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
此
此
の
無
、
ま
さ
に
得
な
る
べ

し
。
有
時
と
ま
〈
た
〉
ず
、
有
形
と
ま
た
ず
、
有
縁
と
い
は
ず
、
有
地
と
い
は
ず
、
有
始
と
い
は
ず
、
有
来
と
い
は
ず
、
有
変
・
有

化
と
い
は
ず
、
有
成
・
有
見
と
い
は
ず
。
た
だ
無
中
得
悟
と
い
え
る
が
ゆ
へ
に
、
仙
家
歩
暦
は
、
俗
塵
に
混
ぜ
ず
、
仏
道
の
得
悟
、
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こ
れ
無
中
な
る
の
み
な
り
。      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　

   

「
大
悟
」
『
正
法
眼
蔵
』
（
二
巻
六
〇
三
―
六
〇
四
頁
）

右
記
に
示
し
た
「
有
時
」
は
「
有
る
時
」
と
し
て
個
別
的
時
間
の
問
題
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
３
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
中
の

話
は
、
「
有
時
」
の
巻
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
１
の
『
永
平
広
録
』
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
三
　
根
源
的
時
間
の
問
題

　

第
三
に
増
永
氏
が
挙
げ
て
い
る
の
が
「
根
源
的
時
間
の
問
題
」
で
あ
る
。
増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
有
時
は
あ
た
か
も
仏
性
が
一
切
存
在
の
根
拠
で
あ
る
如
く
、
一
切
個
別
時
の
本
源
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
高
峰
と
し
て
、

深
海
と
し
て
、
及
至
大
地
虚
空
と
し
て
、
不
断
に
自
己
自
身
を
現
し
な
が
ら
、
な
お
ほ
も
常
に
そ
の
根
底
に
あ
っ
て
、
か
く
あ
ら
し

め
る
根
源
的
時
間
（ursprungliche Zeit

）
で
あ
る
。
そ
れ
は
超
時
間
で
あ
っ
て
、
時
間
は
こ
こ
か
ら
出
て
、
ま
た
再
び
こ
こ
へ

帰
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
禅
師
は
「
お
ほ
よ
そ
羅
籠
と
ど
ま
ら
ず
有
時
現
成
な
り
。
い
ま
右
界
に
現
成
し
、
左
方
に
現
成
す
る
天
王

天
衆
い
ま
も
わ
が
尽
力
す
る
有
時
な
り
。
そ
の
余
外
に
あ
る
水
陸
の
衆
有
時
こ
れ
わ
が
い
ま
尽
力
し
て
現
成
す
る
な
り
。
冥
陽
に
有

時
な
る
諸
類
諸
頭
み
な
わ
が
尽
力
現
成
な
り
。
尽
力
経
歴
な
り
。
わ
が
い
ま
尽
力
経
歴
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
法
一
物
も
現
成
す
る
こ

と
な
し
」
と
い
ふ
。

　

一
法
一
物
と
い
へ
ど
も
、
有
時
の
現
成
で
な
い
も
の
は
全
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
根
源
的
時
間
は
時
間
で
あ
っ
て
、
し
か
も
時
間

を
超
え
た
高
次
の
時
間
で
あ
る
。
個
別
時
と
し
て
限
定
さ
れ
た
も
の
が
、
却
っ
て
根
源
的
時
間
で
あ
る
と
説
く
と
こ
ろ
、
ま
さ
に
ハ

イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
に
相
ひ
連
る
で
あ
ら
う
（
（5
（

。

　

増
永
氏
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、
「
有
時
」
巻
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。

お
ほ
よ
そ
、
羅
籠
と
ど
ま
ら
ず
有
時
現
成
な
り
。
い
ま
右
界
に
現
成
し
、
左
方
に
現
成
す
る
天
王
天
衆
、
い
ま
も
わ
が
尽
力
す
る
有
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時
な
り
。
そ
の
余
外
に
あ
る
水
陸
の
衆
有
時
、
こ
れ
わ
が
い
ま
尽
力
し
て
現
成
す
る
な
り
。
冥
陽
に
有
時
な
る
諸
類
・
諸
頭
、
み
な

わ
が
尽
力
現
成
な
り
、
尽
力
経
歴
な
り
。
わ
が
い
ま
尽
力
経
歴
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
法
・
一
物
も
現
成
す
る
こ
と
な
し
、
経
歴
す
る

こ
と
な
し
、
と
参
学
す
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
四
頁
）

ま
た
、
増
永
氏
は
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
時
を
た
ら
し
め
る
根
源
的
な
時
が
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
そ
れ
を
、ursprüngliche Zeit

と
い
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
が
根
源
的
な
時
で
あ
り
ま
す
（
（5
（

。

増
永
氏
は
右
記
に
お
い
て
も
「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
に
相
ひ
連
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
岩
田
靖
夫
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
平
均
的
日
常

性
」
を
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
種
の
人
間
は
好
奇
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
流
行
に
敏
感
で
、
い
つ
も
噂
話
を
追
い
か
け
、
「
ひ
と
」
と
同
じ
よ
う
に
考
え
生
き
る

こ
と
を
喜
び
と
し
て
い
る
よ
う
な
人
間
で
あ
る
。
こ
の
種
の
人
間
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
頽
落
し
た
人
間
」
と
名
づ
け
、
私
た
ち
は
だ

い
た
い
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
は
、
自
己
自
身
、
本
来
の
自
己
（eigentliches Selbst

）
を
忘
れ

た
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
来
的
自
己
を
通
し
て
の
み
接
近
で
き
る
「
存
在
」
へ
の
通
路
を
失
っ
た
「
存
在
忘
却
」
の
日
常

的
な
姿
だ
、
と
考
え
て
い
る
（
（5
（

。

同
様
に
、
竹
田
氏
も
「
本
来
的
な
あ
り
方
」
は
、
「
世
人
」
「
ふ
つ
う
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
世
人
で
あ
る
こ
と
」
、
ふ
つ
う
の
人
間
と
し
て
日
常
的
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
本
来
的
な
」
存
在
仕
方
か
ら
何
ら
か

の
理
由
で
「
頽
落
」
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
ま
た
、
ひ
と
は
何
ら
か
の
方
法
で
「
本
来
的
な
」
存
在
仕
方
を
奪
い
返

す
方
途
が
あ
る
は
ず
だ
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
そ
う
主
張
す
る
の
だ
（
（5
（

。

一
般
的
で
は
「
本
来
的
な
」
も
の
を
把
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
「
本
来
の
自
己
」
を
見
出
す
と
い
う
禅
の
態
度
と
も
共
通
し
よ

う
。
そ
れ
で
は
「
本
来
的
な
」
も
の
と
は
何
か
。
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「
生
」
の
「
本
質
」
と
は
、
非
常
に
高
い
知
力
や
徳
や
理
性
を
も
っ
た
人
間
に
し
て
よ
う
や
く
そ
れ
に
到
達
し
う
る
よ
う
な
真
理
や

悟
り
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ご
く
普
通
の
ひ
と
が
、
普
通
の
生
活
の
中
で
経
験
し
て
い
る
「
当
の
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
し
た
が
っ
て
肝
心
な
の
は
、
そ
の
平
均
的
了
解
（
多
く
の
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
生
が
何
か
」
に
つ
い
て
の
漠
然
と
し
た
知
）

を
適
切
に
鍛
え
上
げ
て
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
の
共
通
了
解
の
土
俵
に
な
り
う
る
よ
う
な
「
言
葉
」
に
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
（
（5
（

。

本
来
の
生
き
方
を
追
求
で
き
る
者
は
、
知
力
や
徳
や
理
性
が
高
い
者
で
は
な
く
ご
く
普
通
の
人
が
普
通
の
生
活
の
中
で
経
験
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
禅
の
「
利
鈍
賢
愚
を
論
ぜ
ず
」
と
い
う
こ
と
と
通
ず
る
。

つ
ま
り
そ
れ
は
、
人
間
は
つ
ね
に
、
「
自
分
が
ど
う
い
う
存
在
で
あ
る
か
（
あ
っ
た
か
）
」
（
被
投
性
）
か
ら
、
「
自
分
は
ど
う
い

う
存
在
で
あ
り
う
る
か
」
（
＝
企
投
）
へ
と
め
が
け
つ
つ
生
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
人
間

存
在
が
「
時
間
的
」
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
上
な
く
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
（
（6
（

。

「
自
分
は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
り
う
る
か
」
へ
と
め
が
け
て
生
き
て
行
く
こ
と
が
本
来
的
な
生
き
方
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
人
間
存
在
が

「
時
間
的
」
存
在
で
あ
る
と
い
う
。

　

賴
住
氏
は
道
元
禅
師
の
時
間
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。　
　
　

こ
こ
で
道
元
は
、
日
常
世
界
に
お
け
る
時
間
観
と
、
仏
道
上
の
そ
れ
と
を
対
比
的
に
打
ち
出
し
て
き
て
い
る
。
日
常
世
界
に
お
い
て

は
、
時
は
流
れ
去
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
道
に
お
い
て
は
、
時
は
存
在
で
あ
る
と
い
う
の
だ
（
（6
（

。

日
常
世
界
に
お
け
る
時
間
と
仏
道
に
お
け
る
時
間
と
の
二
種
の
時
間
の
流
れ
を
設
定
し
、
仏
道
に
お
い
て
は
時
と
存
在
が
イ
コ
ー
ル
で
あ

る
と
解
説
し
て
い
る
。

　

八
木
氏
は
、

日
常
茶
飯
事
と
い
う
。
あ
り
ふ
れ
て
い
て
慣
れ
て
し
ま
い
、
何
の
感
動
も
わ
か
な
い
よ
う
な
日
常
の
事
柄
に
つ
い
て
も
、
実
は
そ
れ
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は
常
に
新
し
く
根
源
的
に
体
験
出
来
る
筈
な
の
で
あ
る
。
慣
れ
や
飽
き
に
お
い
て
は
、
時
間
は
連
続
す
る
線
に
化
し
て
い
る
。
し
か

し
本
来
的
実
存
に
お
い
て
は
、
時
間
は
常
に
自
己
自
身
を
止
揚
し
て
新
し
い
も
の
、
そ
こ
で
常
に
根
源
的
な
生
が
可
能
な
も
の
な
の

だ
。
そ
う
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
創
造
的
で
あ
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
久
松
真
一
氏
は
「
無
相
の
自
己
」
の
創
造
的
性
格
を
説
く

の
で
あ
る
（
（6
（

。

と
述
べ
て
、
日
常
茶
飯
の
時
間
と
本
来
的
実
存
に
お
け
る
時
間
と
に
分
け
て
い
る
。

　

木
村
氏
は
、

健
康
な
人
で
も
、
例
え
ば
深
い
宗
教
体
験
や
美
の
体
験
に
際
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
に
自
己
存
在
の
根
底
か
ら
の
変
化
に
出
会
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
ず
時
間
体
験
の
激
し
い
変
化
が
伴
っ
て
い
る
。
そ
の
実
例
は
古
来
の
宗
教
家
や

芸
術
家
が
書
き
遺
し
た
も
の
の
中
か
ら
無
数
に
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
（6
（

。

日
常
平
生
の
時
間
と
宗
教
体
験
な
ど
の
非
日
常
の
時
間
が
あ
る
と
い
う
。

　

そ
れ
で
は
、
道
元
禅
師
は
時
間
を
二
種
に
分
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
有
時
」
の
巻
に
は
、
「
仏
法
を
な
ら
は
ざ
る
凡
夫
の
時
節

に
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
法
を
習
わ
な
い
凡
夫
の
時
間
と
仏
法
を
修
習
す
る
仏
の
時
間
と
を
設
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関

し
て
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
時
節
」
の
語
句
を
手
が
か
り
と
し
て
見
て
み
た
い
。
有
名
な
「
現
成
公
案
」
の
一
節
に
、

諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
、
す
な
は
ち
迷
悟
あ
り
、
修
行
あ
り
、
生
あ
り
、
死
あ
り
、
諸
仏
あ
り
、
衆
生
あ
り
。
万
法
と
も
に
わ
れ
に

あ
ら
ざ
る
時
節
、
ま
ど
ひ
な
く
、
さ
と
り
な
く
、
諸
仏
な
く
、
衆
生
な
く
、
生
な
く
、
滅
な
し
。   　
　

              

『
正
法
眼
蔵
』
「
現
成
公
案
」
（
一
巻
二
頁
）

と
あ
っ
て
、
二
つ
の
時
節
に
分
け
て
い
る
。
「
仏
法
の
時
節
」
と
「
万
法
と
も
に
わ
れ
に
あ
ら
ざ
る
時
節
」
と
で
あ
る
。

い
ま
の
な
ん
ぢ
、
い
ま
の
わ
れ
、
尽
十
方
界
真
実
人
体
な
る
人
な
り
。
こ
れ
ら
を
蹉
過
す
る
こ
と
な
く
学
道
す
る
な
り
。
た
と
ひ
三

大
阿
僧
祇
劫
、
十
三
大
阿
僧
祇
劫
、
無
量
阿
僧
祇
劫
ま
で
も
、
捨
身
・
受
身
し
も
て
ゆ
く
、
か
な
ら
ず
学
道
の
時
節
な
る
、
進
歩
退
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歩
学
道
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                        

『
正
法
眼
蔵
』
「
身
心
学
道
」
（
一
巻
五
一
頁
）

右
記
に
は
「
学
道
の
時
節
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
正
当
恁
麼
時
は
、
舟
の
世
界
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
天
も
水
も
岸
も
、
み
な
舟
の
時
節
と
な
れ
り
、
さ
ら
に
舟
に
あ
ら
ざ
る

時
節
と
お
な
じ
か
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
（
一
巻
二
六
〇
頁
）

世
間
に
て
山
を
の
ぞ
む
時
節
と
、
山
中
に
て
山
に
あ
ふ
時
節
と
、
頂
寧頁
・
眼
睛
、
は
る
か
に
こ
と
な
り
。
不
流
の
憶
想
、
お
よ
び
不

流
の
知
見
も
、
龍
魚
の
知
見
と
一
斉
な
る
べ
か
ら
ず
。
人
天
の
、
自
界
に
と
こ
ろ
を
う
る
、
他
類
こ
れ
を
疑
著
し
、
あ
る
ひ
は
疑
著

に
お
よ
ば
ず
。　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
山
水
経
」
（
一
巻
三
二
五
頁
）

右
記
に
は
「
世
間
に
て
山
を
の
ぞ
む
時
節
」
と
「
山
中
に
て
山
に
あ
ふ
時
節
」
と
は
異
な
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
山
中
に
て
山
に
あ
ふ

時
節
」
と
は
修
行
の
時
間
、
本
当
の
時
間
で
あ
ろ
う
。

　

と
ふ
て
い
は
く
、
わ
が
朝
の
先
代
に
、
教
を
ひ
ろ
め
し
諸
師
、
と
も
に
こ
れ
入
唐
伝
法
せ
し
と
き
、
な
ん
ぞ
こ
の
む
ね
を
さ
し
お

き
て
、
た
だ
教
を
の
み
つ
た
へ
し
。

　

し
め
し
て
い
は
く
、
む
か
し
の
人
師
、
こ
の
法
を
つ
た
へ
ざ
り
し
こ
と
は
、
時
節
の
い
ま
だ
い
た
ら
ざ
り
し
ゆ
え
な
り
。　
　
　

　
　

             

『
正
法
眼
蔵
』
「
辨
道
話
」
（
二
巻
四
七
一
頁
）

右
記
に
は
、
「
時
節
が
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
時
節
が
至
ら
な
い
と
は
因
が
熟
し
て
い
な
い
と
読
み
か
え
ら
れ

よ
う
。
当
時
は
ま
だ
熟
し
て
い
な
か
っ
た
が
今
は
熟
し
た
。
そ
れ
故
「
正
伝
の
仏
法
」
が
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
と
。

　
　
　
四
　
連
続
的
時
間
の
問
題

　

増
永
氏
が
第
四
に
挙
げ
て
い
る
の
が
「
連
続
的
時
間
の
問
題
」
で
あ
る
。
増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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（
４
）
独
立
無
伴
の
非
連
続
的
な
有
時
を
自
己
の
内
に
統
一
し
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
経
歴
の
概
念
と
な
る
。
け
だ
し
、
経
歴

と
は
時
の
経
過
で
あ
っ
て
、
時
間
に
於
け
る
連
続
の
原
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
は
ち
後
あ
り
先
あ
り
、
互
い
に
連
な
り
な

が
ら
、
時
の
経
過
を
示
し
来
る
の
で
あ
る
。
禅
師
は
こ
れ
を
「
要
を
と
り
て
い
は
ば
、
尽
界
に
あ
ら
ゆ
る
尽
有
は
つ
ら
な
り
な
が
ら

時
時
な
り
。
有
時
な
る
に
よ
り
て
吾
有
時
な
り
。
有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
、
い
は
ゆ
る
今
日
よ
り
明
日
へ
経
歴
す
」
と
い
っ
て
い

る
。

　

時
間
は
刹
那
刹
那
に
変
滅
離
盡
し
て
、
無
間
断
に
連
続
す
る
。
時
は
経
歴
す
る
こ
と
に
於
て
時
で
あ
る
。
か
う
し
た
時
の
連
続
性

は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
純
粋
持
続
（D

ureé pure

）
や
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
時
の
持
続
（die dauer, das W

ähren der Zeit

）
の
思
想

に
比
較
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
か
ら
そ
の
時
ま
で
（vom

 Jetzt bis zum
 D

ann

）
と
い
は
れ
る
や
う
な
時
間
の
推
移
性
格

（Ü
bergangscharakter

）
で
あ
る
（
（6
（

。

　

増
永
氏
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、
「
有
時
」
巻
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。

要
を
と
り
て
い
は
ば
、
尽
界
に
あ
ら
ゆ
る
尽
有
は
、
つ
ら
な
り
な
が
ら
時
時
な
り
、
有
時
な
る
に
よ
り
て
吾
有
時
な
り
。
有
時
に
経

歴
の
功
徳
あ
り
、
い
は
ゆ
る
、
今
日
よ
り
明
日
へ
経
歴
す
、
今
日
よ
り
昨
日
に
経
歴
す
、
昨
日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
、
今
日
よ
り
今

日
に
経
歴
す
、
明
日
よ
り
明
日
に
経
歴
す
、
経
歴
は
、
そ
れ
時
の
功
徳
な
る
が
ゆ
え
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
二
頁
）

　

ま
た
、
増
永
氏
は
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

経
歴
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
時
が
経
歴
す
る
の
だ
か
ら
、
経
歴
は
す
な
わ
ち
連
続
、
機
能
の
原
理
と
な
り
ま
す
（
（6
（

。

「
連
続
的
時
間
の
問
題
」
で
は
「
経
歴
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
「
時
間
に
於
け
る
連
続
の
原
理
」
を
表
す
面
で
あ
る
。
ま
た
、
道
元
禅
師

の
時
間
論
を
ベ
ル
グ
ソ
ン
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
と
比
較
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

角
田
氏
は
「
経
歴
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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そ
の
時
、
そ
の
時
の
在
り
方
を
「
経
歴
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
昨
日
か
ら
今
日
へ
、
今
日
か
ら
明
日
へ
の
時

の
経
過
で
は
な
い
か
ら
、
昨
日
の
「
経
歴
」
（
在
り
方
）
が
あ
り
今
日
の
「
経
歴
」
（
在
り
方
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
々
仏

道
と
い
う
同
様
の
在
り
方
を
行
じ
て
い
る
修
行
者
に
と
っ
て
は
、
「
今
日
よ
り
昨
日
に
経
歴
す
」
と
う
前
述
の
言
い
方
も
あ
り
得
る

の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
の
い
う
「
時
」
は
、
い
わ
ゆ
る
時
間
の
経
過
で
は
な
く
、
「
有
」
（
存
在
）
で
あ
り
「
経
歴
」
（
在
り
方
）

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
（
（6
（

。

角
田
氏
は
経
歴
を
「
在
り
方
」
と
訳
し
て
い
る
。

　

木
村
氏
は
「
経
歴
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
経
歴
」
は
、
「
而
今
」
（
今
）
に
お
け
る
頭
の
な
か
で
の
で
き
事
（
空
間
的
認
識
が
よ
ぎ
る
こ
と
）
の
つ
ら
な
り

を
い
う
の
で
あ
り
、
「
有
時
」
と
と
も
に
、
連
続
す
る
「
今
、
今
の
時
間
論
」
を
構
成
す
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
わ
け
で
す
（
（6
（

。

木
村
氏
は
経
歴
を
「
今
に
お
け
る
頭
の
な
か
で
の
で
き
事
の
つ
ら
な
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
村
氏
は
「
有
時
」
に
関
し
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
時
間
が
あ
る
か
ら
物
が
見
え
る
（
空
間
的
認
識
が
成
立
す
る
）
の
で
あ
る
し
、
物
が
見
え
る
（
空
間
的
認
識
が
成
立
す

る
）
た
め
に
は
時
間
が
必
要
で
す
。
こ
の
空
間
的
認
識
と
時
間
と
の
関
係
を
道
元
禅
師
は
「
有
時
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
「
有
時
は
、
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
（6
（

。

ま
た
、
「
有
時
」
と
は
「
あ
る
時
点
の
空
間
的
認
識
」
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

玄
侑
宗
久
氏
は
「
有
時
」
の
巻
の
、
「
排
列
」
、
「
経
歴
」
に
つ
い
て
、

道
元
禅
師
は
そ
の
大
著
『
正
法
眼
蔵
』
の
「
有
時
」
の
な
か
で
、
い
や
し
く
も
仏
道
を
志
し
た
な
ら
、
時
間
が
過
去
か
ら
現
在
、
現
在

か
ら
未
来
へ
す
ん
な
り
流
れ
て
い
る
な
ど
と
は
考
え
る
べ
き
で
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
我
々
は

常
に
瞬
間
に
生
き
て
い
る
。
い
や
、
瞬
間
に
し
か
生
き
て
お
ら
ず
、
し
か
も
無
数
の
瞬
間
ど
う
し
に
は
本
来
一
貫
性
な
ど
な
い
の
だ
。
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し
か
し
そ
の
無
数
の
瞬
間
を
、
瞬
時
に
「
排
列
」
し
た
り
「
経
歴
」
し
た
り
し
て
我
々
は
時
間
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
（6
（

。

と
述
べ
て
、
我
々
は
無
数
の
瞬
間
を
そ
の
都
度
「
排
列
」
し
た
り
「
経
歴
」
し
た
り
し
て
時
間
を
作
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
経
験
的
な
時
間
と
先
験
的
な
時
間
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
山
口
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
つ
は
「
有
時
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
経
験
的
な
「
刹
那
滅
」
的
な
時
間
論
で
あ
り
、
他
は
「
経
歴
の
功
徳
」
と
さ
れ
る
、
い
わ
ば

先
験
的
な
時
間
論
で
あ
り
ま
す
（
（7
（

。

山
口
氏
に
よ
れ
ば
、
道
元
禅
師
の
時
間
論
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
経
験
的
と
先
験
的
な
二
種
の
時
間
の
の
区
別
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
。
「
経
歴
」
は
先
験
的
な
時
間
に
分
類
さ
れ
る
。
山
口
氏
は
、

ひ
と
つ
は
「
知
覚
の
た
め
の
時
間
」
で
あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
は
「
知
覚
の
先
験
的
な
素
因
と
共
な
る
時
間
」
な
の
で
す
。
こ
れ
を
知

ら
な
い
方
の
場
合
、
「
先
験
」
と
「
経
験
」
の
二
種
の
時
間
の
関
係
に
話
が
及
ぶ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
す
（
（7
（

。

と
述
べ
て
、
経
験
に
先
立
つ
あ
り
方
で
あ
る
「
先
験
」
と
「
経
験
」
と
の
二
種
の
時
間
の
区
別
が
道
元
禅
師
の
時
間
論
理
解
に
は
不
可
欠

で
あ
る
と
す
る
。
山
口
氏
は
先
験
的
な
経
過
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
先
験
的
な
経
過
が
知
覚
の
捉
え
る
現
象
世
界
の
全
て
の
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
尽
界
は
不
動
転
な
る
に
あ
ら
ず
、

不
進
退
な
る
に
あ
ら
ず
、
経
歴
な
り
」
（
「
有
時
」
）
と
述
べ
、
「
素
因
」
の
「
経
歴
」
が
持
つ
非
空
間
的
な
意
義
を
表
わ
す
た
め

に
こ
と
さ
ら
否
定
形
を
重
ね
た
表
現
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
（7
（

。

さ
ら
に
山
口
氏
は
、

こ
の
よ
う
に
我
々
の
知
覚
の
原
因
に
な
る
も
の
は
、
我
々
の
外
に
あ
る
「
有
為
法
」
の
よ
う
な
静
止
的
な
対
境
で
は
な
く
、
本
来
的

な
「
勝
義
」
の
時
間
で
は
把
握
さ
れ
な
い
「
素
因
」
の
経
過
で
あ
り
、
禅
師
の
言
う
よ
う
に
、
「
外
物
な
き
経
歴
」
に
な
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
「
虚
無
」
で
は
な
い
そ
の
「
経
歴
」
は
「
有
時
」
が
本
来
持
っ
て
い
る
「
功
徳
」
、
つ
ま
り
「
有
時
」
を
成
立
さ
せ

る
能
力
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
（
（7
（

。
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と
述
べ
、
「
素
因
」
の
経
過
が
「
外
物
な
き
経
歴
」
に
な
り
、
そ
れ
は
有
時
を
成
立
さ
せ
る
能
力
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

本
来
的
な
「
勝
義
」
の
時
間
で
は
把
握
さ
れ
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　

三
省
堂
『
大
辞
林
』
の
「
経
歴
」
の
項
に
次
の
四
つ
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
。

  

【
経
歴
】

①  

そ
の
時
ま
で
に
し
て
き
た
事
柄
。
特
に
、
学
業
・
職
業
・
地
位
な
ど
に
関
す
る
事
柄
。
履
歴
。
②  

実
際
に
見
聞
す
る
こ
と
。
体

　
　

験
す
る
こ
と
。

③  

歳
月
が
過
ぎ
て
行
く
こ
と
。 

④  

め
ぐ
り
歩
く
こ
と
。 

  

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
巻
以
外
の
経
歴
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
右
記
の
意
味
の
ど
れ
に
当
て
該
当
す
る
か
番
号
を
付
し

た
。
確
定
が
難
し
い
箇
所
、
複
数
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
の
で
便
宜
的
に
記
し
た
。

１  

③371
上
堂
。
挙
。
三
祖
大
師
信
心
銘
曰
、
至
道
無
難
、
唯
嫌
揀
択
。
大
衆
還
曾
学
三
祖
意
旨
麼
。
且
道
、
作
麼
生
是
三
祖
意
旨
。
経
歴

三
祇
劫
必
至
、
経
歴
無
量
劫
必
至
、
不
起
即
座
必
至
、
不
起
一
念
必
至
。
故
云
至
道
無
難
也
。
唯
嫌
揀
択
者
、
如
金
翅
鳥
王
非
龍
不

食
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
永
平
広
録
』
第
五
（
三
巻
二
三
六
頁
）

２  

④498
上
堂
。
行
解
倶
備
方
曰
祖
師
。
謂
其
行
者
、
謂
祖
宗
之
密
行
也
。
謂
其
解
者
、
謂
祖
宗
之
解
会
也
。
仏
祖
之
行
解
、
解
可
解
、
行

可
行
而
已
。
其
行
之
初
者
、
割
愛
無
所
親
、
棄
恩
入
無
為
也
。
不
経
歴
聚
落
、
不
親
近
国
王
、
入
山
求
道
也
。
古
来
慕
道
之
士
、
皆

入
深
山
閑
居
寂
静
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  　

    　
　
　

    

『
永
平
広
録
』
第
七
（
四
巻
八
二
頁
）
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３  
③仏

縛
と
い
ふ
は
、
菩
提
を
菩
提
と
知
見
解
会
す
る
、
即
知
見
、
即
解
会
に
即
縛
せ
ら
れ
ぬ
る
な
り
。
一
念
を
経
歴
す
る
に
、
な
ほ
い

ま
だ
解
脱
の
期
を
期
せ
ず
、
い
た
づ
ら
に
錯
解
す
。
菩
提
を
す
な
は
ち
菩
提
な
り
と
見
解
せ
ん
、
こ
れ
菩
提
相
応
の
知
見
な
る
べ

し
、
た
れ
か
こ
れ
を
邪
見
と
い
は
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
仏
威
儀
」
（
一
巻
五
九
―
六
〇
頁
）

４  

④あ
は
れ
む
べ
し
、
十
方
の
叢
林
に
経
歴
し
て
一
生
を
す
ご
す
と
い
へ
ど
も
、
一
坐
の
功
夫
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
。
打
坐
す
で
に
な
ん
ぢ

に
あ
ら
ず
、
功
夫
さ
ら
に
お
の
れ
と
相
見
せ
ざ
る
こ
と
を
。
こ
れ
坐
禅
の
、
お
の
が
身
心
を
き
ら
ふ
に
あ
ら
ず
、
真
箇
の
功
夫
を
こ

こ
ろ
ざ
さ
ず
、
倉
卒
に
迷
酔
せ
る
に
よ
り
て
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
坐
禅
箴
」
（
一
巻
一
一
二
頁
）

５  

③か
く
の
ご
と
く
し
て
南
泉
の
道
を
学
得
す
る
功
夫
、
す
な
は
ち
二
十
年
な
り
。
年
至
八
十
の
と
き
、
は
じ
め
て
趙
州
城
東
観
音
院
に

住
し
て
、
人
天
を
化
導
す
る
こ
と
四
十
来
年
な
り
。
い
ま
だ
か
つ
て
一
封
の
書
を
も
て
檀
那
に
つ
け
ず
。
僧
堂
お
ほ
き
な
ら
ず
、
前

架
な
し
、
後
架
な
し
。
あ
る
と
き
牀
脚
を
れ
き
。
一
隻
の
焼
断
の
燼
木
を
、
縄
を
も
て
こ
れ
を
ゆ
ひ
つ
け
て
、
年
月
を
経
歴
し
修
行

す
る
に
、
知
事
こ
の
牀
脚
を
か
へ
ん
と
請
す
る
に
、
趙
州
ゆ
る
さ
ず
。
古
仏
の
家
風
き
く
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
上
」
（
一
巻
一
五
三
―
一
五
四
頁
）

６ 

③か
く
の
ご
と
く
し
て
年
月
を
経
歴
す
る
に
、
塩
官
の
会
よ
り
一
僧
き
た
り
て
、
や
ま
に
い
り
て
拄
杖
を
も
と
む
る
ち
な
み
に
、
迷
山

路
し
て
、
は
か
ら
ざ
る
に
師
の
庵
所
に
い
た
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
上
」
（
一
巻
一
五
五
頁
）
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７  
③香

厳
の
智
閑
禅
師
は
、
大
潙
に
耕
道
せ
し
と
き
、
一
句
を
道
得
せ
ん
と
す
る
に
数
番
、
つ
ひ
に
道
不
得
な
り
。
こ
れ
を
か
な
し
み

て
、
書
籍
を
火
に
や
き
て
、
行
粥
飯
僧
と
な
り
て
、
年
月
を
経
歴
し
き
。　
　

   

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
上
」
（
一
巻
一
六
五
頁
）

８ 

②
水
野
弥
穂
子
氏
は
「
経
験
」
と
訳
す
（
『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
二
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
四
頁
）
。

夫
出
家
者
、
為
厭
塵
労
求
脱
生
死
、
休
心
息
念
、
断
絶
攀
縁
、
故
名
出
家
。
豈
可
以
等
閑
利
養
、
埋
没
平
生
。
直
須
両
頭
撒
開
、
中

間
放
下
、
遇
声
遇
色
、
如
石
上
栽
華
、
見
利
見
名
、
似
眼
中
著
屑
。
況
従
無
始
以
来
、
不
是
不
曾
経
歴
、
又
不
是
不
知
次
第
、
不
過

翻
頭
作
尾
。
止
於
如
此
、
何
須
苦
苦
貪
恋
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
下
」
（
一
巻
一
九
一
頁
）

９ 

③
、
②

作
袈
裟
の
作
は
、
凡
聖
等
の
作
に
あ
ら
ず
。
そ
の
宗
旨
、
十
聖
三
賢
の
究
尽
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
宿
殖
の
道
種
な
き
も
の
は
、

一
生
二
生
、
乃
至
無
量
生
を
経
歴
す
と
い
へ
ど
も
、
袈
裟
を
み
ず
、
袈
裟
を
き
か
ず
、
袈
裟
を
し
ら
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
受
持
す

る
こ
と
あ
ら
ん
や
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
伝
衣
」
（
一
巻
三
六
四
頁
）

10  

③し
か
あ
れ
ば
、
十
年
五
載
の
在
叢
林
、
し
ば
し
ば
霜
華
を
経
歴
す
る
に
、
一
生
不
離
叢
林
の
功
夫
辨
道
を
お
も
ふ
に
、
坐
断
せ
し
兀

坐
は
、
い
く
ば
く
の
道
得
な
り
。　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

『
正
法
眼
蔵
』
「
道
得
」
（
一
巻
三
七
六
頁
）

11  

③
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お
ほ
よ
そ
諸
方
の
諸
代
、
か
く
の
ご
と
く
鼓
両
片
皮
を
こ
と
と
し
て
、
頌
古
を
供
達
す
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
高
祖
洞
山
の
辺
事
を

覰
見
せ
ず
。
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
仏
祖
の
家
常
に
は
、
寒
暑
い
か
な
る
べ
し
、
と
も
し
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
い
た
づ
ら
に
乗
涼
向
火

と
ら
い
ふ
。
こ
と
に
あ
は
れ
む
べ
し
、
な
ん
ぢ
老
尊
宿
の
ほ
と
り
に
し
て
、
な
に
を
寒
暑
と
い
ふ
、
と
か
聞
取
せ
し
。
か
な
し
む
べ

し
、
祖
師
道
廃
せ
る
こ
と
を
。
こ
の
寒
暑
の
形
段
を
し
り
、
寒
暑
の
時
節
を
経
歴
し
、
寒
暑
を
使
得
し
き
た
り
て
、
さ
ら
に
高
祖
為

示
の
道
を
頌
古
す
べ
し
、
拈
古
す
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   

『
正
法
眼
蔵
』
「
春
秋
」
（
一
巻
四
一
五
頁
）

12  

③お
ほ
よ
そ
聞
法
は
、
た
だ
耳
根
・
耳
識
の
境
界
の
み
に
あ
ら
ず
、
父
母
未
生
已
前
、
威
音
以
前
、
乃
至
尽
未
来
際
、
無
尽
未
来
際
に

い
た
る
ま
で
の
挙
力
・
挙
心
・
挙
体
・
挙
道
を
も
て
聞
法
す
る
な
り
、
身
先
心
後
の
聞
法
あ
る
な
り
。
こ
れ
ら
の
聞
法
、
と
も
に
得

益
あ
り
、
心
識
に
縁
ぜ
ざ
れ
ば
聞
法
の
益
あ
ら
ず
、
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
。
心
滅
身
没
の
も
の
、
聞
法
得
益
す
べ
し
、
無
心
無
身
の

も
の
、
聞
法
得
益
す
べ
し
。
諸
仏
諸
祖
、
か
な
ら
ず
か
く
の
ご
と
く
の
時
節
を
経
歴
し
て
、
作
仏
し
、
成
祖
す
る
な
り
。
法
力
の
、

身
心
を
接
す
る
、
凡
慮
い
か
に
し
て
か
覚
知
し
つ
く
さ
ん
。
身
心
の
際
限
、
み
づ
か
ら
あ
き
ら
め
つ
く
す
こ
と
え
ざ
る
な
り
。
聞
法

功
徳
の
、
身
心
の
田
地
に
下
種
す
る
、
く
つ
る
時
節
あ
ら
ず
。
つ
ひ
に
生
長
、
と
き
と
と
も
に
し
て
、
果
成
必
然
な
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
無
常
説
法
」
（
二
巻
八
―
九
頁
）

13  

③無
量
劫
の
日
月
は
、
法
性
の
経
歴
な
り
。
現
在
・
未
来
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
身
心
の
量
を
身
心
の
量
と
し
て
、
法
性
に
と
ほ
し

と
思
量
す
る
こ
の
思
量
、
こ
れ
法
性
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

『
正
法
眼
蔵
』
「
法
性
」
（
二
巻
二
八
頁
）
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14  
③釈

迦
牟
尼
仏
、
菩
提
樹
下
に
跏
趺
坐
し
ま
し
ま
し
て
、
五
十
小
劫
を
経
歴
し
、
六
十
劫
を
経
歴
し
、
無
量
劫
を
経
歴
し
ま
し
ま
す
。

あ
る
い
は
三
七
日
、
あ
る
い
は
結
跏
趺
坐
、
時
間
の
跏
坐
、
こ
れ
転
妙
法
輪
な
り
、
こ
れ
一
代
の
仏
化
な
り
。
さ
ら
に
虧
缺
せ
ず
、

こ
れ
す
な
は
ち
黄
巻
朱
軸
な
り
。
ほ
と
け
の
、
ほ
と
け
を
み
る
、
こ
の
時
節
な
り
。
こ
れ
、
衆
生
成
仏
の
正
当
恁
麼
時
な
り
。

初
祖
菩
提
達
磨
尊
者
、
西
来
の
は
じ
め
よ
り
、
嵩
岳
少
室
峰
少
林
寺
に
し
て
面
壁
跏
趺
坐
禅
の
あ
ひ
だ
、
九
白
を
経
歴
せ
り
。
そ
れ

よ
り
頂
寧頁
眼
睛
、
い
ま
に
震
旦
国
に
遍
界
せ
り
。
初
祖
の
命
脈
、
た
だ
結
跏
趺
坐
の
み
な
り
。
初
祖
西
来
よ
り
さ
き
は
、
東
土
の
衆

生
、
い
ま
だ
か
つ
て
結
跏
趺
坐
を
し
ら
ざ
り
き
、
祖
師
西
来
よ
り
の
ち
、
こ
れ
を
し
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

『
正
法
眼
蔵
』
「
三
昧
王
三
昧
」
（
二
巻
一
八
〇
頁
）

15  

③
、
②

も
し
宿
善
な
き
も
の
は
、
一
生
・
二
生
、
乃
至
無
量
生
を
経
歴
す
と
い
ふ
と
も
、
袈
裟
を
み
る
べ
か
ら
ず
、
袈
裟
を
著
す
べ
か
ら

ず
、
袈
裟
を
信
受
す
べ
か
ら
ず
、
袈
裟
を
あ
き
ら
め
し
る
べ
か
ら
ず
。
い
ま
震
旦
国
・
日
本
国
を
み
る
に
、
袈
裟
を
ひ
と
た
び
身
体

に
著
す
る
こ
と
う
る
も
の
あ
り
、
え
ざ
る
も
の
あ
り
、
貴
賤
に
よ
ら
ず
、
愚
智
に
よ
ら
ず
。
は
か
り
し
り
ぬ
、
宿
善
に
よ
れ
り
と
い

ふ
こ
と
。　
　
　
　
　

   　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
袈
裟
功
徳
」
（
二
巻
三
〇
七
頁
）

16  

④し
か
あ
れ
ば
、
心
迷
を
う
ら
む
る
こ
と
な
か
れ
、
汝
等
所
行
、
是
菩
薩
道
な
り
、
本
行
菩
薩
道
の
奉
覲
於
諸
仏
な
り
、
開
示
悟
入
、

み
な
各
各
の
法
華
転
な
り
。
火
宅
に
心
迷
あ
り
、
当
門
に
心
迷
あ
り
、
門
外
に
心
迷
あ
り
、
門
前
に
心
迷
あ
り
、
門
内
に
心
迷
あ

り
。
心
迷
に
門
内
・
門
外
、
乃
至
当
門
・
火
宅
等
を
現
成
せ
る
が
ゆ
え
に
、
白
牛
車
の
う
へ
に
も
開
示
悟
入
あ
る
べ
し
。
こ
の
車
上
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の
荘
校
と
し
て
、
入
を
存
せ
ん
と
き
、
露
地
を
所
入
と
や
期
せ
ん
、
火
宅
を
所
出
と
や
認
ぜ
ん
、
当
門
は
、
経
歴
の
と
こ
ろ
な
る
と

の
み
究
尽
す
べ
き
か
。
ま
さ
に
し
る
べ
し
、
く
る
ま
の
な
か
に
、
火
宅
を
開
示
悟
入
せ
し
む
る
転
も
あ
り
、
露
地
に
、
火
宅
を
開
示

悟
入
せ
し
む
る
転
も
あ
り
。
当
門
の
全
門
に
、
開
示
悟
入
を
転
ず
る
あ
り
、
普
門
の
一
門
に
、
開
示
悟
入
を
転
ず
る
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
法
華
転
法
華
」
（
二
巻
四
九
二
頁
）

17  

③こ
の
道
理
、
し
づ
か
に
悟
取
す
べ
し
。
百
億
身
を
究
尽
し
て
も
悟
取
し
、
換
面
回
〈
頭
〉
し
て
も
悟
取
し
、
十
千
界
を
経
歴
し
て
も

悟
取
す
べ
し
、
直
趣
万
年
に
も
悟
取
す
べ
し
、
一
念
に
も
悟
取
し
、
毫
忽
地
に
も
悟
取
す
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

『
正
法
眼
蔵
』
「
大
悟
」
（
二
巻
六
〇
〇
頁
）

　
　
　
五
　
絶
対
現
在
の
原
理

　

増
永
氏
が
第
五
に
挙
げ
て
い
る
の
が
「
絶
対
現
在
の
原
理
」
で
あ
る
。
増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
５
）
時
間
は
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
刹
那
刹
那
に
孤
立
無
伴
で
あ
っ
て
、
前
後
不
相
待
の
非
連
続
性
を
有
し
、
他
方
か
ら
見
れ
ば
一

瞬
一
瞬
新
し
い
時
を
現
は
し
て
、
過
未
相
待
の
連
続
性
を
有
す
る
。
現
成
公
案
の
巻
に
は
「
し
る
べ
し
、
薪
は
薪
の
法
位
に
住
し

て
、
さ
き
あ
り
、
の
ち
あ
り
、
前
後
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
前
後
際
断
せ
り
」
と
あ
る
。
「
さ
き
あ
り
、
の
ち
あ
り
」
と
は
、
連
続
性

を
指
し
、
「
前
後
際
断
せ
り
」
と
は
非
連
続
性
を
意
味
す
る
。

　

し
か
し
、
時
間
は
如
何
に
経
歴
し
て
も
、
常
に
現
在
の
一
刹
那
を
出
で
な
い
で
あ
ら
う
。
禅
師
は
こ
れ
を
「
今
日
よ
り
今
日
に
経

歴
す
」
と
表
現
し
て
い
る
。
時
は
い
つ
も
現
在
よ
り
現
在
へ
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
非
連
続
の
連
続
、

無
去
来
の
去
来
は
た
だ
こ
の
一
瞬
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
有
時
の
而
今
す
な
わ
ち
永
遠
の
今
（nunc stans

）
の
思
想
に

ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
―
一
七
三
五
）
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
有
時
の
今
而
と
は
「
一
切
盡
時
全
無
別
時
、
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観
彼
久
遠
即
是
今
日
、
不
動
本
処
非
古
来
今
」
と
い
ひ
、
「
刹
那
も
時
な
り
、
久
遠
も
時
、
時
已
に
無
時
即
常
住
な
り
」
と
述
べ

て
い
る
。
そ
の
無
時
即
常
住
は
絶
対
的
な
無
時
間
性
（die absolute Zeitlosigkeit

）
で
あ
り
、
絶
対
的
現
在
（das absolut 

Gegenw
ärtige

）
で
あ
る
。
宗
峰
妙
超
（
一
二
八
二
―
一
三
三
六
）
は
、
「
億
劫
相
別
而
須
臾
不
離
、
盡
日
相
對
而
刹
那
不
對
」
と
い

ふ
。
現
在
は
過
去
を
擔
ひ
、
未
来
を
孕
ん
で
絶
対
で
あ
る
。
非
連
続
と
連
続
と
の
矛
盾
は
こ
こ
に
包
越
さ
れ
る
。
こ
れ
を
有
時
と
経

歴
と
の
相
即
と
い
ふ
。

　

大
悟
の
巻
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
い
は
く
の
今
時
は
人
人
の
而
今
な
り
。
令
我
念
過
去
未
来
、
い
く
千
万
な
り
と
も
今
時
な
り
。

而
今
な
り
。
人
の
分
上
は
か
な
ら
ず
今
時
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
過
現
未
の
三
つ
の
時
が
あ
る
と
い
ふ
べ
き

で
は
な
く
、
過
去
の
現
在
、
現
在
の
現
在
、
未
来
の
現
在
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
禅
師
は
「
彼
方
に
あ
る
に

似
た
れ
ど
も
而
今
な
り
。
彼
処
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
」
と
い
ふ
や
う
に
、
有
時
の
而
今
は
過
去
を
含
み
、
未
来
を
孕
み

つ
つ
、
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
瞬
間
は
ま
さ
し
く
永
遠
で
あ
る
（
（7
（

。

増
永
氏
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、
「
有
時
」
巻
の
三
箇
所
と
「
大
悟
」
の
巻
で
あ
る
。

し
る
べ
し
、
薪
は
薪
の
法
位
に
住
し
て
、
さ
き
あ
り
、
の
ち
あ
り
、
前
後
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
前
後
際
断
せ
り
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
現
成
公
案
」
（
一
巻
三
―
四
頁
）

有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
、
い
は
ゆ
る
、
今
日
よ
り
明
日
へ
経
歴
す
、
今
日
よ
り
昨
日
に
経
歴
す
、
昨
日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
、
今

日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
、
明
日
よ
り
明
日
に
経
歴
す
、
経
歴
は
、
そ
れ
時
の
功
徳
な
る
が
ゆ
え
に
。          　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
二
頁
）
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い
は
く
の
今
時
は
、
人
人
の
而
今
な
り
。
令
我
念
過
去
未
来
現
在
い
く
千
万
な
り
と
も
、
今
時
な
り
、
而
今
な
り
。
人
の
分
上
は
、

か
な
ら
ず
今
時
な
り
。
あ
る
ひ
は
眼
睛
を
今
時
と
せ
る
あ
り
、
あ
る
ひ
は
鼻
孔
を
今
時
と
せ
る
あ
り
。               　
　

  

『
正
法
眼
蔵
』
「
大
悟
」
（
一
巻
九
七
頁
）

三
頭
八
臂
も
、
す
な
は
ち
わ
が
有
時
に
て
一
経
す
、
彼
方
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
。
丈
六
八
尺
も
、
す
な
は
ち
わ
が
有
時

に
て
一
経
す
、
彼
処
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
。                                　

『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
（
一
巻
二
四
二
頁
）

　

ま
た
、
増
永
は
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
有
時
の
而
今
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
永
遠
の
今
を
指
し
ま
す
（
（7
（

。

の
述
べ
て
い
る
。
「
前
後
際
断
」
「
有
時
の
而
今
」
「
永
遠
の
今
」
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

「
前
後
際
断
」
に
関
し
て
は
、
識
者
の
多
く
は
「
現
在
（
中
際
）
の
み
あ
る
」
こ
と
を
、
或
い
は
、
「
現
在
の
絶
対
性
」
を
説
く
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
保
哲
氏
は
前
後
際
断
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
、

も
っ
と
わ
か
り
易
く
い
え
ば
、
中
際
（
現
在
）
の
み
確
か
な
も
の
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
時
間
は
常
に
現
在

で
あ
っ
て
、
現
在
の
外
い
か
な
る
時
間
も
な
い
。
た
だ
現
在
に
お
い
て
の
み
、
過
去
も
未
来
も
す
べ
て
の
時
間
が
成
立
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
（
（7
（

。

中
際
（
現
在
）
の
み
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
辻
口
氏
は
反
対
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
住
位
」
あ
る
い
は
「
法
住
位
」
と
は
諸
法
の
「
前
後
際
断
」
と
い
う
あ
り
方
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
こ
の
表
現
は
時
間
系
列
の
中
で
、
現
在
の
優
位
を
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
諸
法
に
対
す
る
時
間
系
列
か
ら
の
視
点
を
断

ず
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
（7
（

。

「
前
後
際
断
」
と
は
現
在
の
優
位
を
い
う
も
の
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
意
味
を
、
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存
在
す
る
も
の
が
そ
れ
自
身
法
と
し
て
生
起
し
て
い
る
こ
と
（
＝
現
成
公
案
）
こ
の
こ
と
が
有
で
あ
り
現
在
（
而
今
の
有
時
）
で
あ

る
と
い
う
捉
え
方
、
こ
れ
が
「
前
後
際
断
」
の
意
味
な
の
で
あ
る
（
（7
（

。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
「
前
後
際
断
」
に
関
し
て
は
筆
者
も
以
前
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
拙
稿
に
お
い
て
は
、

「
前
後
際
断
」
と
は
「
絶
対
の
現
在
」
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
般
若
経
典
に
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
空
」
を
宣
揚
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
論
じ
た
（
（7
（

。

　

佐
々
木
氏
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
時
間
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

錯
覚
に
よ
り
、
「
一
つ
の
実
在
世
界
が
ス
ム
ー
ズ
に
姿
を
変
え
な
が
ら
連
続
的
に
変
化
し
て
い
く
」
と
と
ら
え
て
し
ま
う
。
「
私
」

と
い
う
存
在
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
「
私
と
い
う
一
つ
の
実
体
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
時
間
と
と
も
に
変
化
し
な
が
ら
続
い
て
い

る
」
と
誤
っ
て
認
識
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
（8
（

。

時
間
も
私
も
実
体
が
な
く
、
五
位
七
十
五
法
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
両
者
と
も
に
錯
覚
に
よ
っ
て
実
体
が
あ
る
よ
う
に
捉
え
て
し
ま

う
。

　

「
永
遠
の
今
」
に
関
し
て
、
賴
住
光
子
氏
は
道
元
禅
師
の
時
間
論
を
論
じ
る
中
で
、
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

道
元
は
、
現
在
の
こ
の
一
瞬
（
而
今
）
は
、
自
己
に
よ
っ
て
主
体
的
に
把
捉
さ
れ
る
こ
と
で
成
り
立
つ
と
す
る
。
こ
の
把
捉
点
と
し

て
の
有
時
は
、
一
定
の
方
向
へ
と
流
れ
る
時
間
を
超
出
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
非
連
続
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
今

こ
の
一
瞬
」
（
而
今
）
と
は
「
空
」
を
体
得
し
、
世
界
を
現
成
さ
せ
る
そ
の
「
一
瞬
」
で
あ
る
。
こ
の
瞬
間
は
、
「
空
」
と
い
う
無

時
間
に
立
脚
し
た
時
で
あ
る
。
宗
教
哲
学
的
な
用
語
を
使
う
な
ら
ば
、
「
永
遠
の
今
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
（
（8
（

。

増
永
氏
と
同
様
、
道
元
禅
師
の
時
間
論
の
特
徴
を
「
非
連
続
的
」
「
永
遠
の
今
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　

南
直
哉
氏
は
「
而
今
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
而
今
」
と
い
う
語
だ
。
こ
れ
は
「
有
時
」
、
す
な
わ
ち
存
在
と
時
間
が
一
致
し
た
も
の
と
し
て
明
瞭
に
自
覚
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さ
れ
て
い
る
事
態
を
指
し
て
言
う
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
最
も
純
粋
な
状
態
が
坐
禅
中
に
起
き
る
「
感
覚
」
だ
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
だ

け
に
限
定
さ
れ
な
い
。
そ
の
要
件
は
、
目
的
に
向
け
て
行
為
や
体
験
を
前
後
に
整
序
す
る
意
識
を
解
除
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
（
（8
（

。

「
而
今
」
と
は
「
存
在
と
時
間
が
一
致
し
た
も
の
と
し
て
明
瞭
に
自
覚
さ
れ
て
い
る
事
態
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
坐
禅
中
に
起
き
る
感
覚
で

あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
平
常
と
は
異
な
る
状
態
で
あ
る
。

  

そ
れ
で
は
、
「
永
遠
の
今
」
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
「
永
遠
の
今
」
や
「
非
連
続
の
連
続
」
と
い
う
表
現
は
、
西
田
幾
多
郎
（
以
下

西
田
）
の
哲
学
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
林
敏
明
氏
に
よ
れ
ば
、
西
田
が
「
永
遠
の
今
」
と
い
う
中
軸
概
念
を
も
と
に

し
て
独
自
の
時
間
論
を
展
開
し
た
の
は
一
九
三
〇
年
代
の
初
め
、
著
作
で
い
う
と
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
公
刊
の
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
（
（8
（

。

　

西
田
の
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
出
さ
れ
る
。

私
は
現
在
私
が
何
を
考
へ
、
何
を
思
ふ
か
を
知
る
の
み
な
ら
ず
、
昨
日
何
を
考
へ
、
何
を
思
う
た
か
を
も
直
ぐ
に
想
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
昨
日
の
我
と
今
日
の
我
と
は
直
接
に
結
合
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
、
私
は
他
人
が
何
を
考
へ
、

何
を
思
ふ
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
人
と
私
と
は
言
語
と
か
文
字
と
か
い
ふ
如
き
所
謂
表
現
を
通
じ
て
相
理
解
す
る
の
で
あ

る
。
私
と
汝
と
は
直
に
結
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
唯
外
界
を
通
じ
て
相
結
合
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
身
体
に

よ
つ
て
物
の
世
界
に
属
し
、
音
と
か
形
と
か
い
ふ
物
体
現
象
を
手
段
と
し
て
相
理
解
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
物
体
界

と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
物
体
界
と
い
ふ
も
の
も
、
我
々
の
経
験
的
内
容
と
考
へ
る
も
の
を
時
間
、
空
間
、
因
果
の
如
き
形

式
に
よ
つ
て
統
一
し
た
も
の
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
界
と
外
界
と
い
ふ
も
の
が
本
来
相
対
立
し
た
も
の
で
な
く
、
一
つ
の
世

界
の
両
面
と
い
ふ
如
き
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
両
界
は
同
じ
材
料
か
ら
構
成
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
実
在
的
な
る
も
の
は

時
に
於
て
あ
る
と
考
へ
ら
れ
、
時
は
実
在
の
根
本
的
形
式
と
考
へ
ら
れ
る
。
内
界
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
も
、
外
界
と
考
へ
ら
れ
る
も

の
も
、
そ
れ
が
実
在
的
と
考
へ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
時
の
形
式
に
当
嵌
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
時
は
現
在
が

現
在
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
現
在
が
現
在
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
時
が
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限
定
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
時
は
永
遠
の
今
の
自
己
限
定
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
と
云
ふ
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
時
は
永
遠
の
今
の
自
己
限
定
と
し
て
到
る
所
に
消
え
、
到
る
所
に
生
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
時
は
各
の
瞬
間
に
於
て
永
遠
の
今

に
接
す
る
の
で
あ
る
。
時
は
一
瞬
一
瞬
に
消
え
、
一
瞬
一
瞬
に
生
れ
る
と
云
つ
て
よ
い
。
非
連
続
の
連
続
と
し
て
時
と
い
ふ
も
の
が

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
時
と
い
ふ
も
の
が
斯
く
し
て
考
へ
ら
れ
る
と
考
へ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
時
は
各
の
瞬
間
に
於
て
二
つ
の
意

味
に
於
て
永
遠
の
今
に
接
す
る
と
考
へ
る
事
が
で
き
る
。
永
遠
の
今
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
一
面
に
於
て
は
絶
対
に
時
を
否
定
す

る
死
の
面
と
考
へ
ら
れ
る
と
共
に
、
一
面
に
於
て
は
絶
対
に
時
を
肯
定
す
る
生
の
面
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
時
の
限
定
の
背

後
に
永
遠
の
死
の
面
と
い
ふ
も
の
を
置
い
て
考
へ
る
時
、
永
遠
な
る
物
体
の
世
界
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
、
そ
の
背
後
に
永
遠
の

生
の
面
と
い
ふ
も
の
を
置
い
て
考
へ
る
時
、
永
遠
な
る
精
神
の
世
界
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
（8
（

。

時
は
各
々
の
瞬
間
に
お
い
て
「
永
遠
の
今
」
に
接
す
る
の
で
あ
り
、
時
は
一
瞬
一
瞬
に
消
え
、
一
瞬
一
瞬
に
生
ま
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

西
田
に
と
っ
て
「
今
」
、
「
現
在
」
と
は
、
長
さ
も
幅
も
も
た
な
い
切
点
の
よ
う
な
「
瞬
間
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
（8
（

。
ま
た
「
非
連
続
の
連

続
」
と
し
て
時
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
小
林
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

純
粋
経
験
を
い
っ
た
ん
絶
対
無
の
場
所
と
し
て
と
ら
え
た
西
田
が
、
そ
の
絶
対
無
と
し
て
の
純
粋
経
験
を
今
度
は
「
今
」
と
い
う
時

間
概
念
の
な
か
に
読
み
こ
も
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（8
（

。

永
遠
の
今
と
は
純
粋
経
験
の
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
真
」
の
無
の
場
所
で
あ
り
、
直
観
、
瞬
間
的
な
体
験
で
あ
る
と
い
う
。
『
無
の
自
覚

的
限
定
』
に
は
次
の
箇
所
に
「
永
遠
の
今
」
、
「
非
連
続
の
連
続
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

斯
く
私
が
私
の
底
に
汝
を
見
、
汝
が
汝
の
底
に
私
を
見
、
非
連
續
の
連
續
と
し
て
私
と
汝
と
を
結
合
す
る
社
会
的
限
定
と
い
ふ
如
き

も
の
を
真
の
愛
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
我
々
の
自
覺
的
限
定
と
考
へ
る
も
の
は
愛
に
よ
つ
て
成
立
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら

う
。
我
々
は
普
通
に
所
謂
内
部
知
覺
と
い
ふ
如
き
も
の
に
よ
つ
て
自
己
自
身
を
直
覺
す
る
と
考
へ
る
。
併
し
我
々
の
個
人
的
自
覺
と

い
ふ
の
も
、
單
に
か
ゝ
る
意
味
の
直
覺
に
於
て
成
立
す
る
の
で
な
く
、
自
己
自
身
の
中
に
自
己
を
見
て
行
く
無
限
の
過
程
で
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
、
而
し
て
そ
の
底
に
絶
對
の
他
を
見
る
と
い
ふ
意
味
を
有
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
時
の
私
は
昨
日
の
私
を
汝

と
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
昨
日
の
私
は
今
日
の
私
を
汝
と
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
私
の
個
人
的
自
己
の
自
覺
と
い
ふ
も
の
が
成
立
す

る
の
で
あ
る
、
非
連
續
の
連
續
と
し
て
我
々
の
個
人
的
自
覚
と
い
ふ
も
の
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
歩
一
歩
が
絶
對
の
無
に

接
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
根
柢
に
い
つ
も
汝
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
永
遠
の
今
の
自
己
限
定
と
し
て
時
が
瞬
間
か
ら

瞬
間
に
移
る
と
い
ふ
如
き
意
味
に
於
て
我
々
の
自
覺
的
限
定
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
（
（8
（

。

昨
日
の
私
は
今
日
の
私
を
汝
と
見
る
。
私
と
汝
と
い
う
個
々
の
人
格
相
互
の
関
係
お
い
て
、
「
非
連
続
の
連
続
」
「
永
遠
の
今
」
が
示
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

筆
者
に
と
っ
て
大
変
文
章
も
内
容
も
難
し
い
が
、
小
坂
国
継
氏
は
西
田
幾
多
郎
の
「
永
遠
の
今
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
般
者
の
自
己
限
定
な
い
し
は
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
の
思
想
を
、
時
間
と
い
う
観
点
か
ら
表
現
し
た
の
が
「
永

遠
の
今
の
自
己
限
定
」
の
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
の
一
瞬
一
瞬
を
永
遠
な
も
の
に
触
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
永
遠

な
も
の
自
身
の
具
現
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
永
遠
の
今
」
の
思
想
は
す
で
に
処
女
作
『
善
の
研
究
』

に
お
い
て
「
永
久
の
今
」
と
い
う
言
葉
で
、
ま
た
そ
の
最
晩
年
に
は
「
絶
対
現
在
」
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
は
西
田
哲
学
に
一
貫
し
た
思
想
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
（
（8
（

。

西
田
幾
多
郎
の
「
永
遠
の
今
」
は
西
田
哲
学
に
一
貫
し
た
思
想
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
現
在
の
一
瞬
一
瞬
を
永
遠
な
も
の
に
触
れ
て
い

る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
永
遠
な
も
の
自
身
の
具
現
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
」
思
想
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
一
瞬
一
瞬
が
絶
対
的
で
あ
り
、
永
遠
な
も
の
に
触
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
も
は
や
歴
史
に
は
進
歩
や
発
展
と
い
う

も
の
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ラ
ン
ケ
の
い
う
よ
う
に
、
「
各
々
の
時
代
は
神
に
直
接
し
て
い
る
」
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す

れ
ば
道
徳
や
実
践
は
そ
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
各
々
の
時
代
が
絶
対
的
で
あ
り
、
永
遠
で
あ
る
と
い
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う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
完
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
目
標
も
目
的
も
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
（
（8
（

。

「
永
遠
の
今
」
の
思
想
は
各
々
の
時
代
（
時
間
）
が
絶
対
的
で
あ
り
、
完
全
で
あ
る
か
ら
目
標
、
目
的
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
道
徳
、
実

践
は
必
要
な
く
な
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
仏
性
思
想
と
も
関
係
し
て
こ
よ
う
。
「
悉
有
仏
性
」
で
あ
る
か
ら
修
行
は
不
要
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
坂
氏
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

自
己
が
物
に
な
り
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
物
が
自
己
を
顕
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
歴
史
的
現
実
は
宗
教
的

覚
悟
の
時
間
に
お
け
る
実
現
過
程
で
あ
る
。
こ
う
し
て
は
じ
め
て
現
在
の
一
瞬
一
瞬
は
神
（
絶
対
無
）
に
直
接
し
、
永
遠
に
触
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
の
「
永
遠
の
今
」
や
「
絶
対
無
の
自
覚
」
の
思
想
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
と
ら
え
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
（9
（

。

「
歴
史
的
現
実
は
宗
教
的
覚
悟
の
時
間
に
お
け
る
実
現
過
程
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
永
遠
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

西
田
の
「
永
遠
の
今
」
に
関
し
て
佐
伯
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
こ
こ
に
い
る
自
分
し
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
「
時
」
し
か
な
い
の
で
す
。
一
本
の
直
線
状
の
時
間
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
時
」
は
す
ぐ
に
次
の
「
時
」
へ
と
移
り
行
き
ま
す
。
次
の
瞬
間
に
は
次
の
「
時
」
に
な
る
。
つ
ま
り
、

「
今
」
は
次
の
「
今
」
に
な
る
。
先
ほ
ど
の
「
今
」
は
過
去
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
先
ほ
ど
ま
で
の
未
来
が
「
今
」
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
「
今
」
し
か
な
い
。
「
今
」
が
永
遠
に
続
く
の
で
す
。
西
田
の
い
い
方
を
借
り
れ
ば
「
永
遠
の
今
」
し
か
な
い
の

で
す
（
（9
（

。

「
永
遠
の
今
」
と
は
「
今
」
が
永
遠
に
続
く
こ
と
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。

　

藤
田
氏
は
九
鬼
の
「
永
遠
の
今
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
在
は
こ
の
現
在
、
固
有
性
を
も
っ
た
こ
の
現
在
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
過
去
に
も
未
来
に
も
、
同
一
の
時
間
を
無
数
に
も
っ
て
い
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る
。
そ
れ
は
現
在
が
「
無
限
に
深
い
厚
味
を
も
っ
た
今
で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
を
九
鬼
は
「
永
遠
の
今
」
と
い
う
言
葉

で
表
現
し
て
い
る
（
（9
（

。

「
現
在
」
は
過
去
に
も
未
来
に
も
同
一
の
時
間
を
も
っ
て
お
り
、
「
無
限
に
深
い
厚
味
を
も
っ
た
今
で
あ
る
」
か
ら
「
永
遠
の
今
」
と
表

現
す
る
と
い
う
。

　

九
鬼
の
時
間
論
に
関
し
て
小
浜
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
永
遠
の
現
在
」
と
は
こ
の
よ
う
な
、
無
限
の
深
み
を
も
っ
た
時
間
の
そ
の
都
度
の
「
現
在
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
（9
（

。

小
浜
氏
も
「
無
限
の
深
み
を
も
っ
た
時
間
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
藤
田
氏
の
理
解
と
同
じ
で
あ
る
。
西
田
も
九
鬼
も
「
永
遠
の
今
」
と
い

う
表
現
を
使
用
す
る
が
、
九
鬼
の
時
間
論
に
関
し
て
小
浜
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
九
鬼
は
、
シ
シ
ュ
フ
ォ
ス
の
生
を
無
意
味
な
、
あ
る
い
は
悲
惨
な
そ
れ
と
見
な
す
か
ど
う
か
は
、
目
的
に
唯
一
の
価
値

を
お
く
か
、
そ
れ
と
も
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
、
そ
の
都
度
の
現
在
の
生
に
絶
対
的
な
意
味
を
見
出
す
か
ど
う
か
に
懸
か
っ
て
い
る

と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
つ
ま
り
、
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
は
相
対
的
な
価
値
し
か
も
た
な
い
と
見
る
「
過
程
の
弁
証
法
」
に

で
は
な
く
、
西
田
幾
多
郎
の
言
う
「
永
遠
の
今
」
あ
る
い
は
「
絶
対
現
在
」
を
め
ぐ
る
弁
証
法
（
「
場
所
の
弁
証
法
」
）
と
い
う
思

想
や
、
時
間
な
い
し
は
歴
史
の
未
来
に
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
の
現
在
の
終
末
を
見
る
プ
ル
ト
マ
ン
の
「
現
在
終
末
論
」
と
で
も
い

う
べ
き
立
場
に
共
感
を
も
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
（9
（

。

九
鬼
は
西
田
よ
り
も
プ
ル
ト
マ
ン
の
「
現
在
終
末
論
」
の
立
場
に
共
感
を
も
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
浜
氏
は
九
鬼

の
時
間
論
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

か
り
に
人
生
百
年
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
は
百
回
だ
け
の
春
夏
秋
冬
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
も
そ
の
都
度
限
り

な
い
深
み
を
も
っ
た
春
夏
秋
冬
で
あ
る
。
（
中
略
）
い
ず
れ
も
が
「
一
期
一
会
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
い
と
お
し
い
季
節
・
で
き
ご

と
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
言
っ
た
よ
う
に
、
時
間
は
た
し
か
に
消
滅
・
別
離
の
原
因
で
も
有
る
が
、
生
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成
・
邂
逅
の
原
因
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
悲
し
み
の
原
因
で
も
あ
る
が
、
喜
び
の
原
因
で
も
あ
る
の
で
あ
る
（
（9
（

。

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
が
「
そ
の
都
度
限
り
な
い
深
み
を
も
っ
た
」
も
の
と
し
て
顕
れ
て
く
る
。
永
遠
と
は
（
無
限
の
）
深
み
を
持
っ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
が
今
、
そ
の
都
度
経
験
す
る
と
捉
え
て
い
る
。
藤
田
氏
も
九
鬼
の
時
間
論
に
関
し
て
、

そ
こ
に
は
「
垂
直
の
エ
ク
ス
タ
シ
ス
」
が
成
立
し
て
い
る
。
現
在
は
「
無
限
の
深
み
を
も
っ
た
今
」
で
あ
り
、
「
底
な
き
今
」
な
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
エ
ク
ス
タ
シ
ス
」
は
、
も
は
や
現
象
学
的
で
は
な
く
、
「
神
秘
説
的
」
で
あ
る
と
九
鬼
は
し
て
い
る
（
（9
（

。

と
述
べ
、
現
在
は
「
無
限
の
深
み
を
も
っ
た
今
」
、
「
底
な
き
今
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

西
田
と
九
鬼
の
「
永
遠
の
今
」
に
対
す
る
相
違
な
ど
の
問
題
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
辺
で
了
る
が
、
「
永
遠
や
絶

対
」
と
「
相
対
」
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
辻
口
雄
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
田
辺
元
の
「
行
為
的
媒
介
」
が
あ
る
と
い
う
。

「
今
」
は
、
一
方
に
お
い
て
「
過
去
」
「
未
来
」
か
ら
区
別
さ
れ
た
「
非
連
続
」
の
「
今
」
で
あ
り
、
他
方
主
体
に
お
い
て
は
常
に

「
今
」
か
ら
「
今
」
へ
の
自
己
同
一
の
連
続
で
あ
る
。
田
辺
い
よ
れ
ば
、
こ
の
様
に
非
連
続
的
な
「
今
」
が
自
己
同
一
の
「
今
」
と

し
て
自
覚
さ
れ
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
行
為
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
行
為
が
自
同
的
な
も
の
、
永
遠
的
な
も
の
を
顕
わ
に
す
る

と
い
う
、
こ
の
思
想
は
、
田
辺
哲
学
の
根
幹
を
為
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
『
哲
学
私
観
』
に
よ
れ
ば
、
有
時
の
時
間
論

は
、
そ
の
様
な
思
想
を
表
明
す
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
（9
（

。

行
為
が
媒
介
し
、
永
遠
的
な
も
の
を
顕
す
と
い
い
、
こ
れ
が
田
辺
哲
学
の
根
幹
を
為
す
と
捉
え
て
い
る
。

田
辺
の
い
う
「
媒
介
的
思
想
」
と
は
、
こ
の
様
に
行
為
に
よ
っ
て
絶
対
と
相
対
が
媒
介
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
為
に
よ
る

媒
介
の
他
に
、
絶
対
は
有
り
得
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
（
（9
（

。

田
辺
の
「
絶
対
媒
介
の
論
理
」
と
は
行
為
に
よ
る
媒
介
の
他
に
、
絶
対
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
。
辻
口
氏
は
次
の

よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

「
行
為
的
媒
介
」
な
る
捉
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
、
そ
の
行
為
に
お
い
て
絶
対
無
の
顕
れ
（
あ
る
い
は
「
実
践
」
）
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で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
宗
教
的
実
践
は
必
要
な
い
。
日
常
的
行
為
、
政
治
的
行
為
、
す
べ
て
が
宗
教
的
次
元
に
お
い
て
同
列
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
悪
し
き
観
念
論
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
次
元
か
ら
は
「
只
管
打
坐
を
宗
旨
と
す
る
」
立
場
は
成
立
し
得

な
い
の
で
あ
る
（
（9
（

。

「
絶
対
媒
介
の
論
理
」
は
悪
し
き
観
念
論
で
あ
り
、
道
元
禅
師
の
宗
旨
と
は
相
反
す
る
も
の
で
る
と
捉
え
て
い
る
。
辻
口
氏
は
「
行
為
的

媒
介
」
の
論
理
は
、
戦
時
中
の
時
局
迎
合
的
折
衷
的
思
想
で
あ
り
、
「
道
元
禅
が
、
国
家
論
哲
学
に
利
用
さ
れ
た
理
論
的
経
緯
を
明
確
化

し
て
お
く
こ
と
は
、
い
ま
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
（10
（

。

　

次
に
、
「
非
連
続
の
連
続
」
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
山
口
氏
は
道
元
禅
師
の
時
間
論
と
「
非
連
続
の
連
続
」
と
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と

に
批
判
的
で
あ
る
。

こ
れ
ら
道
元
の
細
か
い
表
現
を
読
み
飛
ば
し
、
次
元
を
異
に
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
時
間
を
同
列
に
論
じ
て
、
「
非
連
続
的

に
し
て
而
も
連
続
的
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
的
性
格
」
を
そ
こ
に
押
し
つ
け
て
い
る
の
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
表
現
に
即
し
て
は
い
な
い

し
、
人
を
納
得
さ
せ
る
解
説
と
は
到
底
言
え
な
い
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
山
口
氏
は
「
有
時
」
を
「
存
在
と
時
間
」
と
訳
す
こ
と
を
批
判
さ
れ
て
い
た
が
、
「
非
連
続
の
連
続
」
を
道
元
禅
師

の
時
間
論
に
押
し
つ
け
る
こ
と
を
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
今
を
重
視
す
る
こ
と
に
関
し
て
角
田
氏
は
、

以
上
、
道
元
禅
師
の
時
間
論
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
「
時
間
」
と
「
存
在
」
、
そ
し
て
「
吾
」
や
「
修
行
」
、
そ
れ
ら
が
決
し
て
切

り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
道
元
禅
師
の
思
想
の
中
で
も
、
世
界
観
（
存
在
論
）
や
時
間

論
は
実
に
難
し
い
部
分
で
あ
り
、
充
分
な
解
説
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
存
在
論
・
時
間
論
と
い
っ
た
難
解
な
哲
学
的
な
考
察
が
、
結

局
は
単
純
な
結
論
に
到
達
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
人
生
は
、
「
今
」
「
こ
こ
」
「
こ
の
こ
と
」
を
「
生
き
て
ゆ
く
」
と

う
こ
と
の
連
続
で
あ
り
、
そ
こ
に
懸
命
に
な
る
し
か
な
い
。
こ
の
人
生
を
仏
道
に
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
ま
さ
に
道
元
禅
師
の
「
有
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時
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
（10
（

。

と
述
べ
て
お
り
、
「
今
」
「
こ
こ
」
「
こ
の
こ
と
」
を
「
生
き
て
ゆ
く
」
べ
き
で
あ
り
、
道
元
禅
師
の
「
有
時
」
と
は
「
こ
の
人
生
を
仏

道
に
生
き
る
こ
と
」
で
あ
る
と
結
論
的
に
示
し
て
い
る
。
角
田
氏
は
、

「
今
・
自
分
が
い
る
」
こ
の
と
こ
ろ
、
そ
し
て
私
と
い
う
存
在
、
そ
し
て
今
と
い
う
時
間
、
そ
の
時
そ
の
時
の
時
間
に
す
べ
て
の
時

間
が
あ
り
、
す
べ
て
の
存
在
が
あ
り
、
今
と
い
う
時
間
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
存
在
は
な
い
、
そ
れ
が
道
元
禅
師
の
世
界
観
で
あ
り

時
間
論
で
あ
る
と
言
え
る
（
（10
（

。

と
も
述
べ
、
「
私
と
い
う
存
在
と
今
と
い
う
時
間
」
は
「
す
べ
て
の
存
在
す
べ
て
の
時
間
」
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
捉
え
る
の
が
道

元
禅
師
の
世
界
観
、
時
間
観
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

賴
住
氏
も
道
元
禅
師
の
時
間
論
の
特
徴
を
述
べ
る
中
で
、

道
元
の
時
間
論
の
特
徴
を
ま
ず
挙
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
主
体
的
な
も
の
と
し
て
「
無
自
性
―
空
―
縁
起
」
の
立
場

か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
「
今
こ
の
瞬
間
」
を
中
心
に
す
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
るｖ
。　

「
今
こ
の
瞬
間
」
を
中
心
に
す
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

道
元
禅
師
が
「
今
」
を
重
視
す
る
と
捉
え
る
こ
と
は
、
哲
学
者
、
特
に
西
田
幾
多
郎
の
「
永
遠
の
今
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
。
西
田
の
思
想
に
関
し
て
佐
伯
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
無
始
無
終
の
時
間
を
表
象
す
る
の
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
無
限
に
延
び
る
一
直
線
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
瞬
間
を

取
り
出
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
も
時
間
に
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
時
間
の
流
れ
の
全
体
（
そ
れ
が
歴
史

で
す
）
に
は
特
別
な
意
味
が
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
大
事
な
の
は
、
今
こ
こ
で
の
瞬
間
だ
け
だ
か
ら
で
す
。
（
中
略
）
西
田
幾
多
郎

は
し
ば
し
ば
、
た
だ
「
今
」
し
か
な
い
、
と
い
い
ま
す
。
「
今
」
と
い
う
「
時
」
だ
け
が
す
べ
て
な
の
で
す
。
過
去
も
未
来
も
な
い

の
で
す
（
（10
（

。     
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或
い
は
、

も
し
も
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
な
か
に
あ
る
一
瞬
一
瞬
を
「
永
遠
の
無
」
に
触
れ
る
「
今
」
と
感
じ
る
こ
と
が
日
本
人
の
時
間
感
覚

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
少
し
「
今
」
を
大
切
に
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
（10
（

。   

或
い
は
、

西
田
は
、
そ
の
時
間
論
の
な
か
で
、
存
在
す
る
時
間
は
、
た
だ
「
今
」
だ
け
だ
、
と
い
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
「
今
」
こ
の
瞬
間
し

か
、
自
己
を
意
識
し
え
な
い
か
ら
で
す
。
時
間
と
し
て
意
識
で
き
る
の
は
た
だ
「
今
」
の
瞬
間
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
「
今
」

は
、
す
ぐ
過
去
と
な
り
、
ま
た
将
来
が
次
々
と
「
今
」
に
な
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
「
今
」
の
な
か
に
、
過
去
も
将
来
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
西
田
は
「
永
遠
の
今
」
と
い
っ
た
の
で
し
た
（
（10
（

。

あ
ら
ゆ
る
「
今
」
の
な
か
に
、
過
去
も
未
来
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
今
を
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
先
の
角
田
氏

の
捉
え
方
と
同
じ
で
あ
る
。
佐
伯
氏
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
、
「
無
」
に
な
れ
ば
い
っ
た
い
何
が
で
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
の
状
況
追
認
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
こ
こ

で
あ
る
が
ま
ま
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
何
も
創
造
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
「
今
こ
こ
に
」
の
う
ち
に
、
す
べ
て
の
過
去
と
未
来
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
「
今
こ
こ
に
」
は
、
過
去
を
記
憶
か
ら
消
し
、
先
の
こ
と
な
ど
何
も
考
え
な
い
目
の
前
の
現
実
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
空
間
的
に
広
が
っ
た
現
実
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
「
今
」
の
う
ち
に
、
実
は
「
今
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
す
べ
て
の

過
去
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
将
来
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
今
」
は
次
の
瞬
間
に
は
過
去
と
な
り
、
将
来
が
目
の
前
に

く
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
今
」
と
は
、
過
去
と
将
来
を
つ
な
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
確
か
に
「
今
」
し
か
な

に
の
で
す
が
、
そ
れ
は
「
永
遠
の
今
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
過
去
か
ら
将
来
へ
と
流
れ
る
す
べ
て
の
時
間
が
包
摂
さ
れ
て

い
る
は
ず
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
将
来
へ
向
け
て
過
去
を
今
こ
こ
で
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
、
「
伝
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統
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
ま
た
「
伝
統
」
と
は
、
過
去
の
保
守
で
は
な
く
、
今
こ
こ
で
の
世
界
性
を
も
っ
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
（10
（

。

永
遠
の
今
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
「
将
来
へ
向
け
て
過
去
を
今
こ
こ
で
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
」
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
重
要

な
の
が
「
伝
統
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
違
っ
た
角
度
か
ら
「
今
」
を
捉
え
れ
ば
、
あ
る
種
の
精
神
疾
患
の
方
に
は
「
今
」
し
か
な
い
と
い
う
。
木
村
敏
氏
は
精
神

疾
患
と
時
間
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
離
人
症
患
者
に
関
し
て
、

離
人
症
患
者
が
し
ば
し
ば
語
っ
て
く
れ
る
体
験
の
う
ち
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
特
に
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
独
特
の
時
間
体
験

で
あ
る
。
あ
る
患
者
は
、
「
時
間
の
流
れ
も
ひ
ど
く
お
か
し
い
。
時
間
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ち
っ
と
も
先
へ
進
ん
で

行
か
な
い
。
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
で
つ
な
が
り
の
な
い
無
数
の
い
ま
が
、
い
ま
、
い
ま
、
い
ま
、
い
ま
、
と
無
茶
苦
茶
に
出
て
く
る
だ

け
で
、
な
ん
の
規
則
も
ま
と
ま
り
も
な
い
」
と
い
う
（
（10
（

。

と
書
か
れ
て
お
り
、
今
が
無
茶
苦
茶
に
顕
れ
て
く
る
と
い
う
。
一
見
「
い
ま
、
い
ま
、
い
ま
、
い
ま
」
と
い
う
の
は
道
元
禅
師
の
時
間
論

を
捉
え
方
に
も
表
現
が
似
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
保
氏
は
道
元
禅
師
の
時
間
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
本
当
は
、
時
と
い
う
も
の
は
去
来
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
今
・
今
・
今
・
今
・
今
の
全
体
験
で
あ
る
、

と
説
い
て
い
る
。
別
な
言
葉
に
言
い
換
え
る
と
、
時
間
は
常
に
現
在
か
ら
現
在
へ
体
験
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
（11
（

。

「
今
・
今
・
今
・
今
・
今
の
全
体
験
」
或
い
は
「
今
し
か
な
い
」
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
木
村
氏
は
道
元
禅
師
に
も
触
れ
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

道
元
は
「
時
は
飛
去
す
る
と
の
み
解
会
す
べ
か
ら
ず
、
飛
去
は
時
の
能
と
の
み
は
学
す
べ
か
ら
ず
。
時
も
し
飛
去
に
一
任
せ
ば
、
間

隙
あ
り
ぬ
べ
し
」
と
い
っ
て
い
る
（
『
正
法
眼
蔵
』
第
二
十
、
「
有
時
」
）
。
こ
こ
で
い
う
「
時
」
と
は
、
い
ま
の
こ
と
だ
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
い
ま
は
、
未
来
か
ら
過
去
へ
と
飛
び
去
る
だ
け
が
能
で
は
な
い
。
い
ま
が
そ
の
よ
う
に
飛
び
去
る
こ
と
し
か
知
ら
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ぬ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
ま
と
い
ま
と
の
あ
い
だ
に
隙
間
が
あ
い
て
し
ま
っ
て
、
離
人
症
患
者
の
い
う
通
り
の
非
連
続
な
時
間
が

出
現
す
る
だ
ろ
う
。
道
元
は
さ
ら
に
「
尽
界
に
あ
ら
ゆ
る
尽
有
は
、
つ
ら
な
り
な
が
ら
時
時
な
り
。
有
時
な
る
に
よ
り
て
吾
有
時
な

り
」
と
も
い
う
（
同
上
）
。
こ
の
宇
宙
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
と
し

て
連
続
し
て
い
る
。
あ
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
ま
ま
い
ま
と
い
う
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
自
己
と
い
う
こ
と
も
、
あ
る
と
い
う
こ
と
と

し
て
い
ま
で
あ
る
（
（11
（

。

非
連
続
の
時
間
が
離
人
症
で
あ
り
、
道
元
禅
師
の
時
間
は
間
隙
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
木
村
氏
は
離
人
症
の
症
状

に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

離
人
症
患
者
は
時
間
を
感
じ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
言
い
か
た
は
正
確
さ
を
欠
い
て
い
る
。
時
間
が
存
在
す
る
の
に
そ
れ
が
感
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
端
的
に
言
っ
て
時
間
は
存
在
し
な
い
の
だ
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
わ
れ
わ
れ
が
ふ
だ
ん
時
間
に
つ
い
て
語
り
、
あ
た
か
も
時
間
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
こ
の
世
界
に
存
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
は
、
大
多
数
の
人
が
離
人
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
か
ら
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
（
（11
（

。

離
人
症
患
者
に
と
っ
て
は
時
間
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。
健
常
者
だ
か
ら
こ
そ
時
間
を
意
識
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

木
村
氏
は
て
ん
か
ん
患
者
の
時
間
把
握
に
関
し
て
記
す
中
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

覚
醒
癲
癇
型
の
性
格
を
基
本
に
お
い
て
癲
癇
の
患
者
を
見
て
行
く
う
ち
に
、
私
は
彼
ら
の
存
在
構
造
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
時
間

契
機
が
現
在
の
一
瞬
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
現
在
の
一
瞬
こ
と
は
、
人
間
が
永
遠
の

死
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
存
在
の
充
溢
を
生
き
る
輝
か
し
い
瞬
間
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
、
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

若
い
こ
ろ
に
京
大
の
辻
村
公
一
教
授
の
指
導
で
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
を
読
ん
で
い
た
こ
ろ
、
辻
村
さ
ん
が
ふ
と
洩
ら
さ
れ
た
「
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
と
西
田
先
生
の
違
い
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
将
来
が
中
心
に
な
る
の
に
西
田
先
生
で
は
現
在
が
中
心
に
な
る
こ
と
だ
」
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と
い
う
言
葉
が
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
私
の
心
を
離
れ
な
か
っ
た
が
、
癲
癇
に
関
係
し
て
「
現
在
」
と
い
う
時
間
の
こ
と
を
考
え
て
い

る
う
ち
に
、
禅
の
考
え
は
ず
い
ぶ
ん
癲
癇
的
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
大
疑
現
前
か
ら
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め
て
、
大
死
一
番
乾

坤
新
た
な
り
と
い
う
境
地
で
父
母
未
生
以
前
の
自
己
に
出
遭
う
な
ど
と
い
う
構
造
は
、
癲
癇
的
な
現
在
の
生
き
か
た
以
外
で
は
不
可

能
で
あ
る
（
（11
（

。      

辻
村
氏
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
西
田
幾
多
郎
と
の
相
違
を
、
「
将
来
が
中
心
」
と
「
現
在
が
中
心
」
と
の
違
い
に
見
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

木
村
氏
の
見
方
と
し
て
「
禅
の
考
え
は
て
ん
か
ん
的
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
大
変
示
唆
に
富
む
も
の
と
思
う
。
坐
禅
を
す
る
と
脳
に

対
し
て
あ
る
種
の
変
化
を
き
た
す
の
か
。

  

左
記
に
述
べ
た
よ
う
に
西
田
を
代
表
と
す
る
実
存
哲
学
者
の
見
解
で
あ
る
「
今
重
視
」
「
現
在
優
位
」
の
考
え
方
と
道
元
禅
師
の
考
え

方
を
同
一
と
す
る
見
方
に
対
し
て
、
辻
口
氏
は
別
の
見
解
を
示
す
。

秋
山
範
二
氏
の
見
解
、
お
よ
び
こ
れ
に
類
す
る
、
実
存
哲
学
的
な
「
現
在
の
優
位
」
の
考
え
方
は
、
い
づ
れ
も
主
体
性
と
し
て
の
自

己
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
り
こ
の
点
に
お
い
て
、
道
元
禅
師
の
説
か
れ
る
、
「
今
」
、
「
同
時
」
と
は
、
そ
の
よ
っ
て
立
つ
基
盤

が
異
な
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
（
（11
（

。

実
存
哲
学
的
な
「
現
在
の
優
位
」
の
考
え
方
は
、
道
元
禅
師
の
「
今
」
と
は
そ
の
よ
っ
て
立
つ
基
盤
が
異
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

  

と
こ
ろ
で
、
「
今
」
の
絶
対
を
見
て
き
た
が
、
反
対
に
時
間
的
に
洪
大
な
面
が
あ
る
「
輪
廻
」
に
関
し
て
道
元
禅
師
は
ど
の
よ
う
に
見

な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
道
元
禅
師
の
輪
廻
観
に
対
し
て
様
々
な
見
解
が
あ
る
が
、
筆
者
は
基
本
的
に
は
肯
定
し
て
い
る
と
考
え
る
（
（11
（

。
さ

ら
に
、
「
輪
廻
の
主
体
」
に
関
し
て
は
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
筆
者
は
道
元
禅
師
は
そ
れ
を
「
種
子
」
と
見
な
し
て
い
る
と
考
え
る
。
何

故
な
ら
「
袈
裟
功
徳
」
に
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
句
・
一
偈
を
信
心
に
そ
め
ん
、
長
劫
光
明
の
種
子
と
し
て
、
つ
ひ
に
無
上
菩
提
に
い
た
る
。
一
法
・
一
善
を
身
心
に
そ
め
ん
、
亦

復
如
是
な
る
べ
し
。
心
念
も
刹
那
生
滅
し
、
無
所
住
な
り
、
身
体
も
刹
那
生
滅
し
、
無
所
住
な
り
と
い
へ
ど
も
、
所
修
の
功
徳
、
か
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な
ら
ず
熟
脱
の
と
き
あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
袈
裟
功
徳
」
（
『
道
元
禅
師
全
集
』
二
巻
三
〇
七
頁
）

こ
こ
に
は
、
我
々
の
身
心
と
い
う
相
続
を
「
種
子
」
と
み
な
し
、
そ
れ
を
仏
法
色
に
「
染
め
る
」
、
そ
う
す
る
と
光
輝
き
だ
す
と
説
か
れ

て
い
る
。
そ
の
他
に
「
伝
衣
」
に
も
、

ま
こ
と
に
如
来
世
尊
の
衣
法
正
伝
せ
る
法
に
値
遇
す
る
、
宿
殖
般
若
の
大
功
徳
種
子
に
よ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
伝
衣
」
（
二
巻
三
六
四
頁
）

と
あ
っ
て
過
去
世
に
種
子
を
植
え
た
こ
と
に
よ
り
、
「
衣
法
正
伝
せ
る
法
」
に
値
う
こ
と
が
で
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
道
元
禅
師
は
、

輪
廻
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
そ
の
中
に
お
い
て
仏
道
を
行
じ
、
そ
し
て
、
生
死
輪
廻
の
中
に
お
い
て
仏
道
を
行
ず
る
と
い
う
こ
と
そ
の

ま
ま
が
生
死
輪
廻
か
ら
の
解
脱
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
実
存
哲
学
者
は
「
輪
廻
」
を
ど
の
よ
う
に
見
な
し
て
い
る
か
。
九
鬼
は
、

そ
し
て
、
輪
廻
説
の
地
平
を
拡
大
し
、
同
時
に
論
理
を
徹
底
さ
せ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
人
間
は
相
互
間
の
具
体
的
関
係
を
保
っ
た

ま
ま
、
状
況
も
具
体
的
全
体
を
伴
っ
て
、
周
期
的
に
生
成
す
る
と
い
う
観
念
に
到
達
す
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
世
界
は
そ
の
同
一
性

の
状
態
を
保
っ
た
ま
ま
周
期
的
に
回
帰
す
る
（
（11
（

。

と
述
べ
、
輪
廻
説
を
徹
底
さ
せ
る
と
「
世
界
は
そ
の
同
一
性
の
状
態
を
保
っ
た
ま
ま
周
期
的
に
回
帰
す
る
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
九
鬼

の
時
間
論
に
関
し
て
小
浜
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
輪
廻
思
想
の
論
理
を
徹
底
・
拡
大
し
て
ゆ
け
ば
再
生
思
想
に
行
き
つ
く
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（
（11
（

。

「
再
生
思
想
」
に
行
き
つ
く
と
い
う
。
さ
ら
に
、
小
浜
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

輪
廻
思
想
の
根
底
に
は
同
一
律
と
し
て
の
因
果
律
が
あ
る
。
輪
廻
転
生
の
世
界
は
徹
底
的
に
同
一
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
世
界
で

あ
る
。
変
化
は
見
か
け
、
臆
見
に
す
ぎ
な
い
。
宗
教
上
の
エ
レ
ア
主
義
と
い
っ
て
よ
い
。
善
人
は
決
し
て
悪
人
に
、
悪
人
は
決
し
て

善
人
に
は
な
れ
な
い
で
あ
ろ
う
（
（11
（

。



道元禅師における時の把握―増永霊鳳氏の分類から―

― 143 ―

輪
廻
思
想
、
或
い
は
再
生
思
想
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
、
「
善
人
は
決
し
て
悪
人
に
、
悪
人
は
決
し
て
善
人
に
は
な
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
仏
典
の
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
な
ど
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
と
は
、
釈
尊
が
前
世
に
菩
薩
と
し
て
修

行
し
て
い
た
と
き
、
衆
生
を
教
え
導
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
物
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
釈
尊
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
何
度
も
生
ま

れ
変
わ
っ
て
衆
生
を
救
い
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
悟
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

道
元
禅
師
も
、
今
世
は
宿
善
に
よ
っ
て
仏
道
修
行
が
可
能
に
な
り
、
来
世
も
ま
た
人
間
と
し
て
生
ま
れ
仏
道
修
行
を
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
示
さ
れ
て
い
る
。
小
浜
氏
の
解
説
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
は
通
り
が
か
り
に
子
犬
の
ぶ
た
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
「
よ
せ
、
ぶ
つ
な
、
友
人
の
魂
だ
、
泣
く
の
を
聞
い
て
そ
れ

と
わ
か
っ
た
の
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
（
（11
（

。

こ
の
記
述
は
明
恵
上
人
（
一
一
七
三
―
一
二
三
二
）
の
行
状
を
思
い
起
こ
す
。
明
恵
が
動
物
を
慈
し
ん
だ
こ
と
は
伝
記
に
多
く
語
ら
れ
、

『
夢
記
』
に
も
し
ば
し
ば
動
物
が
顔
を
出
す
。
幼
い
日
々
、
亡
き
父
母
を
慕
う
明
恵
は
、
小
動
物
を
見
て
は
そ
の
生
ま
れ
変
わ
り
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
、
子
犬
を
ま
た
い
で
し
ま
っ
た
後
に
立
ち
返
っ
て
拝
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　

小
浜
氏
は
再
生
思
想
、
究
極
的
に
は
「
永
劫
回
帰
」
の
思
想
は
「
無
意
味
な
生
の
繰
り
返
し
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
（
（12
（

、
輪
廻
説
に

対
し
て
も
、

ま
た
仏
教
に
お
い
て
も
煩
悩
、
と
り
わ
け
愛
慾
を
否
定
し
、
無
知
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輪
廻
転
生
の
軛
か
ら
脱
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
説
か
れ
る
。
九
鬼
の
言
う
主
知
主
義
的
な
「
仏
教
的
解
脱
・
救
済
」
の
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
実
は
輪
廻
の
思
想
そ
の

も
の
に
は
救
済
へ
の
可
能
性
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
（
（12
（

。

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
輪
廻
説
は
「
救
済
へ
の
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
い
」
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
救
い
は
な
い
が
、
「
意
志
・
勇
気
」
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
、
無
限
回
帰
す
る
世
界
と
生
を
あ
り
の
ま
ま
に
肯
定
し
引
き
受
け
る
意
志
・
勇
気
は
わ
れ
わ
れ
に
は
な
い
の
か
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と
九
鬼
は
自
問
す
る
。
か
れ
は
そ
の
よ
う
な
意
志
・
勇
気
を
武
士
道
の
中
に
見
る
（
（12
（

。

　

九
鬼
氏
の
時
間
論
に
関
し
て
藤
田
正
勝
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

九
鬼
が
そ
の
時
間
論
を
通
し
て
語
ろ
う
と
し
た
の
は
、
結
局
、
わ
れ
わ
れ
の
生
が
一
回
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
無

限
回
く
り
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
い
ま
・
こ
こ
で
こ
の
生
の
な
か
で
絶
え
ざ
る
喘
ぎ
と
と
も
に
「
善
へ
の
憧
憬
」
を
も

ち
つ
づ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
絶
対
的
な
価
値
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
生
を
肯
定
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
創
造

的
な
生
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
（
（12
（

。

九
鬼
の
「
善
へ
の
憧
憬
」
は
カ
ン
ト
か
ら
き
た
と
さ
れ
る
が
、
「
意
志
・
勇
気
」
や
「
善
へ
の
憧
憬
」
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
意

味
な
輪
廻
に
意
義
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

「
意
志
」
を
重
視
す
る
こ
と
は
道
元
禅
師
も
認
め
る
が
、
し
か
し
、
異
な
る
面
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
道
元
禅
師
は
輪
廻
を
肯
定
し
、

そ
の
中
で
人
間
と
し
て
生
ま
れ
修
行
し
、
功
徳
を
積
み
な
が
ら
生
き
て
行
く
。
そ
し
て
、
来
世
も
人
間
と
し
て
生
ま
れ
修
行
を
し
て
い

く
。
「
生
生
世
世
」
に
仏
道
を
行
じ
て
い
く
こ
と
に
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
仏
教
で
の
輪
廻
説
は
、
人
は
修
行
の
た
め
に
こ
の
世
に
生

ま
れ
て
き
て
、
修
行
の
た
め
に
何
度
も
何
度
も
多
く
の
生
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
哲
学
と
は
異
な
る
と
思
う
。

　

又
、
来
世
も
今
世
と
同
様
の
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
様
々
な
受
取
り
が
あ
る
と
思
う
（
（12
（

。
と
り
わ
け
今
世
が
苦
し
い
状
況
に
あ

る
者
は
今
世
を
否
定
し
来
世
に
期
待
す
る
で
あ
ろ
う
。
浄
土
思
想
に
近
い
も
の
を
感
じ
る
が
、
道
元
禅
師
は
来
世
も
人
間
に
生
ま
れ
仏
道

修
行
す
る
た
め
に
現
世
で
功
徳
を
積
む
。
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
日
、
一
瞬
一
瞬
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
六
　
実
践
的
時
間
の
問
題

　

増
永
氏
が
第
六
に
挙
げ
て
い
る
の
が
「
実
践
的
時
間
の
問
題
」
で
あ
る
。
増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
６
）
而
今
の
意
義
は
我
々
の
行
持
に
よ
っ
て
、
初
め
て
実
現
し
得
る
で
あ
ら
う
。
行
持
の
巻
は
こ
れ
を
「
い
ま
と
い
ふ
道
は
行
持
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よ
り
さ
き
に
あ
ら
ず
、
行
持
現
成
す
る
を
い
ま
と
い
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
人
間
の
実
践
を
は
な
れ
て
具
体
的
な
現
在
は
な
い
。

我
々
の
行
持
が
現
成
す
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
い
つ
も
今
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
現
在
は
あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
行
持

の
今
を
除
い
て
は
、
自
己
自
身
が
存
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

行
持
の
巻
は
、
「
仏
祖
の
大
道
か
な
ら
ず
、
無
上
の
行
持
あ
り
、
道
環
し
て
断
滅
せ
ず
」
と
い
ふ
。
こ
の
道
環
し
て
断
絶
せ
ざ
る

行
持
に
於
て
、
真
実
の
自
己
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
人
間
は
而
今
の
生
を
真
実
に
生
き
、
即
今
の
死
を
真
個
に
死
な
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
な
は
ち
生
に
当
面
し
て
は
、
生
に
純
一
に
し
て
、
そ
の
全
体
に
生
き
、
死
に
際
会
し
て
は
、
死
に
無
雑
に
し
て
、
そ
の
全

面
に
徹
す
べ
き
で
あ
る
。
永
平
広
録
第
三
巻
に
、
「
師
曰
趙
州
雖
恁
麼
道
、
永
平
到
箇
裡
又
且
如
何
。
儞
被
十
二
時
使
、
許
儞
会
祖

師
禅
。
老
僧
使
得
十
二
時
、
許
老
僧
会
如
来
禅
」
と
あ
る
。
十
二
時
に
使
は
れ
ず
し
て
、
自
主
的
に
十
二
時
を
使
得
す
る
も
の
に

と
っ
て
、
日
日
こ
れ
好
日
で
あ
り
、
時
々
こ
れ
好
時
で
あ
る
。
か
く
し
て
随
処
に
主
と
な
り
、
立
つ
処
皆
真
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

　

さ
れ
ば
、
禅
師
も
随
聞
記
第
一
巻
に
於
て
、
「
只
念
々
に
明
日
を
期
す
る
こ
と
な
く
、
當
日
當
時
ば
か
り
と
思
う
て
、
後
日
は
太

だ
不
定
な
り
、
知
り
難
け
れ
ば
只
今
日
ば
か
り
存
命
の
程
、
仏
道
に
隨
は
ん
と
思
ふ
べ
き
な
り
」
と
い
ひ
、
同
じ
く
第
二
巻
で
、

「
只
今
日
今
時
ば
か
り
と
思
う
て
時
光
を
う
し
な
は
ず
、
学
道
に
心
を
い
る
べ
き
な
り
。
そ
の
後
は
真
実
に
や
す
き
な
り
。
性
の
上

下
と
根
の
利
鈍
は
全
く
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
有
時
の
而
今
を
真
実
に
生
き
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
道
元
禅
師

に
於
け
る
宗
教
の
本
領
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

　

百
歳
の
日
月
を
こ
の
一
日
の
生
活
に
体
現
す
る
こ
と
は
、
生
命
価
値
の
自
覚
に
基
く
の
で
あ
る
。
前
後
際
断
の
無
礙
自
在
な
る
実

践
に
於
て
、
生
の
意
義
は
初
め
て
全
う
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
故
に
行
持
の
巻
は
、
「
し
か
あ
れ
ば
、
一
日
は
お
も
か
る
べ
き
な

り
。
い
た
づ
ら
に
百
歳
い
け
ら
ん
は
う
ら
む
べ
き
日
月
な
り
。
か
な
し
む
べ
き
形
骸
な
り
。
た
と
ひ
百
歳
の
日
月
は
声
色
の
奴
婢
と

馳
走
す
と
も
、
そ
の
な
か
一
日
の
行
持
を
行
取
せ
ば
、
一
生
の
百
歳
を
行
取
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
百
歳
の
他
生
を
も
度
取
す
べ
き

な
り
。
こ
の
一
日
の
身
命
は
た
ふ
と
ぶ
べ
き
身
命
な
り
。
た
ふ
と
ぶ
べ
き
形
骸
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。
か
く
し
て
、
行
持
に
よ
っ
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て
現
成
さ
れ
た
而
今
に
こ
そ
真
の
宗
教
的
生
命
が
存
す
る
（
（12
（

。

こ
こ
で
増
永
氏
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、
「
行
持
上
」
巻
と
『
随
聞
記
』
で
あ
る
。

縁
起
は
行
持
な
り
、
行
持
は
縁
起
せ
ざ
る
が
ゆ
え
に
と
、
功
夫
参
学
を
審
細
に
す
べ
し
。
か
の
行
持
を
見
成
す
る
行
持
は
、
す
な
は

ち
こ
れ
わ
れ
ら
が
い
ま
の
行
持
な
り
。
行
持
の
い
ま
は
、
自
己
の
本
有
・
元
住
に
あ
ら
ず
。
行
持
の
い
ま
は
、
自
己
に
去
来
・
出
入

す
る
に
あ
ら
ず
。
い
ま
と
い
ふ
道
は
、
行
持
よ
り
さ
き
に
あ
る
に
は
あ
ら
ず
、
行
持
現
成
す
る
を
い
ま
と
い
ふ
。

　
　
　
　

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
上
」
（
一
巻
一
四
六
頁
）

仏
祖
の
大
道
、
か
な
ら
ず
無
上
の
行
持
あ
り
、
道
環
し
て
断
絶
せ
ず
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
、
し
ば
ら
く
の
間
隙
あ
ら
ず
、

行
持
道
環
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
上
」
（
一
巻
一
四
五
頁
）

245
上
堂
。
記
得
。
趙
州
、
因
僧
問
、
十
二
時
中
如
何
用
心
。
州
云
、
儞
被
十
二
時
使
、
老
僧
使
得
十
二
時
。
儞
問
那
箇
時
。
師
云
、

趙
州
雖
恁
麼
道
、
永
平
到
箇
裏
又
且
如
何
。
儞
被
十
二
時
使
、
許
儞
会
祖
師
禅
。
老
僧
使
得
十
二
時
、
許
老
僧
会
如
来
禅
。
這
箇
是

超
仏
越
祖
底
道
理
。
作
麼
生
是
仏
祖
屋
裏
底
道
理
。
良
久
云
、
鉢
盂
開
口
喫
飯
。    　
　
　

『
永
平
広
録
』
第
三
（
三
巻
一
六
四
頁
）

所
詮
は
、
一
切
の
事
に
臨
で
、
可
案
道
理
也
。
念
々
に
不
留
、
日
々
に
遷
流
し
て
、
無
常
迅
速
な
る
事
、
眼
前
の
道
理
也
。
不
可
待

知
識
経
巻
数
。
念
々
に
、
無
期
明
日
。
思
当
日
当
時
許
、
後
日
は
甚
だ
不
定
也
。
知
り
難
け
れ
ば
、
只
、
今
日
ば
か
り
も
、
身
命
の

在
ら
ん
程
、
可
思
順
仏
道
也
。
順
仏
道
者
は
、
為
興
法
利
生
、
捨
身
命
、
行
諸
事
、
去
也
。 　

   

『
随
聞
記
』
二
（
七
巻
八
二
頁
）
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此
道
理
、
真
実
な
れ
ば
、
仏
も
是
を
衆
生
の
た
め
に
説
き
、
祖
師
の
普
説
法
語
に
も
、
こ
道
理
を
の
み
説
く
。
今
の
上
堂
請
益
等
に

も
、
無
常
迅
速
、
生
死
事
大
を
云
也
。
返
々
も
、
此
道
理
を
、
心
に
忘
れ
ず
し
て
、
只
、
今
日
今
時
許
と
思
て
、
時
光
を
失
は
ず
、

学
道
に
心
を
入
る
可
也
。
其
後
、
真
実
に
易
き
也
。
性
の
上
下
、
根
利
鈍
、
全
く
不
可
論
。       

『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
六
頁
）

し
か
あ
れ
ば
、
一
日
は
お
も
か
る
べ
き
な
り
。
い
た
づ
ら
に
百
歳
い
け
ら
ん
は
、
う
ら
む
べ
き
日
月
な
り
、
か
な
し
む
べ
き
形
骸
な

り
。
た
と
ひ
百
歳
の
日
月
は
声
色
の
奴
婢
と
馳
走
す
と
も
、
そ
の
な
か
一
日
の
行
持
を
行
取
せ
ば
、
一
生
の
百
歳
を
行
取
す
る
の
み

に
あ
ら
ず
、
百
歳
の
他
生
を
も
度
取
す
べ
き
な
り
。
こ
の
一
日
の
身
命
は
、
た
ふ
と
ぶ
べ
き
身
命
な
り
、
た
ふ
と
ぶ
べ
き
形
骸
な

り
。
か
る
が
ゆ
え
に
、
い
け
ら
ん
こ
と
一
日
な
ら
ん
は
、
諸
仏
の
機
を
会
せ
ば
、
こ
の
一
日
を
曠
劫
多
生
に
も
す
ぐ
れ
た
る
と
す
る

な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
、
い
ま
だ
決
了
せ
ざ
ら
ん
と
き
は
、
一
日
を
い
た
づ
ら
に
つ
か
ふ
こ
と
な
か
れ
。
こ
の
一
日
は
、
を
し
む
べ
き

重
宝
な
り
。
尺
璧
の
価
直
に
擬
す
べ
か
ら
ず
、
驪
珠
に
か
ふ
る
こ
と
な
か
れ
。
古
賢
、
を
し
む
こ
と
、
身
命
よ
り
も
す
ぎ
た
り
。

『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
上
」
（
一
巻
一
六
三
頁
）

ま
た
、
増
永
氏
は
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
行
的
な
時
間
、
す
な
わ
ち
実
践
な
時
間
を
説
か
れ
ま
す
（
（12
（

。

行
的
な
時
間
、
実
践
修
行
と
い
う
こ
と
が
、
「
有
時
の
而
今
」
、
「
而
今
」
と
い
う
こ
と
と
併
せ
て
述
べ
て
い
る
。
増
永
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

人
間
の
実
践
を
離
れ
て
、
具
体
的
な
現
在
は
な
い
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
行
持
が
現
成
す
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
、
い
つ
も
今
が
あ

り
、
そ
の
ほ
か
に
現
在
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
（
（12
（

。

実
践
修
行
以
外
に
現
在
、
今
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。
新
保
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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ど
の
よ
う
に
中
途
半
端
に
見
え
る
時
も
、
迷
い
の
時
も
す
べ
て
が
そ
れ
な
り
に
完
結
し
た
時
で
あ
り
、
而
今
に
お
い
て
生
き
る
こ
と

そ
の
も
の
が
最
高
の
体
験
な
の
だ
、
と
道
元
は
説
く
の
で
あ
る
（
（12
（

。

而
今
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
、
行
持
、
実
践
修
行
し
て
い
る
時
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
全
て
の
時
間
を
指
す
の
か
、
或
い

は
、
全
て
の
時
間
が
修
行
で
あ
る
か
。
角
田
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
々
に
は
、
い
つ
で
も
「
い
ま
」
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
に
は
、
修
行
し
て
い
る
と
き
以
外
に
「
い
ま
」
は
な
い
と
い

う
。
道
元
禅
師
に
と
っ
て
の
「
今
」
は
、
つ
ね
に
修
行
の
時
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
日
常
生
活
の
す
べ
て
を
、
大
切

な
修
行
と
し
て
生
き
る
道
元
禅
師
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
言
葉
で
あ
る
（
（12
（

。

修
行
し
て
い
る
と
き
以
外
に
「
今
」
は
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
常
に
修
行
の
時
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
二
十
四
時
間
す
べ
て
を
修
行
と

し
、
今
と
し
、
而
今
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
有
時
を
如
何
に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

  

木
村
隆
徳
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

無
執
着
の
実
践
の
姿
を
時
間
論
の
立
場
か
ら
厳
密
に
規
定
し
て
お
こ
う
と
い
う
の
が
道
元
禅
師
の
「
今
、
今
の
時
間
論
」
の
主
張
目

的
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
（
（13
（

。

「
無
執
着
の
実
践
の
姿
」
を
規
定
す
る
た
め
に
、
道
元
禅
師
は
「
今
、
今
の
時
間
論
」
、
つ
ま
り
、
有
時
の
巻
を
示
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

増
永
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

結
局
、
わ
れ
わ
れ
は
瞬
間
々
々
、
明
日
と
い
う
と
き
を
待
つ
こ
と
な
く
、
今
日
こ
の
時
と
思
っ
て
、
そ
し
て
、
後
日
は
は
な
は
だ
定

ま
ら
な
い
、
知
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
、
今
日
今
時
ば
か
り
と
、
命
の
あ
る
間
に
、
仏
道
に
従
お
う
と
思

う
べ
き
で
あ
る
。
人
間
の
ふ
む
べ
き
大
道
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
最
も
大
切
だ
と
い
わ
れ
る
の
で
す
（
（13
（

。

今
日
今
時
ば
か
り
と
、
命
の
あ
る
間
に
、
仏
道
に
従
お
う
と
思
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
道
元
禅
師
は
明
日
を
期
す
る
こ
と
な
く
、
今
行

ず
べ
き
こ
と
を
随
所
に
示
し
て
い
る
。
『
随
聞
記
』
よ
り
数
例
挙
げ
よ
う
。



道元禅師における時の把握―増永霊鳳氏の分類から―

― 149 ―

此
道
理
も
、
猶
、
の
び
た
る
事
也
。
世
間
の
事
を
も
、
仏
道
の
事
を
も
思
へ
。
明
日
、
次
の
時
よ
り
も
、
何
な
る
重
病
を
も
受
て
、

東
西
も
不
弁
、
重
苦
の
み
か
な
し
み
、
又
、
何
な
る
鬼
神
の
、
怨
害
を
も
受
て
、
頓
死
を
も
し
、
何
な
る
賊
難
に
も
逢
ひ
、
怨
敵
も

出
来
て
、
殺
害
奪
命
せ
ら
る
る
事
も
や
有
ん
。
真
実
に
不
定
也
。                                           

『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
六
頁
）

夜
話
云
、
古
人
云
、
朝
に
聞
道
、
夕
に
死
と
も
可
也
。
今
、
学
道
の
人
、
有
此
心
べ
き
也
。
広
劫
多
生
の
間
、
幾
回
か
徒
に
生
じ
、

徒
に
死
せ
ん
。
ま
れ
に
人
界
に
生
れ
て
、
た
ま
た
ま
逢
仏
法
時
、
何
に
し
て
も
死
行
べ
き
身
を
、
心
ば
か
り
に
、
惜
持
と
も
、
不
可

叶
。
遂
に
捨
て
行
命
を
、
一
日
片
時
な
り
と
も
、
為
仏
法
、
す
て
た
ら
ば
、
永
劫
の
楽
因
な
る
べ
し
。
思
後
事
明
日
活
計
、
不
捨
可

捨
世
、
不
行
可
行
道
而
、
あ
た
ら
日
夜
を
過
す
は
、
口
惜
き
事
也
。
只
、
思
切
て
、
明
日
の
活
計
な
く
は
、
飢
死
に
も
せ
よ
。
寒
死

も
せ
よ
、
今
日
一
日
、
道
を
聞
て
、
仏
意
に
随
て
死
ん
と
、
思
ふ
心
を
、
先
づ
可
発
也
。
其
上
に
道
を
行
じ
得
ん
事
は
一
定
也
。

『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
七
頁
）

然
れ
ば
明
日
死
に
、
今
夜
死
可
し
と
思
ひ
、
あ
さ
ま
し
き
事
に
、
逢
た
る
思
を
な
し
て
、
切
に
は
げ
み
、
志
を
す
す
む
る
に
、
悟
を

え
ず
と
云
事
無
き
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
九
頁
）

仏
法
を
行
ず
る
に
、
品
を
え
ら
ぶ
べ
き
に
非
ず
。
人
界
の
生
は
、
皆
、
是
、
器
量
也
。
余
の
畜
生
等
の
、
性
に
て
は
不
可
叶
。
学
道

の
人
は
、
只
、
明
日
を
期
す
る
事
な
か
れ
。
今
日
今
時
ば
か
り
、
仏
に
随
て
行
じ
ゆ
く
べ
き
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

『
随
聞
記
』
二
（
七
巻
八
二
頁
）

道
元
禅
師
は
「
明
日
」
と
同
様
に
「
後
時
」
に
期
待
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
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須
く
閑
に
坐
し
て
、
道
理
を
案
じ
て
、
終
に
う
ち
立
ん
道
を
、
思
ひ
定
む
べ
し
。
主
君
父
母
も
、
我
に
悟
り
を
与
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

恩
愛
妻
子
も
、
我
が
く
る
し
み
を
、
す
く
う
べ
か
ら
ず
。
財
宝
も
死
を
す
く
は
ず
。
世
人
終
に
我
を
た
す
く
る
事
な
し
。
非
器
な
り
と

云
て
、
修
せ
ず
は
、
何
の
劫
に
か
得
道
せ
ん
。
但
須
、
万
事
を
放
下
し
て
、
一
向
に
学
道
す
べ
し
。
後
時
を
存
ず
る
こ
と
莫
る
べ
し
。

                                          　
　

   

『
随
聞
記
』
六
（
七
巻
一
三
六
頁
）

臨
終
時
に
後
悔
す
る
故
に
、
道
理
を
考
え
て
、
ひ
た
す
ら
仏
道
を
学
ぶ
で
き
で
あ
る
。
後
で
修
行
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
は
も
っ
て
の
ほ

か
。
「
後
日
」
と
い
う
言
葉
も
見
い
だ
さ
れ
る
。

示
云
、
学
道
の
人
は
後
日
を
待
て
、
行
道
せ
ん
と
思
ふ
事
な
か
れ
。
只
今
日
今
時
を
過
ご
さ
ず
し
て
、
日
々
時
々
を
勤
む
べ
き
也
。     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

『
随
聞
記
』
一
（
七
巻
五
六
頁
）

去
年
思
よ
り
た
り
し
時
、
在
家
を
離
て
寺
に
近
づ
き
て
、
僧
に
馴
て
一
年
行
道
し
て
終
り
た
ら
ば
、
勝
れ
た
ら
ま
し
と
、
存
る
に
つ

け
て
も
、
仏
道
修
行
は
、
後
日
を
待
つ
ま
じ
き
と
、
覚
る
な
り
。   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
随
聞
記
』
六
（
七
巻
一
三
六
頁
）

　

瑩
山
禅
師
も
「
後
日
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
。

聖
を
去
る
こ
と
時
遠
く
、
道
業
未
だ
成
ぜ
ず
身
命
保
ち
難
し
。
何
ぞ
後
日
を
期
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
伝
光
録
』
第
三
十
三
祖
大
鑑
禅
師
章

道
元
禅
師
も
瑩
山
禅
師
も
後
日
を
期
待
せ
ず
に
今
修
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

　

新
保
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
元
の
時
を
惜
し
む
気
持
は
、
仏
道
を
求
め
る
切
実
な
要
因
か
ら
来
て
お
り
、
仏
道
を
励
む
一
日
一
日
が
貴
重
で
あ
る
が
故
に
で
あ
る
（
（13
（

。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
実
践
的
時
間
の
問
題
」
に
お
い
て
は
、
増
永
氏
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
な
ど
の
哲
学
者
の
言
葉
を
引
い
て
い
な
い
こ
と

は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
時
間
論
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
実
践
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。

或
い
は
、
実
践
に
対
す
る
態
度
の
相
違
が
、
宗
教
と
哲
学
と
を
分
か
つ
メ
ル
ク
マ
ー
ル
か
も
し
れ
な
い
。
哲
学
で
は
、
実
践
よ
り
も
意
志

の
重
要
性
が
説
か
れ
る
。
例
え
ば
、
九
鬼
の
時
間
論
に
関
し
て
小
浜
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

九
鬼
が
言
い
た
い
の
は
、
す
べ
て
が
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
立
ち
現
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
無
意
味
な
も
の
と
し
て
過
ぎ
去
る
か
、
そ

れ
は
ひ
と
え
に
偶
然
し
た
実
存
と
し
て
の
主
体
の
意
志
に
懸
か
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
、
言
い
か
え
れ
ば
、
私
と
世
界
と
の
、
私
と

あ
な
た
と
の
「
い
ま
、
こ
こ
」
で
の
邂
逅
を
「
永
遠
の
現
在
」
の
中
で
の
「
で
き
ご
と
」
と
な
る
よ
う
意
志
せ
よ
と
い
う
事
、
時
間

の
現
在
を
永
遠
の
現
在
と
な
る
よ
う
意
志
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
（13
（

。

　

藤
田
正
勝
氏
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
を
「
精
神
哲
学
」
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
論
じ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
こ
と
を
九
鬼
は
主
張
す
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
時
間
は
単
な

る
認
識
の
形
式
で
は
な
く
、
人
間
の
生
そ
の
も
の
と
、
そ
し
て
自
由
、
決
意
、
意
志
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
（13
（

。

時
間
は
人
間
の
生
そ
の
も
の
で
あ
り
、
自
由
、
決
意
、
意
志
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
す
べ
て
は
今
こ
こ
で
の
わ
れ
わ
れ
の

「
意
志
」
に
懸
か
っ
て
い
る
と
九
鬼
は
考
え
て
い
た
と
い
う
。
九
鬼
は
、
時
間
は
西
洋
に
お
い
て
「
意
志
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と

し
て
一
致
し
て
」
い
る
が
、
東
洋
に
お
い
て
も
「
時
間
は
根
本
に
お
い
て
意
志
に
属
す
る
も
の
と
」
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
洋
の

『
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
』
を
提
示
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

意
志
は
無
明
よ
り
生
じ
、
意
志
か
ら
時
間
が
生
じ
る
（
（13
（

。

実
存
に
関
し
て
岩
田
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

実
存
と
は
自
由
な
者
、
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の
選
択
に
自
分
を
賭
け
る
者
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
分
の
あ
り
方
に
全
責
任
を
背
負
う
者

で
あ
る
（
（13
（

。  
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道
元
禅
師
の
実
践
は
、
坐
禅
を
中
心
と
し
た
修
行
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
道
元
禅
師
は
明
日
や
後
日
を
期
す
る
こ
と
な
く
、
今
修

行
せ
よ
と
示
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
修
行
に
よ
っ
て
現
在
の
私
が
あ
り
、
現
在
の
修
行
に
よ
っ
て
未
来
の
自
己
が
あ
る
と
い
う
業
思
想
を

認
め
る
が
故
に
、
今
修
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
三
世
に
渡
っ
て
善
根
を
植
え
る
、
三
世
に
於
い
て
仏
道
修
行
し
よ
う
と
い
う
「
意
志
」
、

良
い
行
為
を
し
よ
う
と
い
う
「
意
志
」
は
道
元
禅
師
は
強
く
有
し
て
い
た
と
思
う
（
（13
（

。

　
　
　
お
わ
り
に

　

増
永
氏
は
じ
め
多
く
の
学
者
は
、
道
元
禅
師
の
時
間
論
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
や
西
田
幾
多
郎
等
の
実
存
哲
学
者
の
時
間
論
と
を
比
較
し
、

そ
の
類
似
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
道
元
の
「
い
は
ゆ
る
有
時
は
、
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
を
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
と
対
比
さ
せ
て
い
る
。
凡
そ
八
百
年
前
に
生
き
た
道
元
禅
師
と
近
代
の
そ
れ
も
異
国
の
最
先
端
の
哲
学
者
と
が

如
何
に
類
似
す
る
か
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
元
禅
師
の
思
想
的
素
晴
ら
し
さ
示
し
、
日
本
人
の
優
秀
さ
を
明
か
そ
う
と
す
る
も
の
だ
と

思
う
。
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
時
代
的
側
面
も
あ
っ
た
と
思
う
。

　

確
か
に
類
似
す
る
面
も
あ
る
が
、
全
く
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
と
も
に
「
今
」
を
重
視
し
、
「
死
」
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
共
通

だ
と
思
う
。
西
田
の
「
永
遠
の
今
」
や
「
非
連
続
の
連
続
」
と
道
元
禅
師
の
思
想
と
が
一
致
す
る
と
い
う
学
者
は
多
い
が
、
批
判
的
に
見

な
す
学
者
も
い
る
。
今
の
筆
者
に
は
正
否
の
結
論
は
出
せ
な
い
。

　

「
永
遠
の
今
」
「
非
連
続
の
連
続
」
に
関
し
て
は
、
理
解
の
至
ら
な
い
点
も
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
生
命
の
譬
え
を
以
て
す
れ
ば
わ
か

り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
加
地
伸
行
氏
の
次
の
文
章
か
ら
思
い
付
い
た
。

生
命
の
連
続
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
は
単
一
の
個
別
的
個
体
で
は
な
く
て
、
そ
の
背
後
に
祖
先
と
の

つ
な
が
り
を
連
続
し
て
持
っ
て
い
る
貴
重
な
存
在
な
の
だ
と
い
う
こ
と
、
か
つ
、
そ
れ
が
た
だ
一
時
的
に
預
か
っ
て
い
る
だ
け
で
、

そ
の
生
命
は
後
世
へ
も
続
い
て
い
く
と
い
う
役
目
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
生
命
の
連
続
と
い
う
意
味
合
い
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は
、
〈
各
自
の
生
命
の
貴
重
さ
と
は
、
単
な
る
個
別
の
個
体
で
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
現
し
て
い
る
〉
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

う
の
で
あ
り
ま
す
（
（13
（

。

過
去
が
祖
先
、
今
が
個
体
、
未
来
が
子
孫
と
す
れ
ば
、
個
体
で
あ
る
私
自
身
は
個
で
あ
り
な
が
ら
過
去
と
未
来
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
「
非
連
続
の
連
続
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
譬
喩
で
「
生
命
の
連
続
」
が
「
永
遠
の
今
」
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
個
で
あ
り

な
が
ら
、
「
い
の
ち
」
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
無
限
の
先
祖
、
無
限
の
子
孫
と
い
う
奥
深
さ
、
厚
み
が
あ
る
存
在
で
あ
る
。
佐
伯
氏
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
く
て
生
死
は
連
続
し
て
い
る
の
で
す
。
正
確
に
は
、
一
人
の
個
体
の
生
命
は
終
焉
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ま
た
別
の
個
体
の
生

命
と
し
て
再
生
す
る
。
断
絶
と
連
続
な
の
で
す
。
い
や
、
も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
、
一
人
の
人
間
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生

命
が
別
の
人
間
に
受
け
継
が
れ
る
。
つ
ま
り
、
生
命
が
受
け
継
が
れ
る
に
は
、
個
体
は
し
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（13
（

。

今
を
大
切
に
、
そ
し
て
、
こ
の
私
の
生
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
翻
っ
て
先
祖
や
子
孫
の
「
い
の
ち
」
を
生
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。
道

元
禅
師
の
「
経
歴
」
と
い
う
の
は
、D
N

A

、
遺
伝
子
、
命
を
コ
ピ
ー
と
し
て
残
す
こ
と
に
喩
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

側
瀬
登
氏
は
、
道
元
禅
師
の
「
時
間
構
造
」
を
波
多
野
精
一
の
そ
れ
を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
照
ら
し
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
道
元
禅
師

の
、
「
非
連
続
の
連
続
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
元
は
「
つ
ら
な
り
」
を
「
経
歴
」
と
し
、
「
時
々
な
り
」
を
「
前
後
際
断
」
と
し
、
「
な
が
ら
」
を
「
功
徳
」
と
し
て
説
明
し
て
い

る
と
私
は
解
す
る
。
一
般
に
時
間
の
「
連
続
に
し
て
非
連
続
」
と
い
わ
れ
、
或
は
「
非
連
続
の
連
続
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
（
（14
（

。

そ
し
て
、
側
瀬
氏
は
道
元
禅
師
の
時
間
論
を
〈
串
団
子
の
比
喩
〉
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
。

「
有
時
」
を
「
串
団
子
」
に
喩
え
る
と
、
「
串
」
は
「
つ
ら
な
り
」
「
経
歴
」
「
文
化
的
時
間
性
」
の
「
連
続
性
」
を
、
他
方
「
団

子
」
は
「
時
々
な
り
」
「
前
後
際
断
」
「
自
然
的
時
間
性
」
の
「
非
連
続
性
」
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
団
子
が
串
か

ら
抜
け
落
ち
な
い
よ
う
に
支
え
て
い
る
「
粘
着
性
」
は
「
な
が
ら
」
「
功
徳
」
「
先
験
的
同
一
性
」
の
媒
介
性
と
し
て
働
い
て
い
る
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と
比
喩
で
き
よ
う
か
（
（14
（

。

串
団
子
の
譬
喩
に
よ
っ
て
、
道
元
禅
師
の
時
間
論
に
お
け
る
重
要
な
語
句
で
あ
る
「
有
時
」
「
経
歴
」
「
前
後
際
断
」
を
説
明
し
て
い

る
。
こ
れ
を
、
筆
者
は
輪
廻
に
喩
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
輪
廻
の
主
体
を
「
五
蘊
」
と
す
れ
ば
、
連
続
性
が
「
業
」
、
非

連
続
性
が
「
五
蘊
」
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
過
去
世
の
業
が
現
世
に
影
響
し
、
現
世
の
業
及
び
過
去
世
の
業
が
来
世
に
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
ろ
、
「
今
」
を
き
ち
ん
と
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

次
に
、
「
有
時
」
巻
の
「
い
は
ゆ
る
有
時
は
、
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
」
と
い
う
文
章
に
関
し
て
は
、
文
体
か
ら

見
る
こ
と
も
可
能
と
思
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
体
は
「
打
ち
返
し
表
現
」
と
い
わ
れ
『
正
法
眼
蔵
』
中
で
は
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
表
現
方

法
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
実
体
的
、
二
元
論
的
な
思
考
を
破
す
た
め
の
表
現
と
さ
れ
る
。
筆
者
は
「
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
型
」
と
命
名
し
て
い
る
重

要
な
参
究
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
時
も
有
も
実
体
が
な
い
。
或
い
は
、
「
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
」
と
の
み
知
り
て
「
有
は
み
な
時
な

り
」
と
知
ら
ず
と
補
っ
て
読
め
ば
、
「
よ
り
一
層
の
参
究
」
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

  

さ
ら
に
言
え
ば
、
「
よ
り
一
層
の
参
究
」
と
は
何
か
は
次
の
文
章
が
参
考
と
な
る
。
『
随
聞
記
』
に
は
、

夜
話
に
云
く
、
祖
席
に
禅
話
を
覚
得
故
実
は
、
我
本
知
り
思
ふ
心
を
、
次
第
に
知
識
の
言
に
随
て
改
め
て
去
く
な
り
。
仮
令
、
仏
と

云
は
、
我
本
知
た
る
様
は
、
相
好
光
明
具
足
し
、
説
法
利
生
の
徳
有
し
、
釈
迦
弥
陀
等
を
仏
と
知
た
り
と
も
、
知
識
、
若
、
仏
と
云

は
、
蝦
虫麻
蚯
蚓
ぞ
、
と
云
は
ば
、
蝦
虫麻
蚯
蚓
を
、
是
を
仏
と
信
じ
て
、
日
比
の
知
恵
を
捨
也
。    

『
随
聞
記
』
二
（
七
巻
七
三
頁
）

と
あ
っ
て
、
「
仏
を
ガ
マ
ガ
エ
ル
」
と
師
匠
が
言
え
ば
、
そ
れ
を
信
じ
て
参
究
す
る
と
い
う
。
自
ら
が
情
見
を
執
し
て
己
見
に
た
が
ふ
時

は
、
仏
道
の
昇
進
無
き
な
り
と
言
わ
れ
る
。
同
様
に
「
有
は
み
な
時
な
り
」
も
通
常
理
解
し
難
い
見
解
に
見
え
る
が
、
こ
れ
も
参
究
に

よ
っ
て
そ
の
道
理
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
参
究
の
重
要
性
は
、
「
有
時
」
の
巻
に
お
い
て
も
「
し
ば
ら
く
、
い
ま
の
時
に
も
れ
た
る

尽
有
・
尽
界
あ
り
や
、
な
し
や
、
と
観
想
す
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
中
に
「
観
想
」
の
語
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
参
究
」
と
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同
義
語
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
な
ど
実
存
哲
学
者
は
「
死
」
を
考
え
る
。
木
村
氏
は
、

未
来
が
「
ま
だ
来
な
い
」
も
の
で
あ
り
、
過
去
が
「
過
ぎ
去
っ
て
帰
ら
な
い
」
も
の
で
あ
る
の
は
、
時
間
の
本
性
に
根
ざ
し
た
こ
と

で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
人
間
が
死
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
有
限
性
の
反
映
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
自
己

と
呼
ん
で
い
る
も
の
も
、
時
間
と
呼
ん
で
い
る
も
の
も
、
実
は
わ
れ
わ
れ
の
死
と
の
か
か
わ
り
か
た
の
様
態
に
す
ぎ
な
い
（
（14
（

。

と
述
べ
て
、
自
己
と
時
間
を
媒
介
す
る
も
の
は
、
そ
れ
は
「
死
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
「
人
は
い
つ
か
必
ず
死
ぬ
」
と
い

う
こ
と
に
思
い
を
致
せ
ば
、
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
、
時
間
を
意
識
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

道
元
禅
師
も
「
生
」
と
同
様
に
「
死
」
と
の
か
か
わ
り
方
の
重
要
性
を
説
く
。
そ
の
結
果
、
道
元
禅
師
は
時
間
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
随
処
に
説
か
れ
て
い
る
。

最
勝
の
善
身
を
い
た
づ
ら
に
し
て
、
露
命
を
無
常
の
風
に
ま
か
す
る
こ
と
な
か
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
正
法
眼
蔵
』
「
出
家
功
徳
」
（
二
巻
二
七
三
頁
）

そ
れ
で
は
、
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
坐
禅
を
第
一
と
す
る
仏
道
修
行
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
道
修
行

以
外
は
無
駄
な
時
間
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
以
下
の
『
随
聞
記
』
に
は
、
死
を
考
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
仏

道
修
行
に
励
む
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
数
例
挙
げ
よ
う
。

　

弉
問
云
、
若
然
、
何
事
い
か
な
る
行
か
、
仏
法
に
専
ら
好
み
修
ベ
き
。

　

師
云
、
機
に
随
。
根
に
随
べ
し
と
云
へ
ど
も
、
今
祖
席
に
相
伝
し
て
専
す
る
処
は
坐
禅
也
。
此
の
行
、
能
、
衆
機
を
兼
、
上
中
下

根
等
、
修
し
得
べ
き
法
也
。

　

我
、
大
宋
天
童
先
師
の
会
下
に
し
て
、
此
道
理
を
聞
て
後
、
昼
夜
定
坐
し
て
、
極
熱
極
寒
に
は
発
病
し
つ
べ
し
と
て
、
諸
僧
、
暫

く
放
下
し
き
。
我
、
其
時
自
思
は
く
、
直
饒
発
病
し
て
死
べ
く
と
も
、
猶
、
只
、
是
を
修
べ
し
。
不
病
し
て
修
せ
ず
ん
ば
、
此
身
労
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し
て
も
何
の
用
ぞ
。
病
し
て
死
な
ば
本
意
也
。
大
宋
国
の
善
知
識
の
会
に
て
修
し
死
て
、
よ
き
僧
に
さ
ば
く
ら
れ
た
ら
ん
、
先
づ
結

縁
な
り
。
日
本
に
て
死
な
ば
、
是
ほ
ど
の
人
々
に
、
如
法
仏
家
の
儀
式
に
て
、
沙
汰
す
べ
か
ら
ず
。
修
行
し
て
未
契
先
き
に
死
せ

ば
、
好
結
縁
と
し
て
、
生
を
仏
家
に
も
受
べ
し
。
修
行
せ
ず
し
て
、
身
を
久
く
持
つ
て
も
、
無
詮
也
。
何
の
用
ぞ
。
況
や
身
を
全
く

し
病
不
作
と
思
ふ
程
に
、
不
知
、
又
海
に
も
入
、
横
死
に
も
逢
は
ん
時
は
、
後
悔
如
何
。
如
是
、
案
じ
つ
づ
け
て
、
思
切
て
昼
夜
端

坐
せ
し
に
、
一
切
に
病
不
作
。

　

如
今
、
各
々
も
、
一
向
に
思
切
て
修
し
て
見
よ
。
十
人
は
十
人
な
が
ら
、
可
得
道
也
。
先
師
天
童
の
す
す
め
、
如
是
。   　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

『
随
聞
記
』
二
（
七
巻
七
四
頁
）

坐
禅
を
選
び
取
り
、
病
の
状
況
に
お
い
て
ま
す
ま
す
弁
道
に
励
ん
で
い
る
様
が
よ
く
分
か
る
。
「
瞬
間
に
お
い
て
決
意
的
に
生
き
る
人
間

の
あ
り
方
が
本
来
的
」
と
い
う
実
存
主
義
に
お
け
る
本
来
の
生
き
方
と
も
共
通
し
よ
う
。

示
云
、
学
道
の
人
、
衣
粮
を
煩
す
事
莫
れ
。
只
、
仏
制
を
守
て
、
心
世
事
に
出
す
事
莫
れ
。

　

仏
言
く
、
衣
服
に
糞
掃
衣
あ
り
、
食
に
常
乞
食
あ
り
。
何
れ
の
世
に
か
、
此
二
の
事
、
尽
る
事
有
ん
。
無
常
迅
速
な
る
を
忘
れ

て
、
徒
ら
に
世
事
に
煩
事
莫
れ
。
露
命
の
暫
く
存
せ
る
間
、
只
、
仏
道
を
思
て
、
余
事
を
事
と
す
る
事
莫
れ
。

     　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
随
聞
記
』
二
（
七
巻
七
五
頁
）

仏
道
修
行
だ
け
が
重
要
で
あ
り
、
余
事
を
事
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
示
し
て
い
る
。
仏
道
絶
対
主
義
で
あ
る
。

　

又
、
発
此
志
、
只
、
可
思
世
間
無
常
也
。
此
言
、
又
、
只
、
仮
令
に
観
法
な
ん
ど
に
、
す
べ
き
事
に
非
ず
。
又
、
無
事
を
造
て
、

思
ふ
べ
き
事
に
も
非
ず
。
真
実
に
、
眼
前
の
道
理
な
り
。
人
の
を
し
む
聖
教
の
文
証
道
理
を
待
つ
べ
か
ら
ず
。
朝
に
生
じ
て
、
夕
に

死
し
、
昨
日
見
人
、
今
日
無
き
事
、
遮
眼
、
近
耳
。
是
は
、
他
の
上
に
て
、
見
聞
す
る
事
也
。
我
身
に
ひ
き
あ
て
て
、
道
理
を
思
ふ

事
を
。
直
饒
、
七
旬
八
旬
に
、
命
を
期
す
べ
く
と
も
、
遂
に
可
死
道
理
有
ら
ば
、
其
間
の
楽
み
悲
み
、
恩
愛
怨
敵
を
思
ひ
と
け
ば
、

何
に
て
も
す
ご
し
て
ん
。
只
、
仏
道
を
思
て
、
衆
生
の
楽
を
求
む
べ
し
。
況
や
、
我
れ
年
長
大
せ
る
人
、
半
に
過
ぬ
る
人
、
余
年
幾
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な
れ
ば
、
学
道
ゆ
る
く
す
べ
き
。

　

（
中
略
）
今
の
上
堂
請
益
等
に
も
、
無
常
迅
速
、
生
死
事
大
を
云
也
。
返
々
も
、
此
道
理
を
、
心
に
忘
れ
ず
し
て
、
只
、
今
日
今

時
許
と
思
て
、
時
光
を
失
は
ず
、
学
道
に
心
を
入
る
可
也
。
其
後
、
真
実
に
易
き
也
。
性
の
上
下
、
根
ノ
利
鈍
、
全
く
不
可
論
。　

　

『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
六
頁
）

無
常
と
い
う
の
は
観
法
の
対
象
で
は
な
く
、
「
眼
前
の
道
理
」
で
あ
る
。
必
ず
死
ぬ
べ
き
存
在
で
あ
れ
ば
、
世
間
の
楽
し
み
を
放
棄
し
、

仏
道
修
行
に
専
ら
励
む
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

夜
話
云
、
古
人
云
、
朝
に
聞
道
、
夕
に
死
と
も
可
也
。
今
、
学
道
の
人
、
有
此
心
べ
き
也
。
広
劫
多
生
の
間
、
幾
回
か
徒
に
生
じ
徒

に
死
せ
ん
。
ま
れ
に
人
界
に
生
れ
て
、
た
ま
た
ま
逢
仏
法
時
、
何
に
し
て
も
死
行
べ
き
身
を
、
心
ば
か
り
に
、
惜
持
と
も
不
可
叶
。

遂
に
捨
行
く
命
を
、
一
日
片
時
な
り
と
も
、
為
仏
法
、
す
て
た
ら
ば
、
永
劫
の
楽
因
な
る
べ
し
。
思
後
事
明
日
活
計
、
不
捨
可
捨

世
、
不
行
可
行
道
而
、
あ
た
ら
日
夜
を
過
す
は
、
口
惜
き
事
也
。
只
、
思
切
て
、
明
日
の
活
計
な
く
は
、
飢
死
も
せ
よ
。
寒
死
も
せ

よ
、
今
日
一
日
、
道
を
聞
て
、
仏
意
に
随
て
死
ん
と
、
思
ふ
心
を
、
先
づ
可
発
也
。
其
上
に
道
を
行
じ
得
ん
事
は
、
一
定
な
り
。　

　

『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
六
―
九
七
頁
）

広
劫
多
生
の
間
、
輪
廻
の
世
界
に
お
い
て
、
今
世
で
人
間
に
生
ま
れ
、
仏
法
に
逢
う
こ
と
が
で
き
た
。
明
日
の
こ
と
を
考
え
ず
、
仏
道
修

行
し
な
さ
い
と
説
い
て
い
る
。

一
日
、
示
云
、
人
の
鈍
根
と
云
は
、
志
の
不
到
時
の
事
也
。
世
間
の
人
、
従
馬
落
る
時
、
未
落
地
間
に
、
種
々
の
思
ひ
起
る
。
身
を

も
損
し
命
を
も
失
す
る
程
の
、
大
事
出
来
た
る
時
、
誰
人
も
才
覚
念
慮
を
起
す
也
。
其
時
は
、
利
根
も
鈍
根
も
、
同
く
物
を
思
ひ
、

義
を
案
ず
る
也
。

　

然
れ
ば
明
日
死
に
、
今
夜
死
可
し
と
思
ひ
、
あ
さ
ま
し
き
事
に
、
逢
た
る
思
を
な
し
て
、
切
に
は
げ
み
、
志
を
す
す
む
る
に
、
悟

を
え
ず
と
云
事
無
き
也
。
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中
々
世
智
弁
聡
な
る
よ
り
も
、
鈍
根
な
る
様
に
て
、
切
な
る
志
を
出
す
人
、
速
に
悟
得
也
。
如
来
在
世
の
周
利
盤
特
は
、
一
偈
を

読
誦
す
る
事
は
、
難
か
り
し
か
ど
も
、
根
性
切
な
る
に
よ
り
て
、
一
夏
に
証
を
取
り
き
。

　

只
今
ば
か
り
、
我
命
は
存
ず
る
也
、
不
死
先
に
悟
を
得
ん
と
、
切
に
思
て
仏
法
を
学
せ
ん
に
、
一
人
も
不
得
は
、
不
可
有
也
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
八
―
九
九
頁
）

明
日
死
に
、
今
夜
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
「
只
今
ば
か
り
」
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
仏
法
を
学
す
べ
き
で
あ
る
。

　

示
云
、
大
恵
禅
師
、
或
時
、
尻
に
腫
物
を
出
す
。
医
師
、
是
を
見
て
、
大
事
の
物
也
、
と
云
。
恵
云
、
大
事
の
物
な
ら
ば
、
死
す

べ
し
や
。
医
云
、
ほ
と
ん
ど
あ
や
う
か
る
べ
し
。
恵
云
、
若
、
死
ぬ
べ
く
は
、
弥
、
坐
禅
す
べ
し
、
と
云
て
、
猶
、
強
盛
に
坐
し
た

り
し
か
ば
、
か
の
腫
物
、
う
み
つ
ぶ
れ
て
、
別
の
事
な
か
り
き
。

古
人
の
心
、
如
是
。
病
を
受
て
は
、
弥
、
坐
禅
せ
し
也
。
今
の
人
の
、
病
な
か
ら
ん
、
坐
禅
ゆ
る
く
す
べ
か
ら
ず
。 　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
随
聞
記
』
六
（
七
巻
一
四
三
頁
）

古
人
（
大
恵
禅
師
）
は
、
病
気
に
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
坐
禅
行
し
た
の
で
あ
る
。
今
の
人
は
、
病
気
で
も
な
い
の
に
坐
禅
を
ゆ
る
が
せ
に

し
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
。

示
云
、
古
人
、
多
は
云
、
光
陰
虚
度
る
事
な
か
れ
。
或
云
、
時
光
徒
に
過
こ
と
な
か
れ
、
と
。
学
道
の
人
、
す
べ
か
ら
く
、
寸
陰
を

惜
む
べ
し
。
露
命
消
へ
や
す
し
。
時
光
す
み
や
か
に
移
る
。
暫
く
存
す
る
間
に
、
余
事
を
管
ず
る
事
無
く
、
只
、
須
学
道
。　
　

   

『
随
聞
記
』
六
（
七
巻
一
三
六
頁
）

仏
道
を
学
ぶ
者
は
寸
陰
を
惜
し
ん
で
修
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
他
の
事
に
煩
わ
さ
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
仏
法
を
学
す
べ
き
で
あ
る
。

夜
話
云
、
学
人
は
、
必
し
も
、
可
死
、
可
思
。
道
理
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
た
と
へ
ば
、
其
言
、
不
思
、
し
ば
ら
く
先
づ
光
陰
を
、
徒

に
す
ぐ
さ
じ
と
思
ふ
て
、
無
用
の
事
を
な
し
て
、
徒
に
時
を
す
ぐ
さ
で
、
詮
あ
る
事
を
な
し
て
、
時
を
す
ぐ
す
べ
き
也
。
其
の
な
す

べ
き
事
の
中
に
、
又
、
一
切
の
事
、
い
づ
れ
か
一
切
な
る
と
云
に
、
仏
祖
の
行
履
の
外
は
、
皆
無
用
也
と
可
知
。
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『
随
聞
記
』
三
（
七
巻
九
七
頁
）

必
ず
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
間
を
有
意
義
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
な
に
が
有
意
義
か
と
い
う

に
、
仏
祖
の
行
い
の
他
は
み
な
無
用
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
来
の
時
間
、
意
味
の
あ
る
時
間
と
は
ど
の
よ
う
な
時
間
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
道
元
禅
師
に
お
い
て
は
仏
道
を
修
行
を

し
て
い
る
時
間
だ
け
が
本
来
の
時
間
で
あ
り
、
意
味
あ
る
時
間
で
あ
る
。
時
間
論
的
に
は
側
瀬
氏
に
よ
れ
ば
、
道
元
禅
師
の
本
来
の
時
間

は
、
〈
無
去
来
〉
〈
無
飛
去
〉
〈
無
客
観
〉
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る
（
（14
（

。

　

そ
れ
で
は
、
実
存
哲
学
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
辞
書
に
左
記
の
記
述
が
あ
っ
た
。

　

非
本
来
的
な
実
存
と
は
、
本
来
の
自
己
を
見
失
っ
て
「
ひ
と
」das M

an

の
う
ち
に
没
入
し
、
世
界
の
内
部
で
現
れ
る
目
前
の
事

物
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
人
間
の
日
常
的
な
あ
り
方
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
時
間
に
即
し
て
い
え
ば
、
過
去
を
忘
却
し
、
未
来
を
予
期

し
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
現
在
に
分
散
し
て
生
き
る
人
間
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
過
去
か
ら
の
自
己
を
取
り
戻
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
先
駆
し
な
が
ら
、
瞬
間
に
お
い
て
決
意
的
に
生
き
る
人

間
の
あ
り
方
が
本
来
的
な
実
存
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
実
存
」
を
原
型
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
だ
が
後
期

の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
、
人
間
が
存
在
そ
の
も
の
の
明
る
み
の
う
ち
へ
と
立
ち
い
で
る
こ
と
が
実
存
と
さ
れ
、
『
存
在
と
時
間
』
で

の
本
来
的
実
存
に
み
ら
れ
る
悲
劇
的
、
英
雄
的
な
色
彩
は
消
え
、
従
来
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ツ
に
か
わ
っ
て
エ
ク
・
シ
ス
テ
ン
ツEk-

sistenz

（
「
開
存
」
と
も
訳
さ
れ
る
）
と
い
っ
た
表
現
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
実
存
哲
学
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
哲

学
者
と
し
て
、
三
木
清
、
九
鬼
周
造
、
和
辻
哲
郎
な
ど
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
（14
（

。

つ
ま
り
、
実
存
哲
学
に
お
い
て
も
本
来
的
な
時
間
と
非
本
来
的
な
時
間
と
の
二
種
の
時
間
が
あ
り
、
本
来
的
な
時
間
と
は
、
「
過
去
か
ら
の
自
己

を
取
り
戻
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
先
駆
し
な
が
ら
、
瞬
間
に
お
い
て
決
意
的
に
生
き
る
」
時
間
で
あ
る
。
或
い
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

大
衆
と
と
も
に
浮
遊
し
、
群
衆
の
叫
び
や
動
き
の
中
に
埋
没
し
て
い
る
人
は
、
あ
る
意
味
で
は
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
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が
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
は
実
存
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
人
生
は
流
れ
ゆ
く
生
成
で
は
あ
る
が
、
そ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
瞬
間
は
一
度
き
り
の
瞬
間
で
あ
り
、
そ
の
一
度
き
り
の
瞬
間
に
お
い
て
、
彼
は
自
分
が
選
ん
だ
目
的
に
向
か
っ
て
、
決
断

し
て
生
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
（14
（

。

仏
教
で
は
、
本
当
の
時
間
は
仏
道
を
行
じ
て
い
る
時
、
時
節
の
み
で
あ
る
。
道
元
禅
師
は
輪
廻
、
業
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
の
今
（
に
お

い
て
も
来
世
に
お
い
て
も
）
善
根
を
植
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
宿
殖
善
根
に
よ
っ
て
人
間
に
生
ま
れ
、
仏
法
に
逢
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
『
告
白
』
に
お
い
て
「
時
間
と
は
何
で
あ
る
か
。
だ
れ
も
わ
た
し
に
問
わ
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
は
知
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
だ
れ
か
問
う
も
の
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
わ
た
し
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
（14
（

。
側
瀬
登
氏
に
よ
れ
ば
、
道
元

禅
師
も
、
「
有
時
」
の
巻
に
「
去
来
の
方
跡
あ
き
ら
か
な
る
に
よ
り
て
、
人
、
こ
れ
を
疑
著
せ
ず
、
疑
著
せ
ざ
れ
ど
も
、
し
れ
る
に
あ
ら

ず
」
と
示
し
て
い
る
か
ら
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
考
え
と
一
致
す
る
と
述
べ
て
い
る
（
（14
（

。

　

九
鬼
の
時
間
論
に
関
し
て
小
浜
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

川
の
流
れ
か
ら
身
を
離
し
て
岸
辺
に
立
ち
、
一
時
も
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
ゆ
く
川
を
直
前
に
眺
め
る
よ
う
に
、
現
在
に
重
点
を

お
い
て
時
間
を
見
る
ひ
と
も
あ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
フ
ッ
サ
ー
ル
な
ど
は
そ
の
よ
う
に
、
現
在
に
重

点
を
お
い
て
時
間
を
見
る
（
（14
（

。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
「
わ
た
し
（
時
間
を
）
は
知
ら
な
い
」
と
言
い
つ
つ
「
現
在
に
重
点
」
を
お
く
立
場
と
さ
れ
る
。
道
元
禅
師
も

「
今
」
を
重
視
す
る
。
時
間
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
る
が
、
実
践
に
お
い
て
「
今
」
す
る
し
か
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

時
間
を
価
値
あ
る
も
の
と
す
る
よ
う
に
修
行
し
た
い
。

　

さ
て
、
旧
制
高
校
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
「
三
種
の
神
器
」
と
い
わ
れ
た
書
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
阿
部
次
郎
『
三
太
郎
日
記
』
、

西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
、
倉
田
百
三
『
愛
と
認
識
の
旅
立
ち
』
で
あ
り
、
筆
者
も
高
校
時
代
所
持
し
て
い
た
。
ど
れ
も
内
容
が
難
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し
く
、
特
に
西
田
の
そ
れ
は
歯
が
立
た
な
か
っ
た
。
今
回
、
道
元
禅
師
の
時
間
を
考
察
す
る
に
当
た
り
そ
の
現
代
的
理
解
と
し
て
西
田
の

「
永
遠
の
今
」
や
「
非
連
続
の
連
続
」
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
西
田
の
文
章
を
少
し
く
読
ん
だ
。
あ
ま
り
に
も
難
し
い

た
め
原
典
よ
り
も
解
説
書
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
理
解
が
至
っ
て
い
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
う
（
（14
（

。

　

西
田
の
文
章
と
同
じ
く
道
元
禅
師
の
著
作
も
大
変
難
し
い
。
し
か
し
、
理
解
で
き
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
坐
禅
せ
よ
」
、
「
仏

道
修
行
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
元
禅
師
は
輪
廻
を
認
め
、
仏
道
修
行
に
よ
っ
て
善
根
を
植
え
る
こ
と
を
勧
め
る
。
仏
道
修
行
が

で
き
る
「
今
」
に
感
謝
し
修
行
す
る
。
そ
し
て
、
来
世
も
修
行
で
き
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
修
行
で
き
る
環
境
が
理

想
の
時
間
で
あ
り
、
空
間
で
あ
る
。

　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
カ
ー
ラ
ム
・
カ
ロ
テ
ィ
」
と
は
「
時
間
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
意
味
は
「
死
ぬ
」
こ
と
で
あ

る
。
時
間
と
死
。 

雲
井
昭
善
氏
の
次
ぎ
の
言
葉
に
よ
っ
て
擱
筆
す
る
。

「
時
」
「
時
間
」
と
い
う
永
遠
、
普
遍
概
念
の
中
で
、
人
生
と
い
う
短
い
自
分
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
、
自
分
の
時
で
す
。
そ
れ

は
、
普
遍
的
概
念
と
し
て
の
「
時
」
「
時
間
」
と
い
う
概
念
の
中
で
の
特
殊
化
さ
れ
た
時
と
い
う
も
の
が
、
自
分
の
人
生
に
お
け
る

時
で
あ
る
、
と
思
う
わ
け
で
す
ね
（
（15
（

。

註
（
１
）
藤
田
正
勝
『
九
鬼
周
造
―
理
知
と
情
熱
の
は
ざ
ま
に
立
つ
〈
こ
と
ば
〉
の
哲
学
―
』
二
〇
一
六
年
、
講
談
社
、
一
五
〇
―
一
五
一
頁
。

（
２
）
佐
伯
啓
思
『
西
田
幾
多
郎
』
二
〇
一
四
年
、
新
潮
社
、
二
二
三
頁
。

（
３
）
八
木
誠
一
「
東
西
に
お
け
る
時
間
論
―
実
存
理
解
に
即
し
て
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
二
号
、
一
九
七
五
年
、
一
六
頁
）
。

（
４
）
八
木
誠
一
「
東
西
に
お
け
る
時
間
論
―
実
存
理
解
に
即
し
て
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
二
号
、
一
九
七
五
年
、
二
〇
頁
）
。

（
５
）
八
木
誠
一
「
東
西
に
お
け
る
時
間
論
―
実
存
理
解
に
即
し
て
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
二
号
、
一
九
七
五
年
、
二
一
頁
）
。
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（
６
）
角
田
泰
隆
「
道
元
禅
師
の
時
間
論
研
究
」
（
『
駒
澤
短
期
大
學
佛
教
論
集
』
第
八
号
、
二
〇
〇
二
年
に
は
多
数
の
先
行
業
績
を
紹
介
し
、
斯
学
の
研
究
に
益
す
る
。

（
７
）
拙
稿
「
道
元
禅
師
の
仏
性
観
」
（
『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
八
号
、
平
成
二
五
年
）
。

（
８
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
立
場
と
そ
の
時
間
論
」
（
『
印
仏
研
』
一
巻
二
号
、
一
九
五
三
年
、
二
七
二
頁
）
。

（
９
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
六
頁
。

（
10
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
五
頁
。

（
11
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
七
―
二
八
頁
。
文
中
に
「
こ
う
い
う
七
つ
に
分
け
て
、
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
る
が
、
六
つ
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
。

（
12
）
高
橋
賢
陳
「
道
元
の
時
間
論
と
そ
の
意
義
」
（
『
宗
教
研
究
』
一
五
九
、
一
九
五
九
年
）
。

（
13
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
六
九
頁
。

（
14
）
木
村
清
孝
『
『
正
法
眼
蔵
』
全
巻
解
読
』
二
〇
一
五
年
、
佼
成
出
版
社
、
一
三
一
頁
参
照
。

（
15
）
『
伝
光
録
』
第
十
二
章
（
馬
鳴
尊
者
）
に
、

　
　
　

有
時
は
三
十
二
相
を
帯
し
、
八
十
種
好
を
具
し
、
三
頭
八
臂
を
帯
し
、
五
衰
八
苦
に
沈
み
、
有
時
は
被
毛
戴
角
し
、
有
時
は
鐡
担
枷
鎖
す
。
常
に
三

界
中
に
居
し
て
、
自
己
の
行
履
を
保
任
し
、
自
心
の
中
に
頭
出
頭
没
し
て
、
異
面
を
帯
し
來
る
。
（
曹
洞
宗
宗
務
庁
版
七
九
頁
）

　
　
　

と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
三
頭
八
臂
」
が
重
な
る
。

（
16
）
『
伝
光
録
』
第
三
十
六
章
（
薬
山
惟
儼
）
の
本
則
に
、

　
　
　
　

第
三
十
六
祖
、
弘
道
大
師
、
参
石
頭
問
曰
、
三
乘
十
二
分
教
、
某
甲
粗
知
。
嘗
聞
南
方
直
指
人
心
見
性
成
仏
、
実
未
明
了
、
伏
望
和
尚
慈
悲
指

示
。
頭
曰
、
恁
麼
也
不
得
、
不
恁
麼
也
不
得
。
恁
麼
不
恁
麼
總
不
得
。
子
作
麼
生
。
師
罔
措
。
頭
曰
、
子
因
縁
不
在
此
。
且
往
馬
大
師
処
去
。
師
禀

命
恭
礼
馬
祖
。
仍
伸
前
問
。
祖
曰
、
我
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
不
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
揚
眉
瞬
目
者
是
、
有
時
揚
眉
瞬
目
者
不
是
。
子
作
麼

生
。
師
於
言
下
大
悟
。
便
礼
拝
。
祖
曰
、
你
見
甚
麼
道
理
便
礼
拝
。
師
曰
、
某
甲
在
石
頭
処
、
如
蚊
子
上
鐡
牛
。
祖
曰
、
汝
既
如
是
、
善
自
護
持
。
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雖
然
汝
師
石
頭
。
（
曹
洞
宗
宗
務
庁
版
二
〇
五
頁
）

　
　
　

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
立
場
と
そ
の
時
間
論
」
（
『
印
仏
研
』
一
巻
二
号
、
一
九
五
三
年
、
一
五
頁
）
。

（
18
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
四
頁
。

（
19
）
佐
々
木
閑
『
仏
教
は
宇
宙
を
ど
う
見
た
か
―
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
科
学
的
世
界
観
―
』
二
〇
一
三
年
、
化
学
同
人
、
一
一
五
頁
。

（
20
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
七
一
頁
。

（
21
）
辻
口
雄
一
郎
「
「
有
時
」
の
巻
に
お
け
る
時
間
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
研
究
』
二
七
号
、
昭
和
六
〇
年
、
八
四
頁
）
。

（
22
）
辻
口
雄
一
郎
「
「
有
時
」
の
巻
に
お
け
る
時
間
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
研
究
』
二
七
号
、
昭
和
六
〇
年
、
八
五
頁
）
。

（
23
）
賴
住
光
子
『
道
元　

自
己
・
時
間
・
世
界
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の
か
』
二
〇
〇
五
年
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
九
四
頁
。

（
24
）
八
木
誠
一
「
東
西
に
お
け
る
時
間
論
―
実
存
理
解
に
即
し
て
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
二
号
、
一
九
七
五
年
、
二
二
頁
）
。

（
25
）
道
元
『
正
法
眼
蔵
』
の
有
時
の
巻
の
参
究
（https://sites.google.com

/site/takesikeda/iyg

）
。

（
26
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
七
二
頁
。

（
27
）
曹
洞
宗
東
海
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
（http://soto-tokai.net/cgi-bin/kotoba.cgi?page=43&

bl=0

）
。

（
28
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
（
三
）
」
（
『
宗
学
研
究
』
三
一
号
、
平
成
元
年
、
五
四
頁
）
。

（
29
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
（
二
）
」
（
『
宗
学
研
究
』
三
〇
号
、
昭
和
六
三
年
、
一
一
六
頁
）
。

（
30
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
（
三
）
」
（
『
宗
学
研
究
』
三
一
号
、
平
成
元
年
、
五
六
頁
）
。

（
31
）
南
直
哉
『
『
正
法
眼
蔵
』
を
読
む
―
存
在
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
―
』
二
〇
〇
八
年
、
角
川
出
版
社
、
一
四
六
頁
。

（
32
）
南
直
哉
『
『
正
法
眼
蔵
』
を
読
む
―
存
在
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
―
』
二
〇
〇
八
年
、
角
川
出
版
社
、
一
四
七
頁
。

（
33
）
藤
田
正
勝
『
九
鬼
周
造
―
理
知
と
情
熱
の
は
ざ
ま
に
立
つ
〈
こ
と
ば
〉
の
哲
学
―
』
二
〇
一
六
年
、
講
談
社
、
五
四
頁
。
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（
34
）
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
九
頁
。

（
35
）
岩
田
靖
夫
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
入
門
』
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
二
〇
〇
三
年
、
岩
波
書
店
、
二
一
〇
頁
。

（
36
）
『
私
の
人
生
論
１
天
野
貞
祐
』
二
〇
一
〇
年
、
日
本
ブ
ッ
ク
エ
ー
ス
、
四
〇
頁
。

（
37
）
日
野
原
重
明
『
い
ま
伝
え
た
い
大
切
な
こ
と
』
二
〇
〇
八
年
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
四
頁
。

（
38
）
山
口
瑞
鳳
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
八
頁
）
。

（
39
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
四
頁
）
。

（
40
）
山
口
瑞
鳳
「
西
洋
哲
学
の
時
間
観
を
訝
る
―
H
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
学
を
見
詰
め
て
―
」
（
『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
、
五
頁
）
。

（
41
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
一
三
頁
）
。

（
42
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
一
四
頁
）
。

（
43
）
角
田
泰
隆
「
道
元
禅
師
の
時
間
論
―
『
正
法
眼
蔵
』
「
有
時
」
を
中
心
に
し
て
―
」
（
『
駒
澤
短
期
大
学
佛
教
論
集
』
、
第
七
号
、
二
〇
〇
一
年
、
八
二
頁
）
。

（
44
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
七
五
頁
。

（
45
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
一
八
五
頁
。

（
46
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
一
八
六
頁
。

（
47
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
五
二
頁
。

（
48
）
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
一
五
―
一
六
頁
。

（
49
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
一
三
頁
）
。

（
50
）
山
口
瑞
鳳
「
西
洋
哲
学
の
時
間
観
を
訝
る
―
H.
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
学
を
見
詰
め
て
―
」
（
『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
、
三
頁
）
。

（
51
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
立
場
と
そ
の
時
間
論
」
（
『
印
仏
研
』
一
巻
二
号
、
一
九
五
三
年
、
一
五
―
一
六
頁
）
。

（
52
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
四
頁
。



道元禅師における時の把握―増永霊鳳氏の分類から―

― 165 ―

（
53
）
竹
田
青
嗣
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
入
門
』
一
九
九
五
年
、
講
談
社
、
一
四
三
頁
。

（
54
）
拙
稿
「
道
元
禅
師
の
業
報
観
（
一
）
―
善
根
に
つ
い
て
―
」
（
『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
55
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
立
場
と
そ
の
時
間
論
」
（
『
印
仏
研
』
一
巻
二
号
、
一
九
五
三
年
、
一
六
頁
）
。

（
56
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
四
頁
。

（
57
）
岩
田
靖
夫
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
入
門
』
二
〇
〇
三
年
、
岩
波
書
店
、
二
一
一
頁
。

（
58
）
竹
田
青
嗣
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
入
門
』
一
九
九
五
年
、
講
談
社
、
七
九
頁
。

（
59
）
竹
田
青
嗣
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
入
門
』
一
九
九
五
年
、
講
談
社
、
一
〇
四
頁
。

（
60
）
竹
田
青
嗣
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
入
門
』
一
九
九
五
年
、
講
談
社
、
一
一
一
頁
。

（
61
）
賴
住
光
子
『
道
元　

自
己
・
時
間
・
世
界
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の
か
』
二
〇
〇
五
年
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
八
九
頁
。

（
62
）
八
木
誠
一
「
東
西
に
お
け
る
時
間
論
―
実
存
理
解
に
即
し
て
―
」
『
比
較
思
想
研
究
』
二
号
、
一
九
七
五
年
、
二
二
頁
。

（
63
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
六
四
頁
。

（
64
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
立
場
と
そ
の
時
間
論
」
（
『
印
仏
研
』
一
巻
二
号
、
一
九
五
三
年
、
一
六
頁
）
。

（
65
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
四
頁
。

（
66
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
八
一
頁
。

（
67
）
木
村
隆
徳
『
な
る
ほ
ど
仏
教
』
二
〇
〇
五
年
、
誠
信
書
房
、
二
〇
七
頁
。

（
68
）
木
村
隆
徳
『
な
る
ほ
ど
仏
教
』
二
〇
〇
五
年
、
誠
信
書
房
、
二
〇
五
頁
。

（
69
）
玄
侑
宗
久
『
禅
的
生
活
』
（
二
〇
〇
三
年
、
筑
摩
書
房
、
五
六
頁
）
。
賴
住
氏
は
「
配
列
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

こ
こ
で
は
道
元
は
、
「
配
列
」
（
排
列
）
と
い
う
独
特
の
言
葉
を
使
っ
て
、
「
無
自
性
―
空
―
縁
起
」
に
立
脚
し
た
主
体
的
な
時
間
論
を
展
開
し
て

い
る
。
引
用
文
で
は
、
自
己
が
自
己
を
「
配
列
」
し
て
世
界
を
成
り
立
た
せ
る
と
い
い
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
全
世
界
（
尽
界
）
の
存
在
の
一
つ
一
つ
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が
時
で
あ
り
自
己
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
　
　

賴
住
光
子
『
道
元　

自
己
・
時
間
・
世
界
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の
か
』
二
〇
〇
五
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
九
三
頁
。

（
70
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
三
頁
）
。

（
71
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
一
四
頁
）
。

（
72
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
一
〇
頁
）
。

（
73
）
山
口
瑞
鳳
「
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
の
怪
」
（
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
六
号
、
平
成
一
五
年
、
一
一
頁
）
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
の

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
脱
自
」
と
も
関
係
し
て
く
る
か
。

　
　
　

ハ
イ
デ
ガ
ー
が
時
間
を
「
脱
自
」
と
し
て
理
解
し
た
こ
と
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
「
先
験
的
決
意
性
」
は
可
能
性
を

可
能
性
に
お
い
て
自
己
へ
と
来
さ
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
将
来
」
で
あ
り
、
こ
の
将
来
を
も
っ
と
も
自
己
的
な
「
既
在
」
と
し
て
自
己
の
上
へ
と
帰
来
し

つ
つ
、
世
界
の
内
に
現
存
す
る
も
の
を
現
前
化
し
、
そ
の
傍
ら
に
あ
る
。
（
中
略
）
時
間
性
の
本
質
は
、
こ
の
三
つ
の
「
脱
自
態
」
の
統
一
に
あ
る
。

　
　
　

藤
田
正
勝
『
九
鬼
周
造
―
理
知
と
情
熱
の
は
ざ
ま
に
立
つ
〈
こ
と
ば
〉
の
哲
学
―
』
二
〇
一
六
年
、
講
談
社
、
五
五
頁
。

（
74
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
立
場
と
そ
の
時
間
論
」
（
『
印
仏
研
』
一
巻
二
号
、
一
九
五
三
年
、
一
六
―
一
七
頁
）
。

（
75
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
四
頁
。

（
76
）
新
保
哲
『
道
元
の
時
間
論
』
昭
和
六
〇
年
、
雪
華
社
、
五
〇
頁
。

（
77
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
」
（
『
宗
学
研
究
』
二
九
号
、
昭
和
六
二
年
、
八
二
頁
）
。

（
78
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
」
（
『
宗
学
研
究
』
二
九
号
、
昭
和
六
二
年
、
八
二
頁
）
。

（
79
）
拙
稿
「
「
現
成
公
案
」
の
考
察
（
一
）
―
前
後
際
断
に
つ
い
て
―
」
『
宗
学
研
究
』
第
四
四
号
、
二
〇
〇
二
年
。

（
80
）
佐
々
木
閑
『
仏
教
は
宇
宙
を
ど
う
見
た
か
―
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
科
学
的
世
界
観
―
』
二
〇
一
三
年
、
化
学
同
人
、
一
一
一
頁
。

（
81
）
賴
住
光
子
『
道
元　

自
己
・
時
間
・
世
界
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の
か
』
二
〇
〇
五
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
九
九
頁
。
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（
82
）
南
直
哉
『
『
正
法
眼
蔵
』
を
読
む
―
存
在
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
―
』
二
〇
〇
八
年
、
角
川
出
版
社
、
一
五
一
頁
。

（
83
）
小
林
敏
明
『
西
田
哲
学
を
開
く
―
〈
永
遠
の
今
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
』
二
〇
一
三
年
、
岩
波
書
店
、
一
一
三
頁
。

（
84
）
西
田
幾
多
郎
「
私
と
汝
」
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
（
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
六
巻
、
昭
和
四
〇
年
、
岩
波
書
店
、
三
四
一
―
三
四
二
頁
）
。

（
85
）
小
林
敏
明
『
西
田
哲
学
を
開
く
―
〈
永
遠
の
今
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
』
二
〇
一
三
年
、
岩
波
書
店
、
一
二
〇
頁
。

（
86
）
小
林
敏
明
『
西
田
哲
学
を
開
く
―
〈
永
遠
の
今
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
』
二
〇
一
三
年
、
岩
波
書
店
、
一
一
四
頁
。

（
87
）
西
田
幾
多
郎
「
私
と
汝
」
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
（
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
六
巻
、
昭
和
四
〇
年
、
岩
波
書
店
、
四
一
五
頁
）
。

（
88
）
小
坂
国
継
「
永
遠
の
今
に
つ
い
て
」
（
『
宗
教
研
究
』
七
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
五
頁
）
。

（
89
）
小
坂
国
継
「
永
遠
の
今
に
つ
い
て
」
（
『
宗
教
研
究
』
七
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
五
頁
）
。

（
90
）
小
坂
国
継
「
永
遠
の
今
に
つ
い
て
」
（
『
宗
教
研
究
』
七
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
五
頁
）
。

（
91
）
佐
伯
啓
思
『
西
田
幾
多
郎
』
二
〇
一
四
年
、
新
潮
社
、
二
三
〇
頁
。

（
92
）
藤
田
正
勝
『
九
鬼
周
造
―
理
知
と
情
熱
の
は
ざ
ま
に
立
つ
〈
こ
と
ば
〉
の
哲
学
―
』
二
〇
一
六
年
、
講
談
社
、
一
五
五
頁
。

（
93
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
九
一
頁
）
。

（
94
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
七
九
頁
）
。

（
95
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
九
二
頁
）
。

（
96
）
藤
田
正
勝
『
九
鬼
周
造
―
理
知
と
情
熱
の
は
ざ
ま
に
立
つ
〈
こ
と
ば
〉
の
哲
学
―
』
二
〇
一
六
年
、
講
談
社
、
一
五
三
頁
。

（
97
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
（
三
）
」
（
『
宗
学
研
究
』
三
一
号
、
平
成
元
年
、
五
七
頁
）
。

（
98
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
（
二
）
」
（
『
宗
学
研
究
』
三
〇
号
、
昭
和
六
三
年
、
一
一
八
頁
）
。

（
99
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
（
四
）
」
（
『
宗
学
研
究
』
三
二
号
、
平
成
二
年
、
四
五
頁
）
。

（
100
）
辻
口
雄
一
郎
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
有
と
時
（
四
）
」
（
『
宗
学
研
究
』
三
二
号
、
平
成
二
年
、
四
四
頁
）
。
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（
101
）
山
口
瑞
鳳
「
西
洋
哲
学
の
時
間
観
を
訝
る
―
H.
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
学
を
見
詰
め
て
―
」
（
『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
、
五
頁
）
。

（
102
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
九
七
頁
。

（
103
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
七
三
頁
。

（
104
）
賴
住
光
子
『
道
元　

自
己
・
時
間
・
世
界
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の
か
』
二
〇
〇
五
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
八
六
頁
。

（
105
）
佐
伯
啓
思
『
西
田
幾
多
郎
』
二
〇
一
四
年
、
新
潮
社
、
二
二
八
頁
。

（
106
）
佐
伯
啓
思
『
西
田
幾
多
郎
』
二
〇
一
四
年
、
新
潮
社
、
二
三
四
頁
。

（
107
）
佐
伯
啓
思
『
西
田
幾
多
郎
』
二
〇
一
四
年
、
新
潮
社
、
一
二
一
頁
。

（
108
）
佐
伯
啓
思
『
西
田
幾
多
郎
』
二
〇
一
四
年
、
新
潮
社
、
一
七
六
頁
。

（
109
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
二
七
頁
。

（
110
）
新
保
哲
『
道
元
の
時
間
論
』
昭
和
六
〇
年
、
雪
華
社
、
二
〇
頁

（
111
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
三
一
頁
。

（
112
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
五
四
頁
。

（
113
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
〇
頁
。

（
114
）
辻
口
雄
一
郎
「
「
有
時
」
の
巻
に
お
け
る
時
間
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
研
究
』
二
七
号
、
昭
和
六
〇
年
、
八
九
頁
）
。

（
115
）
拙
稿
「
道
元
の
輪
廻
観
」
『
大
法
輪
』
二
〇
〇
九
年
四
月
号
所
収
。

（
116
）
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
一
三
頁
。

（
117
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
七
二
頁
）
。

（
118
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
七
七
頁
）
。

（
119
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
七
一
頁
）
。
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（
120
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
七
八
頁
）
。

（
121
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
七
七
頁
）
。

（
122
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
七
八
頁
）
。

（
123
）
藤
田
正
勝
『
九
鬼
周
造
―
理
知
と
情
熱
の
は
ざ
ま
に
立
つ
〈
こ
と
ば
〉
の
哲
学
―
』
二
〇
一
六
年
、
講
談
社
、
一
六
三
―
一
六
四
頁
。

（
124
）
筆
者
は
現
在
五
二
歳
。
人
生
の
半
分
は
と
っ
く
に
過
ぎ
去
っ
て
い
る
。
来
世
は
ど
の
よ
う
な
生
が
待
っ
て
い
る
か
気
に
な
る
歳
に
な
っ
た
。
現
世
で
お

会
い
し
た
方
々
と
来
世
で
も
会
え
た
ら
良
い
と
考
え
て
い
る
し
、
で
き
た
ら
今
世
と
同
様
、
僧
侶
に
な
れ
れ
ば
と
希
望
し
て
い
る
。

（
125
）
増
永
霊
鳳
「
道
元
禅
師
の
立
場
と
そ
の
時
間
論
」
（
『
印
仏
研
』
一
巻
二
号
、
一
九
五
三
年
、
一
七
―
一
八
頁
）
。

（
126
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
四
頁
。

（
127
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
三
一
頁
。

（
128
）
新
保
哲
『
道
元
の
時
間
論
』
昭
和
六
〇
年
、
雪
華
社
、
七
〇
頁
。

（
129
）
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
九
五
頁
。

（
130
）
木
村
隆
徳
『
な
る
ほ
ど
仏
教
』
二
〇
〇
五
年
、
誠
信
書
房
、
二
〇
八
頁
。

（
131
）
増
永
霊
鳳
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
』
昭
和
四
一
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
九
三
頁
。

（
132
）
新
保
哲
『
道
元
の
時
間
論
』
昭
和
六
〇
年
、
雪
華
社
、
一
〇
六
頁
。

（
133
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
九
三
頁
）
。

（
134
）
藤
田
正
勝
『
九
鬼
周
造
―
理
知
と
情
熱
の
は
ざ
ま
に
立
つ
〈
こ
と
ば
〉
の
哲
学
―
』
二
〇
一
六
年
、
講
談
社
、
一
四
一
頁
。

（
135
）
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
一
一
頁
。

（
136
）
岩
田
靖
夫
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
入
門
』
二
〇
〇
三
年
、
岩
波
書
店
、
二
一
三
頁
。
実
存
哲
学
で
は
「
選
択
に
自
分
を
賭
け
る
者
」
が
重
視
さ
れ
る
。
道

元
禅
師
も
選
択
を
重
視
す
る
が
、
「
百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
む
」
の
よ
う
に
難
し
い
選
択
を
求
め
ら
れ
る
。
或
い
は
、
参
究
の
よ
う
に
、
Ａ
だ
け
で
な
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く
、
Ｂ
も
参
究
せ
よ
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
137
）
拙
稿
「
道
元
禅
師
の
業
報
観
（
一
）
―
善
根
に
つ
い
て
―
」
（
『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
イ
ン
ド
以
来
、
善
根
は
増
長

し
、
回
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
も
同
じ
で
あ
る
。

（
138
）
加
地
伸
行
『
マ
ス
コ
ミ
偽
善
者
列
伝
―
建
て
前
を
言
い
つ
の
る
人
々
―
』
二
〇
一
八
年
、
飛
鳥
新
社
、
二
七
〇
頁
。

（
139
）
佐
伯
啓
思
『
死
と
生
』
二
〇
一
八
年
、
新
潮
社
、
一
五
〇
頁
。

（
140
）
側
瀬
登
「
道
元
と
波
多
野
精
一
に
お
け
る
時
間
構
造
―
非
連
続
の
連
続
性
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
五
頁
）
。

（
141
）
側
瀬
登
「
道
元
と
波
多
野
精
一
に
お
け
る
時
間
構
造
―
非
連
続
の
連
続
性
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
一
〇
頁
）
。

（
142
）
木
村
敏
『
時
間
と
自
己
』
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
新
社
、
九
四
頁
。

（
143
）
側
瀬
登
「
道
元
と
波
多
野
精
一
に
お
け
る
時
間
構
造
―
非
連
続
の
連
続
性
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
三
頁
）
。

（
144
）
［
宇
都
宮
芳
明
］
『
日
本
大
百
科
全
書
』
ニ
ポ
ニ
カ
、
小
学
館
。

（
145
）
岩
田
靖
夫
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
入
門
』
二
〇
〇
三
年
、
岩
波
書
店
、
二
一
一
頁
。

（
146
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
、
服
部
英
次
郎
訳
『
告
白
』
（
下
）
一
九
七
六
年
、
岩
波
文
庫
、
一
一
四
頁
。

（
147
）
側
瀬
登
「
道
元
と
波
多
野
精
一
に
お
け
る
時
間
構
造
―
非
連
続
の
連
続
性
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
、
？
頁
）

（
148
）
小
浜
善
信
「
《
解
説
》
永
遠
回
帰
と
い
う
思
想
」
（
九
鬼
周
造
『
時
間
論
』
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
、
三
六
五
頁
）
。

（
149
）
今
後
、
時
間
的
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
本
師
が
遺
し
た
西
田
幾
多
郎
全
集
（
岩
波
書
店
）
、
田
邊
元
全
集
（
岩
波
書
店
）
、
三
木
清
全
集
（
筑
摩
書

房
）
な
ど
を
紐
解
き
た
い
。

（
150
）
雲
井
昭
善
「
私
の
死
生
観
」
（
『
幸
福
な
死
に
方
と
は
』
一
九
八
三
年
、
平
凡
社
、
一
三
一
頁
）
。

  

（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日
）                                          


